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第８１回宍粟市議会定例会会議録（第３号） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

招集年月日 平成３０年９月１２日（水曜日） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

招集の場所 宍粟市役所議場 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

開   議  ９月１２日 午前９時３０分宣告（第３日） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

議 事 日 程  

 日程第 １ 一般質問 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

 日程第 １ 一般質問 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

応 招 議  員（１６名） 

出 席 議  員（１６名） 

    １番 津  田 晃  伸 議員       ２番 宮 元 裕 祐  議員 

    ３番 山  下 由  美 議員       ４番 東   豊 俊  議員 

    ５番 今  井 和  夫 議員       ６番 大久保 陽 一  議員 

    ７番 田  中 孝  幸 議員       ８番 浅 田 雅 昭  議員 

    ９番 田  中 一  郎 議員      １０番 神 吉 正 男  議員 

   １１番 飯  田 吉  則 議員      １２番 大 畑 利 明  議員 

   １３番 林    克  治 議員      １４番 榧 橋 美恵子 議員 

   １５番 西  本   諭 議員      １６番 実 友   勉  議員 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

欠 席 議  員   な  し  

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

職務のために議場に出席した者の職氏名 

  事 務 局 長 宮 﨑 一  也 君    書 記 小 谷  愼 一 君  

  書 記 岸 元 秀  高 君    書 記 小 椋  沙 織 君  

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

地方自治法第１２１条により説明のため出席した者の職氏名 
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  市 長 福 元 晶  三 君    副 市 長 中 村    司 君  

  教 育 長 西 岡 章  寿 君    企画総務部長  坂 根  雅 彦 君  

  まちづくり推進部長 富 田 健  次 君    市民生活部長  平 瀬  忠 信 君  

  健康福祉部長  世 良   智 君    産 業 部 長 名 畑  浩 一 君  

  建 設 部 長 花 井 一  郎 君    一宮市民局長  上 長  正 典 君  

  波賀市民局長  坂 口 知  巳 君    千種市民局長  津 村  裕 二 君  

  会 計 管 理 者  椴 谷 米  男 君    総合病院事務部長 志 水  史 郎 君  

  教育委員会教育部長 前 田 正  人 君    農業委員会事務局長 西 村  吉 一 君  
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     （午前 ９時３０分 開議） 

○議長（実友 勉君） 皆様、おはようございます。 

  これから、本日の会議を開きます。 

  本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付しておりますとおりであります。 

  それでは、日程に入ります。 

     日程第１ 一般質問 

○議長（実友 勉君） 日程第１、一般質問を行います。 

  通告に基づき順番に発言を許可します。 

  まず、田中一郎議員の一般質問を行います。 

  ９番、田中一郎議員。 

○９番（田中一郎君） おはようございます。９番、田中一郎です。議長の許可を得

ましたので、通告書どおり一般質問をさせていただきます。 

  このたび、先日もいろいろありましたけども、災害において被災された皆様、ま

た地域の皆様、それに関してボランティア活動等参加された方にお見舞い、また敬

意をあらわす次第でございます。 

  また、宍粟市におきましても、このたび７月に、特に集中的に宍粟市北部におい

て水災害が発生しまして、避難勧告・避難準備等宍粟市においては万全な対策をと

られ、また発生時、発生時以後も丁寧な迅速な防災計画のもと、地域の皆様方の援

助となるべく活動をされたことに心より敬意をあらわしたいと思います。 

  また、発生後、応急対応において各事業所の皆様方、社協のボランティアの皆様

方、そして何よりも共助という地域の皆様方のボランティアされている活動を見ま

すと、まだまだ宍粟市もこれから将来があるなあと感じ、私ですけども、若くして

命をなくされました方の隣保の方から当日の４時10分に私の家のほうへ電話があり

まして、誰々さんのお家が土砂に埋まっとんやというようなことで、地元自治会長

さんと消防の分団長のほうへ早速連絡しまして、地域を見回って家に帰ってテレビ

を見ますと、８時半ぐらいでしたかね、はや既に自衛隊等に要請がかかったという

ようなテレビの報道を見て、この宍粟市の防災計画は順調に進んでいると感じなが

ら、現場に行って災害の大変さを痛感し、また、そこに駆けつけておられる地元の

皆様の温かい活動に対して本当に心から感謝なり敬意を表したような次第でござい

ます。 

  そのようなことから、私も１週間ほど地元の皆さんとともにボランティア活動並

びに避難所等を訪れたり、中に介助の要る方がいらっしゃいましたので、私の経験
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から一緒に過ごしたような経験から、このたび宍粟市におきまして発生しました防

災計画等の検証と、また、これからの災害に動じない防災計画の中に出ております

災害に動じないまちづくりを目指していきたいなと思いつつ、今回、一般質問をさ

せていただきます。よろしくお願いいたします。 

  それでは、通告に出しております災害対応について。 

  近年、想定外の災害が発生しております。このたびの災害においても各地で多大

な被害が発生し、宍粟市において発生した豪雨災害における宍粟市の取り組みは、

防災計画に基づき迅速かつ適切な対応が講じられたと感じておりますが、市民の生

命と財産を守るため、今後、いつ発生するかもしれない災害に備え、このたびの豪

雨災害の検証が必要と考えます。そこで、自然災害への備え、また発生した場合の

対応について伺いたいと思います。 

  以下の点について、今回の対応と、そこから見えてきた課題について伺うもので

す。 

  まず、安否確認・安否情報の収集と伝達方法。 

  要配慮者の支援と医療体制。 

  福祉施設との連携。 

  ライフライン応急対応と被災された方への生活支援。 

  廃棄物処理について。 

  自主防災組織との連携について検証とこれからの課題を伺うものです。 

  続きまして、指定管理施設の運営について。 

  第三セクター播磨いちのみや（株）が、６年間の指定管理の指定を受けてから３

年が経過しました。市民の集いの場として大変重要であり必要不可欠な施設です。

また、一宮地域の観光・行楽及び交流人口の確保の一翼を担う存在であります。し

かし、人口減少に伴い経営状況は厳しく赤字累積が増えつつあります。閉館するわ

けにはいきません。生活圏の拠点づくり事業・御形の里づくり事業との関連も含め、

宍粟市の取り組みについて伺うものです。 

  まほろばの湯、道の駅播磨いちのみやの集客増に向けての考えを伺います。 

  家原遺跡公園を中心とした継続的な賑わいの創出に向けた考え方を伺いたいと思

います。よろしくお願いいたします。 

○議長（実友 勉君） 田中一郎議員の質問に対し、順次答弁を求めます。 

  福元市長。 

○市長（福元晶三君） おはようございます。本日もよろしくお願い申し上げます。 
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  田中一郎議員の御質問、大きく２点いただいております。私のほうからは、災害

対応についての御答弁を申し上げたいと、このように思います。 

  指定管理施設等の運営につきましては、担当部長あるいは市民局長等々から、よ

り具体的に御答弁をさせていただきたいと、このように思います。 

  １点目の災害対策の関係でありますが、特に安否確認あるいは安否情報の収集と

伝達方法、このことでありますが、この安否確認・安否情報の収集・伝達につきま

しては、今回の７月豪雨について非常に私たちもいろんなことを学ばせていただい

たところであります。 

  当然、お話にありましたとおり、防災計画にも逐一いろんなことが書いてあると

ころでありますが、現実になりますと、なかなかそうはいかない状況もつぶさに感

じ取ったところであります。特に孤立した集落の安否確認、今回の７月豪雨で申し

上げますと、西公文の小原地域の状況がまさにそのことでありましたが、その地域

の安否をどのやって確認するかということについては、大変苦労したところであり

ます。現地とも連絡がつかない状況がつぶさに出た段階で、市としてどう考えてい

くかと、こういうところでありますが、今回については、市あるいは消防署、さら

に市民ボランティアの皆さんと連携して、まずその現地へ向かうことを決めたとこ

ろであります。特に市民ボランティアにつきましては、当然のことでありますので、

山をよく知っておられる方にお願いを申し上げて、市職員あるいは消防職員等を含

めた案内を含めて現地へ向かっていただいたところであります。そういったことを

通じて地域との安否確認等々を行ったところであります。 

  また、週末ということもありまして、別荘として利用されている方、実家に帰っ

てきている家族、あるいはお友達の家に来ている人などがあり、その地域の対象者

の確定に非常に時間を要したと、こういうことがあるところでありますが、安否に

ついてはいろんな観点から、特に被災された方のことにつきましては、個人情報等

の観点から御家族の了承を得て公表するなど、適切な対応ができたのではないかな

あと、このように考えております。 

  昨日も申し上げたところでありますが、孤立したところについての連絡網につい

ては、今回については、例えばでありますが、衛星電話というものを活用したとこ

ろでありますが、それかてなかなかうまく活用できてない部分もありまして、今後、

その衛星電話の活用などもこの防災計画の中でしっかり踏まえて検討をしていく必

要があるだろうと、このように考えております。 

  そういうことからすると、１点目の一朝有事のときの安否確認や情報の収集等に
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ついては、そういった衛星電話も一つの効果を発するんではないかなあと、こんな

ふうに考えております。 

  ２点目の要配慮者の支援と医療体制についてですが、要配慮者の支援と医療体制

につきましては、いずれもお話のありましたとおり、防災計画にその対応を定める

とともに、宍粟市では、医師会、歯科医師会、薬剤師会と災害時の救護活動に関す

る協定を締結しておりまして、災害発災時には必要な支援を行う体制を整えておる

ところであります。 

  今回の７月豪雨におきましては、避難準備・高齢者等避難開始情報発令以降、保

健師による要配慮者の安否確認であったり、介護支援専門員を通じて担当ケースの

状況確認を行っております。 

  その際、支援が必要な方は、介護サービスの利用調整を行うとともに、道路の寸

断によって薬が不足する方等へは医療機関との調整の上、服薬確保を行うとともに、

酸素療法や人工透析を受けておられる方につきましては、医療機関や業者と連絡を

とり、医療の確保を行ったところであります。 

  課題としましては、今回につきましては、局地的な災害であったことから、ほぼ

想定どおりの対応を行うことができましたが、全市的な大規模災害に備え、今後関

係機関との綿密な調整が必要であると、このように考えております。 

  ３点目の福祉施設との連携についてでありますが、今回の７月豪雨に際しまして、

波賀町小野にあります「しそう自立の家」の上流におきまして土石流発生の危険が

予見され、波賀メイプル福祉センターに福祉避難所を開設し、利用者の皆さんを速

やかに収容させていただいたところであります。 

  今回は、市が事前に指定する公共施設である波賀メイプル福祉センターに福祉避

難所を開設しましたが、市と応援協定を締結しております14カ所の民間福祉施設に

おいても必要に応じて受け入れを求めることが可能となっております。 

  今回の福祉避難所開設は、市内で初めて開設したものであり、運営を通して備品

の調達や避難環境の整備等の課題も明らかになりました。 

  また、市内全域にわたって甚大な被害が発生した場合の職員体制などの課題も見

えてきたところでありまして、今後調整を進めていきたいと、このように考えてお

ります。 

  ４点目の災害時におけるライフライン対策についてでありますが、宍粟市防災計

画におきまして、災害に備えた施設の整備や、災害発生時における対応について規

定をしておるところであります。 
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  今回の災害におきましては、市内５カ所において断水となる事象が発生をしまし

た。防災計画に基づき備えております応急資機材を活用して、ポリタンク等の配布

及び給水車での応急給水を行っております。 

  断水の解消につきましては、応急工事の実施により、波賀町水谷地区を除いて、

発生翌日または３日以内で復旧を行っております。また、水谷地区におきましては、

大量の崩土と倒木により応急工事が実施困難であったため、他の４カ所に比較して

少し時間はかかりましたが、緊急バイパス工事を実施することで発生より６日で断

水の解消を行っております。 

  今回の災害におきまして、今後の災害時に備えた施設整備が重要であることはも

ちろんでありますが、災害発生後の応急対応では、正確で正しい判断を早い段階に

行うことの重要さを実感し、経験値の重要さを再認識したところであります。 

  今後の課題としましては、水道専門職員の育成が重要な課題であると現段階で感

じておるところであります。 

  次に、「被災された方への生活支援はできたか」、このことでありますが、被災

者に対しましては、その後の生活支援として一定の支援が必要な方には、災害救助

法に基づく支援及び市災害復興支援制度に基づき、生活再建に向けての支援をさせ

ていただいておりまして、また、被災地域への事後訪問として保健師等々による戸

別訪問もさせていただいておるところであります。 

  ５点目の廃棄物処理についてでありますが、今回の災害廃棄物の処理に当たり、

被災地域の状況把握を十分行い、７月９日に市内各市民局単位で災害廃棄物集積場

所を地域の皆さんとの調整の中で選定をさせていただいて、災害廃棄物の受け入れ

を行うとともに、公衆衛生面を考慮し、生活ごみを優先して、にしはりまクリーン

センターに搬出処理を行っております。 

  今後は、波賀・一宮地域の全壊等被災家屋の解体家屋廃棄物につきまして、９月

末をめどに適正処理を考えておりますので、よろしくお願い申し上げたいと思いま

す。 

  今回のこの災害対応から見えてきた課題としましては、廃棄物集積場所・廃棄物

の搬出先などの決定において、広大な面積の宍粟市におきましては、廃棄物の発生

量によりまして集積場所や災害廃棄物の搬出先が大きく異なることが考えられます。

処理対応の遅れが予想されますので、災害が発生した場合の一日でも早い対応を行

うためにも、家屋の災害廃棄物処理について、平成30年８月に制定された兵庫県災

害廃棄物処理計画に基づく宍粟市災害廃棄物処理計画の策定が必要と考えておりま



－144－ 

す。 

  最後に、６点目の自主防災組織との連携についてでありますが、今回の災害にお

きまして、各自主防災組織においては、地域の安全・安心のため、自治会長さん、

あるいは自主防災会の役員の皆さんを中心に御尽力をいただきました。お話にもあ

ったとおりであります。地域の皆さんの共助によって最小限で食いとめることがで

きたのではないかなあと、このように考えております。誠にありがたく思っておる

ところであります。 

  特に、各自治会におきましては、自主防災組織と消防団との連携によりまして、

早目の避難等々を呼びかけていただいたことは、勧告した以降もそうでありますが、

その連携、呼びかけを含めて今回の災害については大変有効であったと、こう考え

ております。 

  しかしながら、それぞれ順を追って勧告等々にも至ったところでありますが、

個々の理由で自宅に残る判断をされた方もいらっしゃいます。結果として人的な被

害に繋がったことは、早期避難の重要性を呼びかけていく上で、今回の災害をさら

に教訓にして啓発を図ることが重要だと、このように考えております。 

  以前から自主防災組織で自主避難所を開設あるいは運営にも当たっていただいて

おりますが、避難者の報告も今回の災害を受けて自主避難所からも定期的にしてい

ただいて、市と自主防災会と十分な連携はできておったと、このように考えており

ます。さらにまた、今後、その自主防災組織との連携を深めることによって、安

全・安心なまちに繋げていくことができるんではないかなと、このように考えてお

ります。 

  私のほうからは以上であります。 

○議長（実友 勉君） 名畑産業部長。 

○産業部長（名畑浩一君） 私のほうからは、まほろばの湯、道の駅播磨いちのみや

の集客増に向けた考え方についての御質問にお答えしたいと思います。 

  まず、市内の入浴温泉施設・道の駅施設につきましては、気軽に誰でも入れる宍

粟市の観光振興の拠点施設でございます。加えて、市民の憩いの場や地域活性化の

拠点施設でもございます。その視点から、やはりまほろばの湯、道の駅播磨いちの

みやにつきましては、大変重要な施設と位置づけております。私も認識していると

ころでございます。 

  しかしながら、平成29年度の決算を含め、ここ数年来は赤字決算で、さらに今年

７月豪雨災害と猛暑により集客は激減し、経営は厳しさを増している状況にござい
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ます。 

  言うまでもなく、指定管理者として施設運営する企業の努力なくして経営改善は

あり得ませんので、いま一度商売の原点に立ち返り、職員一丸となって取り組むこ

とはもちろんのこと、市は公の施設の設置者として、施設利用者へのサービスを継

続的に提供する責務があると考えております。そういった環境を整えていくことが

責務でありますので、このような視点から経営健全化に向けて専門的なアドバイザ

ーによる経営改善提案事業を実施したいと考えております。 

  また、観光資源を生かした50名山の登山ツアーとの連携や家原遺跡公園内にある

古民家を活用して指定管理者と連携しながら、そういった連携事業を進めていきた

いと考えております。 

  以上でございます。 

○議長（実友 勉君） 上長一宮市民局長。 

○一宮市民局長（上長正典君） 私のほうからは、家原遺跡公園を中心としました継

続的な賑わいの創出に向けた考え方について説明させていただきます。 

  家原遺跡公園周辺には、６月議会でも言いましたけども、歴史・観光・行政が集

約しておりまして、一宮三方谷の北部の核となる施設であります。平成29年度には

複合遊具でありますとか、グラウンドゴルフということでかなり多くの方に利用し

ていただいております。 

  また、平成29年度から自治会、老人会、ＰＴＡ役員などの幅広い方々に集まって

いただきまして「一宮北部まちづくり委員会」を設置し、一宮北部の活性化につい

て協議していただいております。７月の予定でしたんですけども、７月豪雨の関係

で、７月、８月はちょっと中止という形で、昨日に久しぶりに再開しております。 

  ６月の議会では「家原遺跡公園周辺の賑わいづくり」をテーマに、公園を利用し

て自分たちが楽しむにはどうしたらいいか、また、どんな公園にしたらいいかとい

う形で協議をしていただいております。 

  地域の人が集まり、活用される、また、地域の方にとってかけがえのない施設、

また内外に対して誇れる施設ということで、結果として、まほろばの湯の観光施設

の利用者の増加に寄与するものと考えております。 

  いずれにしましても、一宮北部地域の活性化に向けては、地域の方と一緒になり

まして、今ある資源を有効活用する方向でいろんな取り組みを進めていきたいと考

えております。 

  以上です。 
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○議長（実友 勉君） ９番、田中一郎議員。 

○９番（田中一郎君） それでは、先ほど答弁いただいたんですけども、まず最初に、

防災について感じたこと、また、お願いしたいこと等を２回目の質問ということで

させていただきます。 

  まず、１番目の安否確認なんですけども、大変尽力されて、朝、私６時半ぐらい

でしたかね、県警の方と出会いまして、今から阿舎利を越えて現地へ行くんやけど、

阿舎利言うたらどこから行ったらいいんですかというような話をして、現地の地元

の人と一緒に行かれた姿も見ておりまして、本当にほっとした次第ですけども、そ

れ以後の連絡が一宮北中学校に北部の災害本部といいますか、拠点で自衛隊の方、

県警の方、消防の方、市当局の方が詰められておられたんですけども、そこに避難

された市民の方、それと孤立した地域の親戚の方、特に被災されて命を失われた家

族の方、息子さんたち等は連絡を受けて来られたんですけど、夕方の３時までぐら

い、どういう状態で何人残っておられるんやとかいうような連絡が市民の皆さんに、

最低でも避難されている人のところへ、届かなかったような気がするんですけども、

その辺の連絡状況、伝達状況はどのような状態だったんでしょうか。 

○議長（実友 勉君） 富田まちづくり推進部長。 

○まちづくり推進部長（富田健次君） 恐らく７月の８日のことの話かなというふう

に思ってございます。そうした避難をされている方、また関係される地域の方につ

きましての状況提供につきましては、その情報がいろいろと錯綜しているという状

況の中から、より正確な情報を伝えることに努める必要があるだろうということで、

その提供の部分が取り組みとして遅れたというところはございます。 

  そういったことも今回の７月豪雨を受けての反省点といいますか、課題というこ

とで、今後その対応についても改めて体制づくりといいますか、そういうのを検討

していきたいと思っております。 

○議長（実友 勉君） ９番、田中一郎議員。 

○９番（田中一郎君） そのときに一つ感じたんですけども、住民の皆さんからもい

ろいろと問い合わせがありよったような雰囲気を受けております。そういうような

ところで、あの場所に住民の皆さんからの問い合わせの窓口が一つきちっとしたも

のがあれば、住民の皆さん、また家族の皆様等が安心されたんではないかなと。 

  私もいろいろ探したんですけども、どこにそういう現状の問い合わせをすればい

いという窓口が、私がよう見つけなんだんかもわからんのですけども、きちっとし

たも窓口がここですよという表示等というような、市民の皆さんに、地域の皆さん
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にわかるような部分があればよかったかなと思うんですけども、住民等からの問い

合わせ等に対応できる窓口等をこれからの設置と、今回の検証についてきちっとし

たものをつくっていただきたいと要望したいんですけど、いかがでしょうか。 

○議長（実友 勉君） 福元市長。 

○市長（福元晶三君） ７月６日、７日、８日で、特に６日から７日未明、また同時

に７日の早朝でありますが、先ほどお話があったとおり、特に小原地域の状況につ

いて、早朝の７時過ぎまでは状況がつかめておったんですが、電話等の通信が遮断

されて、なかなか状況がつかめないと、こういう状況でありました。まず現地に何

人いらっしゃって、一体どうなっとんかということがなかなか現状としてわからな

いと、こういうことでありまして、冒頭申し上げたとおり、市の職員あるいは消防

署の職員、また山をよく御存じのボランティアの皆さんに御無理をお願いして、現

地へ赴いていただいて実情をつかんでいこうと、こういうことで、と言いながらも

13人いらっしゃるのか、15人いらっしゃるのかと、こういう状況すら、なかなかつ

かめない状況が現実あったところであります。 

  そういった中、８日の日に、現地対策本部を北中学校のほうにつくらせていただ

いて、現地の対策本部長を命じて、その方を中心にして職員としての対応、あるい

は警察、消防等々への対応ということで対策本部を立ち上げたところであります。 

  ただいまお話があったとおり、市民の皆さんとの総合的な相談窓口には至らなか

ったところでありますが、今回のこの対応を通じてそういったものが必要なのか、

あるいは必要でないのか、まず災害に遭われた方のいわゆる探索、人命救助を優先

したということが今回の対応でありまして、そういったことについては検証をして

いきたいと、このように考えておりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

○議長（実友 勉君） ９番、田中一郎議員。 

○９番（田中一郎君） そういうようなことで、自衛隊の方が亡くなられた家族の方

に、今見つけましたというようなことで、家族の方はいらっしゃいますかというこ

とで避難所に来られても、その自衛隊の方はまんよう下三方の出身の方で、家族の

方、中学校の事務所のほうへ一緒に入って説明されておりました。やはりそういう

姿を見ておりますと、災害は災害として、復旧に頑張っていただくとともに、心配

しておられる家族、地域の方もいらっしゃるんで、行政の役目としたら、そういう

ようなケア等もこれから必要になってくると思うわけです。 

  今回は一極でしたけども、先ほども市長からありましたように、広範囲にわたり

ますと、なかなかそういう心のケア、潰れたものを直すとか、出てきた土砂を片づ
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けるとかいうような部分で一生懸命になるんですけども、そういう姿を見ておりま

すと、やはりそういうケア的な部分も必要であるし、また、それが何よりも行政の

役目かなと思いましたので、以後もそういう災害に遭われた方の心のケアを重視し

ていただきたいと思います。 

  続きまして、昨日も出ておったんですけど、避難行動要支援者に対する名簿が策

定されておるわけなんですけども、その方のどのような人を想定しているのかとい

うことで、昨日も健康福祉部長から回答あったんですけど、ちょっと私、聞き逃し

ておったんで、どのような人を想定されて指定されているのか、いま一度お伺いし

たいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（実友 勉君） 世良健康福祉部長。 

○健康福祉部長（世良 智君） 要支援者の方につきましては、宍粟市の防災計画の

ほうにも上げさせていただいております。まず、防災計画で避難行動支援者として

おります方につきましては、要介護認定の３から５、身障手帳の１・２級の第１種、

これは心臓と腎臓機能障害の方は除いて、そして療育手帳のＡ、精神障害者保健福

祉手帳の１・２級と難病認定者とされた方、それから、市または自主防災組織など

が支援の必要を認めた方となっておりますが、それらはその御本人の方の単身の世

帯ということ、その単身の世帯の方が対象となっております。 

  以上でございます。 

○議長（実友 勉君） ９番、田中一郎議員。 

○９番（田中一郎君） その中に登録を希望される方が恐らくいらっしゃると思うん

ですけども、登録を希望される方についての配慮なり周知なり方法をお聞きします。  

○議長（実友 勉君） 世良健康福祉部長。 

○健康福祉部長（世良 智君） 御本人のほうから自主防災組織などを通じまして登

録を希望された方、そういう方も何人かいらっしゃいまして、そういう方について

も、この要配慮者の支援名簿のほうに記載をしまして、安否確認等をこちらからさ

せていただくようにしておりますが、そのあたり事前に市のほうから各自主防災組

織、自治会長さん方のほうにこういう制度がございますよということは連絡をさせ

ていただいておりますが、その認知度については自治会によって温度差があったん

じゃないかというふうに反省をしておりまして、このことにつきましては今後再度

各自主防災組織のほうに周知していきたいと、このように考えております。 

○議長（実友 勉君） ９番、田中一郎議員。 

○９番（田中一郎君） そういうことになろうかと思うんです。特に手帳を持ってお
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られる方、介護認定を受けておられる方は自分たちもそういう説明を受けておられ

るんですけども、認定がなくて、65歳以上のひとり暮らし、65歳以上のみの世帯と

か、それと幼児を抱えておれる方、それから妊婦さんの方等々、やはりそういう場

合の支援も必要になってこようかと思いますので、きめ細かな分析と情報集めをし

ていただきたいなと思っております。 

  それと、今回、避難所を回って感じたんですけども、避難勧告が出ます、避難指

示が出ます、そうしますと、車椅子の方の移動がなかなか大変であるというのは、

特に北部のほうは道路網等の関係で大変になろうかと思います。 

  それと１点、昨日も出てましたけども、寝たきり、寝たきりに準じた方もたくさ

んいらっしゃいます。当然、宍粟市は在宅医療、在宅生活を推進している以上は、

そういう寝たきり、寝たきりに準ずる方もたくさん家で生活されております。その

場合の避難について、ちょっとどうなんかなあと。当然介護の方が何名か指定され

た人数が必要かと思うんですけども、そういう車椅子の移動、自乗駆動ができない

人、並びにそういう寝たきりに準ずるような人の避難をやむなくされた場合に、ど

のようなシステムづくり、どのような体制、どのような連絡、どのような機関等の

方が動いて避難行動をとられるのか、１点お聞きします。 

○議長（実友 勉君） 世良健康福祉部長。 

○健康福祉部長（世良 智君） ただいま議員のほうからおっしゃっていただきまし

たことは、一つの課題であると、このように捉えておりますが、一応介護認定を受

けまして、それぞれ通所であったりされておる方、また自宅での在宅介護をされて

おる方、そういった方につきましては、それぞれケアマネジャーがついておられま

す。今回もそういう方々については、市のほうで持っております情報をもとに、ケ

アマネジャーのほうにも常に連絡をとりながら、どういう状態であるか、今回７月

豪雨のときなどは、事前にちょっとそういうことが予見されておりましたので、早

目にショートステイに入られた方もいらっしゃいましたし、当日施設入所ができる

のか、そういったことについての確認もさせていただきました。どうしても在宅で

対応が困難な方につきましては、保健師等がケアマネジャーと連絡をとりながら、

施設でのケアをお願いするなり、そういう対応もとらせていただいておりますが、

先ほどもございましたように、今回は局地的でございましたので、件数がそれほど

多くなかったので、そういった対応もできましたが、今後、大規模災害に備えまし

ては、やはり全市的に同時にそういう対応がとれるのかというようなことは、今後

市のほうでも検証していかなければいけないと、このように考えております。 
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  以上でございます。 

○議長（実友 勉君） ９番、田中一郎議員。 

○９番（田中一郎君） そういうような万全な計画を立てていただいておけば、安心

かなと思います。先ほど市長からありましたように、私が一番危惧しておったのは、

薬の問題とかがあったんですけど、今、市長の説明できちっとやっておりますと。 

  いいますのは、事実、避難所で薬を忘れてきたんやという人が１人と、それから、

明日で薬がなくなるんですけども、どないしよう言うて、社協や訪問看護の保健師

さんにたくさん来ていただいておって、丁寧な話をされて、電話連絡したりされて

おったんですけど、そのときに総合病院を初めとして医師会、それから、かかりつ

け医がもし遠いところであるんであれば、近くの開業医のお医者さん、それから薬

剤師等に緊急ということで連絡して処方箋が出せると。当然災害ですので、遠くへ

処方箋を持って薬をもらいに行くというようなことは保健師さんも危険があります

ので、できないんで、近くのお医者さん並びに薬局、薬剤師を通じて迅速に避難所

へ薬が届くといったようなシステムづくりが必要かなと感じたんですけども、その

辺の連携等もこれからお願いしたいと思うんですけども、いかがでしょうか。 

○議長（実友 勉君） 世良健康福祉部長。 

○健康福祉部長（世良 智君） まさに今回の事例としましても、実際に議員のほう

からおっしゃっていただきましたように、薬のほうが明日で切れるんだというよう

なことがございまして、それにつきましては保健師のほうが病院と調整をしまして、

例外的に御本人が行かれなくても薬の調達をするなり、そういう配慮もさせていた

だきましたが、今、議員のほうからおっしゃっていただきましたように、処方箋を

送っていただいて、近くの薬局で処方をしていただくとか、そういう対応は今後は

とってまいりたいと、このように考えております。 

○議長（実友 勉君） ９番、田中一郎議員。 

○９番（田中一郎君） そういうようなことが講じられたということも聞いておりま

す。これからもよろしくお願いしたいと思います。 

  続きまして、３番で挙げています福祉施設の関連なんですけども、当然昨日から

の説明、今日の市長の答弁で各14カ所の福祉施設との協定が締結されているという

ようなことをお聞きして、その分に関しては大丈夫かなと思っております。 

  今から質問するのは逆の場合で、宍粟市の入所施設、たくさんの方、どこの施設

も100人近い方が入所されております。見てみますと、特に北部につきましては、

ハザードマップの中で危険区域と指定されているところに、ほとんど建っておりま
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す。ほとんどやなく、全て建っております。土砂災害区域と矢印とか、斜め線で入

っているハザードマップのとこに建っております。 

  そこで、万が一その施設のそこの地域が避難指示なり、そういうものが出た場合

に、そこにおられる入所されているたくさんの方の避難先、施設施設ではそういう

訓練はされておりますし、私もした経験があるんですけども、しかし、なかなか避

難先というのが見つからないと。今回の北海道でも停電で病院からたくさんの地域

へ患者さんが行かれたというようなことがあるんで、やっぱりその辺も受け入れだ

けやなしに、入所施設の方が避難を余儀なくされた場合の避難先、それから避難に

かかわる応援の期間等、それから介助員、支援されている方等々の連絡の体制づく

りもやはりこれだけたくさんの施設ができた場合にはつくっておくべきやし、恐ら

くつくっておられると思います。 

  そのような観点で、施設から何10人、100人前後の方が避難をしなくてはいけな

いという事態が起きた場合の体制づくり等について伺います。お願いします。 

○議長（実友 勉君） 世良健康福祉部長。 

○健康福祉部長（世良 智君） 今おっしゃっていただきましたことは、まさに目前

に迫っております懸念でございます。 

  今回７月豪雨で御承知のとおり、波賀町小野のしそう自立の家の渓流の上流部で

砂防ダムが満杯になって、またその上流の別荘地が被害に遭われております。そう

いったことを受けまして、しそう自立の家さんが早目に避難をしたいというような

こと、これにつきましては事前に施設長と市の担当のほうと連絡を取り合いまして、

また、その当時は県警の機動隊が早く現地のほうに駆けつけていただいておりまし

たので、初回は県警機動隊の協力を得まして、ちょうど福祉避難所ということで波

賀町の場合はメイプル福祉センターを指定することにしております。そちらのほう

に避難をしていただきまして、施設入所者の方、約55名だったと思うんですが、避

難をしていただきまして、また、施設の職員の方、10数名も一緒にメイプル福祉セ

ンターのほうに避難をしていただきました。 

  それ以降、たびたび台風が参っておりまして避難準備情報あるいは避難勧告を発

令しておりまして、先日の台風を含めまして、今回、秋雨前線も含めまして４回自

立の家さんはメイプル福祉センターのほうに避難をされております。メイプル福祉

センターのほうはバリアフリーで身障者用のトイレであったり、厨房施設も備えて

おるということで、自立の家の職員の方からは非常に避難がしやすい施設でありが

たいですというふうにおっしゃっていただいておりまして、３度目ぐらいになりま
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すと、もう市の職員があまりお手伝いをすることなく、スムーズに施設運営もして

いただいております。こういうことがたびたびあってはいけないんですが、ほかに

も市内のそれぞれの保健福祉センターで受け入れできるように準備はしております。  

  ただ、今おっしゃっていただきましたように老人介護施設等、100人規模になっ

てきますと、なかなか受け入れは即座にできないと思います。そういった場合は、

やはり市内の14カ所の民間の施設等の相互受け入れであったり、また、市の施設、

それぞれの受け入れの容量も勘案しながら配置していく必要があると思います。そ

のあたりも想定して、今後はこの避難計画のほうも綿密な準備をしていく必要があ

ると、このように考えております。 

  以上でございます。 

○議長（実友 勉君） ９番、田中一郎議員。 

○９番（田中一郎君） よろしくお願いします。 

  続きまして、今私が質問した中でいろいろと考えるんですけども、自主防災組織

の中に、なかなか防災計画について知識のある方と言うたらおかしいんですけど、

そういう経験のある方が少ない自治会と、極端な話をすれば、元消防の職員さんや

ったり、市の職員の方がおられる場合は結構いい自主防災、地域のマップができて

おるように思います。しかし、防災に関してあまり専門知識のない等々の自治会等

はなかなか地域に根差したようなマップができていないのも事実ではないかと思う

んで、そこで、ひとつ、そういう防災経験をされた人を中心とした、これからの地

域防災指導員とかいうような部分を市の自主防災のマップとかの講習とか研修をさ

れておりますけども、そういうようなときに、防災対策として地域防災指導員の養

成というような活動もされていきますと、今言われる要支援の方の配慮的な部分と

か、避難所の避難経路とか、安心できる避難所を見つけるとかいうような部分の指

示等ができやすい部分もできるんやないかなと思って、地域防災指導員なんかの養

成もこれからされていけばどうかなと思うんですけども、いかがでしょうか。 

○議長（実友 勉君） 富田まちづくり推進部長。 

○まちづくり推進部長（富田健次君） 自主防災組織におきますさまざまな災害ゼロ

の知識というのは、非常に大切なものだというふうに思っております。現在、宍粟

市におきましても、自主防災マップづくりということで、声がけをさせていただい

て、その対応をさせていただいているところですが、その防災マップの策定時には

市の防災担当の職員も一緒に同席をさせていただいたり、また、兵庫県のほうでそ

のマップづくりを支援する職員の方がおられますので、サポート隊がございますの
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で、そちらのほうの協力も得てマップづくりに取り組んでいるというところです。 

  また、防災専門員も数年前から消防防災課のほうに設置しておりまして、その職

員がそれぞれの自主防災組織、自治会等でございますふれあいミーティングという

んですか、出前講座のほうにも行かせていただいて、さまざまな防災対策とか、そ

ういったことについての御説明、また知識とかの啓発普及に努めさせていただいて

いるところでございます。 

  なお、専門員の知識につきましても、先ほどいろいろと御質問いただいてござい

ます。そういったこともさらに研究・学習しまして、そういった知識をもって、ま

た自主防災組織のほうに行かせていただいて、それを伝えていくというようなこと

もさせていただきたいと思います。 

○議長（実友 勉君） ９番、田中一郎議員。 

○９番（田中一郎君） よろしくお願いします。それと、防災については最後になる

んですけど、避難所というのは、あくまでみんなが集まるという場所ではなくて、

その日一日をその個人の方が生活する生活空間と考えなくてはいけないかと思って

おります。そこでやはり避難所のこれからの改善、それから今まで足らなかったも

の、足らないもの、避難所においても公民館とかいうところには情報を得るテレビ、

それからトイレ等も洋式のトイレと、いろいろな部分でバリアフリー等もされてお

ります。中学校の避難所になりますと、大変広い体育館でぽつっと隅のほうにおら

れる、情報の一番大事なテレビ等々もないとかいったようで、やっぱり避難所とい

うのは、避難勧告が出ますと市民が避難しやすい、また避難したい、それと避難し

ようと思う環境づくり等の整備もやはり大切でないと、避難勧告が出てたくさんの

方が避難していただくには、やはりそういう整備もこれから今回の検証とともに充

実した避難所づくり、ただ単に看板上げて避難してくださいだけではなしに、そう

いう整備づくり、環境づくり等もこれから十分に検証していただいて、要るものは

要るもので。 

  それと、附則になりますけども、避難所へ行きますと、ずっと市の職員の方が仕

事やとはいえ、早くから来て丁寧な応対、名簿の安否確認、食事の配備、ふとんと

かエアマットを運んだりしながらいろんなことをされていることには敬意をあらわ

すんですけども、より一層のよい避難所へ、たくさんの方が避難できて安全になる

ための避難所の環境づくりについて、これからの市の方向性を伺いたいと思います。

お願いします。 

○議長（実友 勉君） 富田まちづくり推進部長。 
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○まちづくり推進部長（富田健次君） 先ほど言われました避難がしやすいと言うん

ですか、その避難について、しやすい環境づくりというのは大切なものかなという

ふうに思っております。 

  特に、先ほどございました情報を得る手段がないんだということは、ほかの方か

らも聞かせていただいております。特にテレビとか、そういったことになろうかな

と思うんですが、そういうことにつきましても、今回検証する中でできるだけ前向

きにその整備について考えていきたいというふうに思っておるところです。 

  また、ほかの部分についても、例えばバリアフリーのことであると思うんですが、

そういったことについてももう一度避難所を確認をさせていただいて、対応すべき

ところはしていくような、そういったことも考えていきたいと思っております。 

○議長（実友 勉君） ９番、田中一郎議員。 

○９番（田中一郎君） タウンミーティングでも議題として今回議防災についての意

見を伺うということですので、たくさんの意見を聞いていただいて、防災計画の一

番最初に出ております災害に動じないまちづくりをお願いしたいと思います。 

  続きまして、指定管理のことについてお伺いします。 

  昨年の12月21日に、宍粟市指定管理者選定審議会から検証についての答申が出て

おりました。その中で審議会の意見として、公の施設の設置目的が最大限に生かさ

れるよう努めていただきたい、課題整理の上、手続等を進めていただきたいと審議

会からの答申があるんですけども、その審議会の答申を受けてそれ以後の市の動き

はどのような動きをされて、将来に向けて進めようというような話し合いが持たれ

たのかなというところを伺いたいと思います。 

○議長（実友 勉君） 名畑産業部長。 

○産業部長（名畑浩一君） 経営審議会の中での答申の大きなところは、やはり経営

改善と申しますか、やはりどことも経営のほうが悪化しておりますので、そのこと

に対する取り組みを十分検証して、これから改善に向けて取り組んでくださいとい

ったことだったと思います。 

  言うまでもなく、第三セクターにつきましては、当然民間が経営している施設で

あるわけですけど、もう一つ、地域においては雇用の確保であったり、地域の活性

化とか、観光振興の拠点ということで両方の側面を持っております。そういった意

味でお互いが成り立つようにしていかなければなりませんけれど、やはり経営とい

ったところも非常に重要な部分ですので、そこのところをもう一度見直して改善す

るようにといったところでの取り組みとなっており、その改善に向けて行政として
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の役割とか、第三セクターの役割、そんなところを確認する中で改善に向けて取り

組んでおるところでございます。 

  以上です。 

○議長（実友 勉君） ９番、田中一郎議員。 

○９番（田中一郎君） それと同時に、当然市の財政からも負担等をされているんで

すけども、その中において、市民の方がそういう施設の利用者であるとともに、市

民の方、地域の方が、また本来の所有者いうんですかね、市民の方の所有している

ものとも考えられると思うんです、市からの負担があるとすれば。そのようなとこ

で、市民へのそういう周知制度、そういう審議会から上がってきたようなことが今

現状こうなんですよというような市民のチェックリスト制度とか、そういうような

ものも持っていただいたらなと。そうすれば、より一層活発化していくんじゃない

かと思うんですけども、いかがでしょうか。 

○議長（実友 勉君） 名畑産業部長。 

○産業部長（名畑浩一君） そういった改善状況であるとか、経営の実態などの市民

への周知といったところかと思いますけれど、このことにつきましては、議会の委

員会等にも定期的に実情等を報告させていただいております。ただ、市民の方、全

てにそんな情報を提供しているわけではございませんので、そのところは御理解願

いたいと思います。 

○議長（実友 勉君） ９番、田中一郎議員。 

○９番（田中一郎君） 公共施設について最後になるんですけども、これから検証さ

れる中で、私なりにお願いしておきたいなと思いますことは、コスト縮減の努力の

余地はないのか。それから、大きな財政負担いうたら言葉がおかしいんですけども、

そのようなことが市民が納得されているのか、まほろばの湯においても、もう一宮

町という旧町からできておりまして、そのような時代の変化でその役割が薄れてい

ないか、当然市民にとって本当に重要な施設と市民の皆さんが考えておられるのか、

その施設は誰が誰に何を提供すべく目標で進めていくのかといったようなことをこ

れから検証していただいて、まほろばの湯においても、宍粟メイプルにおいても、

全ての施設は潰すわけにはいきません。原点である過疎地対策でそういう施設を潰

すわけにはいきません。これからの明るい目標を持つために、今何点か述べました

ことを検証して、これからよりいい施設にしていただいたらなと思いますけど、最

後によろしくお願いします。 

○議長（実友 勉君） 福元市長。 
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○市長（福元晶三君） 今大きく５点お話がありました。コストの問題や、あるいは

財政負担の問題、さらにまた時代の変化に対応した施設のありよう、それから同時

に、市民の皆さんにとってどういう立ち位置なのか、どういう役割を持っているの

か、最後には誰が誰のために何でその施設があるのか、こういったことのお話であ

りましたが、まさしくそういったことも含めながら、また、検討委員会とかいろん

な方の意見を聞きながら、先ほどあったとおり地域にとって地域の活力を求めると、

そういう観点で今後検証していきたいと、このように考えています。 

○議長（実友 勉君） ９番、田中一郎議員。 

○９番（田中一郎君） これで、９番、田中一郎の質問を終わります。ありがとうご

ざいました。 

○議長（実友 勉君） これで、９番、田中一郎議員の一般質問を終わります。 

  続いて、大畑利明議員の一般質問を行います。 

  12番、大畑利明議員。 

○１２番（大畑利明君） 12番、大畑でございます。冒頭、この間の災害によりまし

て被災をされました多くの皆さん方に心よりお見舞いを申し上げる次第でございま

す。 

  昨今の災害を教訓といたしまして、まず最初に、宍粟市の今後の森づくり政策に

ついてお伺いしたいというふうに思います。 

  梅雨前線によります今回の集中豪雨、あるいは台風による自然災害の姿というの

は大きく変わりつつあるというふうに思います。予想外あるいは前代未聞という言

葉に象徴されますように、自然災害の規模が巨大化をしておりまして、甚大な被害

をもたらしています。 

  これら災害は、想定内の現象と捉える必要があると思います。その認識のもとで、

これからの対策を考えていく、しっかりとした対策、備えをする時代であると認識

をしております。 

  今、宍粟市が最も重視すべき施策として、地球温暖化防止や災害防止、あるいは

水源涵養など、さまざまな公益的な機能を有しております森林の適切な整備、ある

いは管理をすることを重視をして、防災の観点から森づくり政策を積極的に進めて

いくことが重要だと考えます。 

  今、市民の関心もそのことに非常に関心が高まっております。そこで、来年から

始まります森林経営管理法の施行、あるいは森林環境譲与税が国から交付されます。

そのタイミング、あるいはそれらの目指す方向性から宍粟市の森づくり政策という
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のは、今後どのように進められるのかということを中心にお伺いしたいと思います。  

  一つには、森林経営管理法でございますが、この法律は、人工林を中心に林業の

成長産業化という側面と、森林資源の適切な管理というこの両立を図ることを目的

をしております。 

  自然災害を防止するという観点から、私はどのような森林政策を進めるおつもり

なのか、お伺いをしたいと思います。 

  また、新たな森林管理あるいは森林整備について、しっかりとマネジメントして

いく必要があると思いますが、そういうことのできる職員体制の整備が今後どのよ

うに考えられているのか。あるいは今後の森林政策をどのように導いていく考えか、

そのマネジメントについての考え方をお伺いしたいと思います。 

  二つ目には、国税の森林環境税、これは2024年度からですから、５、６年先に私

たちに負担がかかってまいりますが、国はそれに先行して来年から譲与税という形

で市町村に交付をされます。この森林環境税で今問題になっている放置された人工

林、これを天然林に再生させる施策へと私は重点化すべきであるというふうに考え

るわけですが、市はどのように考えておられるのか、お伺いをいたします。 

  大きく２点目でございますが、水道事業をめぐる課題と対策についてお伺いをい

たします。 

  人口減少とか施設の老朽化などを背景にいたしまして、水道事業も非常に厳しい

局面にあると思います。国はその水道事業の基盤強化というのを目的に水道法の一

部改正を行いました。また、それに連動して兵庫県は水道事業のあり方に関する懇

話会、あり方懇というふうに呼ばせていただきますが、それらの設置をして、水道

事業をめぐる課題の解決に向けた検討と方向性が示されているところでございます。  

  宍粟市の水道事業も御多分に漏れず、人口減少あるいは施設の老朽化に伴います

更新、その費用の増大などで、今、水道料金の値上げの圧力が高まっている状況だ

というふうに推測をいたします。 

  そこで、宍粟市の水道事業が抱えます課題の解決と、国や県の動き、あり方懇の

報告書などと関連して質問をさせていただきたいと思います。 

  一つには、宍粟市水道事業について、現状での課題認識と今後の方向性について

伺います。 

  二つ目には、改正水道法では、都道府県が広域連携の推進役と関与できる施策が

盛り込まれておりまして、兵庫県のあり方懇からも県内９ブロックごとの広域化案

が示されております。このあり方懇からの提言内容の説明を少しお加えをいただき
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たいのと、現在、どのような進捗で市は臨んでおられるのか。 

  また、それらを受けて宍粟市が考えておられる方向性などについてお伺いをした

いと思います。 

  三つ目も改正水道法のことですが、官民連携の推進ということで、民間事業者に

水道施設の運営権を設定できる、いわゆるコンセッション方式というものの導入が

明記されました。市は、この水道事業の民間運営について、どのような見解を持っ

ておられるのか、お伺いしたいと思います。 

  水道の最後でございますが、宍粟市の水道事業の現状、また、あり方懇への対応

状況など、私は随時市民の皆さんに情報公開をして、市民の意見を今後の方向性に

十分反映していく、そういうことに市は努めるべきだというふうに考えております

が、いかがでしょうか。 

  最後、３点目でございます。がらっと変わりまして、戦争資料の収集と保存につ

いてお伺いをしたいと思います。 

  戦後73年を経過をいたしまして、次第に戦争経験者が少なくなっている、そうい

うことから貴重な資料が散逸したり、破棄処分されたりしている現状が問題視をさ

れております。 

  戦争の記憶や悲惨さを風化させずに、後世に平和の尊さを伝えていくためにも、

今、行政が主体となって戦争に関する資料の収集・保存を行っていく必要があるの

ではないかと考えます。 

  また、資料の収集を通して戦争の実相に触れる平和教育を推進することや、仮称

でございますが、平和資料館、そういうものを整備する必要があるんではないかと

考えます。 

  我が宍粟市の市長は、全国の平和市長会議に加盟をされております。宍粟市の市

長として、どのように考えておられるのか、お伺いしたいと思います。 

  以上で１回目の質問を終わります。 

○議長（実友 勉君） 大畑利明議員の一般質問に対し、順次答弁を求めます。 

  福元市長。 

○市長（福元晶三君） それでは、大畑議員からそれぞれ大きく３点になりますか、

項目としては。ということで御答弁申し上げたいと、このように思います。なおま

た、途中、具体的なこと等々がありますので、担当部長からより具体のことについ

ては、答弁させていただきたいと、このように思います。 

  冒頭ありましたとおり、今日的なああいう災害等々、集中豪雨につきましては、
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お話のあったとおり、この森林がいわゆる公益的な機能をどうやって果たして、ま

た維持をしていくかということは大きな課題だと、このように認識しておるという

ことでありますが、それは私もそのとおりだと、このように考えておるところであ

ります。 

  そういった観点の中で１点目の森林経営管理法、これに基づいた体制、あるいは

これからの方向性と、こういうことでありますので、このことについて、まず御答

弁申し上げていきたいと、このように思います。 

  森林経営管理法につきましては、経営管理に係る責務を自ら果たすことができな

い森林所有者にかわって、市が経営管理に必要な権利の集積、あるいは集約化を図

り、森林整備を行う制度となっておると、このように認識をしております。 

  その中で、林業経営の成り立つ見込みのある森林については、市が実施計画を作

成して、公告した上で意欲と能力のある林業事業体へ事業を委託する流れとなって

おるところであります。これらについてはフォーマットでいろいろ出ておりますが、

そういうふうな状況であります。 

  林業経営の成り立つ見込みのない森林につきましても、市が経営管理を担うこと

とされておりまして、計画的な整備が必要なことから、地域林政アドバイザー制度

の活用であったり、専門技術を向上させながら組織強化を進め、今後の森林事業に

取り組んでいきたいと、このように考えております。 

  特に、先行して譲与税が2019年度からということでありまして、特に2024年から

国税たる森林環境税が導入されることとなっております。住民税に一人1,000円と

いうふうな状況の中でそういった本格的な実施と、その前もってということであり

ます。この先行した贈与税の関係についても、今、実は県からもいろいろなやりと

りの中でどういった形でどうしていくかということについて、まだ最終的な段階に

は至っていないところでありますが、方向性としては森をしっかり守っていこうと、

そのための財源確保をしていこうと、こういうふうな状況であります。 

  そういった中で、放置人工林を天然林へ再生させる施策へ重点化すべきではない

かと、こういう御質問でありますが、市が経営管理権を取得した森林につきまして

は、主伐後の再造林から下刈り、間伐に至る一連の保育までを人工林で計画するよ

う現在指導をされている、そのことから持続可能な森林整備による循環型林業の構

築と、森林の持つ多面的機能の維持増進を主眼に置いた施策に取り組んでまいりた

いと、このように考えております。 

  天然林への樹種転換については、現在もいろんな角度からいろいろ林業事業体、



－160－ 

あるいは森林の保有者等ともいろいろ協議をしておるところでありますが、特に樹

種転換については、いろいろお話があったとおり、広葉樹林が災害に強い森林整備

に大きな役割を担っていることは十分認識しておるところでありますし、多くの皆

さんがそのことに期待をなされておると、このように思っております。 

  国県等にいろんな形で補助メニュー拡充の要望もしておるところでありまして、

現段階でも可能な限り広葉樹林等々のこともその制度の中へ取り組んでいただいて

おるんですが、それぞれ現行制度の中で地域、あるいは生産森林組合等々へもいろ

んな形でお願いをしておるんですが、なかなかい厳しい状況を捉えております。 

  したがいまして、今後、この森林環境税を含めた先行の譲与税の中でこういった

ことがどう生かされるのか。私はこれからが勝負だと、このように考えておりまし

て、冒頭ちょっと申し上げたとおり、今、一定、県のガイドライン的なものも一応

は出ておるんですが、なかなか最終に詰まってない状況であります。したがいまし

て、宍粟市にとりましては、県下でもいわゆる先行的にかなりいろんな部分でやっ

ておりますので、そういったことにさらに財源の充当等を含めて要望していく中で、

可能な限り広葉樹林を含めたところへの転換へ図れるよう、今後努力していきたい

と、このように考えております。 

  したがいまして、方向はそういう方向でありますが、ただ、今回御質問の環境税

を含めた贈与税について、まだ具体的に、じゃあこういうことをやっていくという

ふうには至ってないと、こういうところであります。 

  ２点目の水道の関係でありますが、あり方懇のことについては、私もその資料は

見ておるんですが、具体的にその場に加わっておりませんので、現状のところにつ

いては担当部長からより具体について答弁させていただきたいと、このように思い

ます。 

  特に、市としての状況等々、今後のことについての市長としての考え方と、こう

いう部分もありますので、そういった観点で御答弁申し上げたいと思います。 

  お話にもありましたとおりですし、御承知のとおり、宍粟市は非常に広い面積と

起伏の大きい地形のため、水道事業の経営は県下の他市町に比べても、いわゆる不

利な状況となっておるところであります。このため、施設整備であったり、あるい

は維持管理についても当然多額の費用がかかるところであります。あわせて人口減

少による水道料金をはじめとする事業収益の減少であったり、老朽施設の更新ある

いは修繕費用の増加によって収支状況はますます厳しいものになっていくと予想を

しておるところであります。さらなる経費の抑制をはじめとする経営改善が必要で
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あると、このように捉えておるところであります。 

  水道事業の民間運営についての御質問でありますが、広域連携の推進であったり、

官民連携の推進は、お話があったとおり、現在国会において継続審議となっている

水道法改正案の中にも盛り込まれておりまして、宍粟市としましては、給水の安全

性の確保を第一に、民間運営による経費節減、あるいは住民の負担軽減なども含め

て今後研究する必要があるだろうと、このように考えております。 

  情報公開及び市民意見の反映についてですが、水道事業に係る現状など、積極的

に公開をする必要があると、これは当然のことだと思っておりまして、そのことを

踏まえながら、市民の皆様の意見が今後反映できるよう努めてまいりたいと、この

ことが大事と、そのように考えております。 

  私のほうからにつきましては、以上であります。 

  なおまた、戦争資料の関係につきましては、議員も御承知のとおり、教育委員会

がこれまでもいろんな資料を収集したり、お願いしたりしてやっております。ただ、

それを風化をさせないということは当然のことでありますので、より具体的なこと

については教育委員会から現状のこと、それから今の考え方を御答弁させていただ

きたいと思います。 

  ただ、平和資料館の整備は必要と考えるかどうかということについては、現段階

ではやりますよ、あるいはやりませんとも言えない状況であります。ただ、私が思

いますのは、いろんな資料も集めていただいておりますが、やっぱり時々市役所の

ロビーで一昨年もああいう形で資料の展示なんかも個人の方にお借りしたり、ある

いは教育委員会が収集した分をいろんな形であわせてやっておりますが、常設的な

ものが必要なのかどうか、あるいは今ある施設の中でそういったコーナーを設ける

のかどうか、こんなことも含めてこれは検討していかなくてはならないと。いずれ

にしても、平和を尊ぶ、あるいは尊さを後世に伝えていく、このことがとても重要

だと、このように認識しております。 

  以上であります。 

○議長（実友 勉君） 花井建設部長。 

○建設部長（花井一郎君） 私のほうからは、兵庫県水道事業あり方懇話会の提言内

容等についての御質問にお答えしたいと思います。 

  まず、懇話会からは平成30年３月に報告がございまして、提言内容といたしまし

ては、広域連携の検討と実施、それから専門職員の確保、それから３点目に国への

提案の３点ございまして、まず１点目の広域連携の検討、実施につきましては、先
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ほども議員のほうからもありましたように、県内地域別に９ブロックに分けまして、

ハードとソフト面の両面から検討しまして、可能なものから実施するようにという

ような提言でございます。 

  宍粟市は、県内の９ブロックの中で「西播磨ブロック」ということで、８水道事

業団体に参加しておりまして、現在の進捗でございますが、隣接市町との意見交換

であったり、県のほうからいろんな意向の確認みたいなものがございまして、そう

いう状況でございまして、今後宍粟市にとってプラスとなるものについては積極的

に参加していきたいなというふうに考えております。 

  また、２点目の専門職員の確保につきましては、団塊の世代の退職などによりま

して、不足しております専門職員の確保と育成に向けた仕組みづくりについての提

言でございます。 

  また、３点目の国への提案につきましては、事業体及び地域としての取り組みや

経営維持に必要となる財源措置、また制度改正を継続して国に要請また提案すると

いう提言でございます。 

  いずれにしましても、まだ始まったばかりでございますので、再度になりますが、

宍粟市にとってプラスとなるものについては積極的に参加していきたいなと、そう

いうふうに考えております。 

○議長（実友 勉君） 前田教育部長。 

○教育委員会教育部長（前田正人君） 私のほうからは、戦争資料の収集と保存につ

いての御質問にお答えをさせていただきたいと思います。 

  戦争に関する資料につきましては、これまでにも市民の方々から戦前の教科書を

はじめ軍隊手帳や出征時の寄せ書きなど、関係資料の寄贈をいただいております。

そういう資料につきましては、歴史資料館において収蔵・保管をさせていただいて

おります。これらの費用につきましては、戦争の記憶や平和の尊さを物語る貴重な

資料であり、今後とも関係する資料の収集に努めていきたいと考えております。 

  次に、平和教育の推進につきましては、社会科の中で戦後の平和と民主化への動

き及び復興へ向けての学習を通して、世界の平和と人類の発展に寄与する人材の育

成に取り組んでいるところでございます。 

  また、さらに社会科のみならず、年間を通じまして、教育課程の全領域において、

創意工夫を凝らした平和学習に取り組んでおります。特に、校外学習及び沖縄への

修学旅行等においても、主要なテーマとして平和学習を位置づけて、命を大切にす

る心を養う「心の教育」を実施しているところでございます。 
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  最近の取り組み事例といたしましては、この８月６日に城下小学校の登校日に小

学６年生の子が戦争や平和について調べたことを発表して、みんなで広島の原爆に

ついての歌「アオギリの歌」を歌って、そういうような学習にも取り組んだところ

でございます。 

  以上でございます。 

○議長（実友 勉君） 12番、大畑利明議員。 

○１２番（大畑利明君） それでは、２回目の質問をさせていただきます。 

  まず、最後の戦争資料の収集の件なんですが、これまでもやっているという、そ

ういう認識ではなくて、私が申し上げているのは、もう戦争経験者がほとんどお亡

くなりになったりして、遺族がその存在もわからず、大事な書類がなくなっていっ

ているという現状があるわけですね。ですから、本人さんの意思から希望されるの

はもちろん、そういう取り組みだと思いますが、もっと行政が積極的に収集に乗り

出すべきじゃないかというのが私の質問の大きな趣旨なんですね。その辺について

のお考えをもう一度お聞かせください。 

○議長（実友 勉君） 前田教育部長。 

○教育委員会教育部長（前田正人君） 今御質問いただいた件につきましては、確か

に言われているとおり、今までは受動的にというか、積極的ではなかったという点

もありますので、またそういう機会、校長会とかいろんな機会、またいろんな関係

機関等にも協力しながら、そういう戦争の関係資料については、積極的な収集等に

も努めていきたいと思っています。 

○議長（実友 勉君） 12番、大畑利明議員。 

○１２番（大畑利明君） 積極的に収集に乗り出そうとした場合、やはりトータル的

に最後どういうふうにそれを活用していくのかというところまで、しっかりマネジ

メントする必要があると思うんですが、先ほど市長からも資料館のようなものを整

備するかどうかは、今のところ答えられないというようなことでしたから、なかな

かそういう私の設計から言うと出口のないところで、収集を始めると言われても本

当にやる気があるのかどうかは疑わしいんですね。 

  私、何も新しいものを建ててくださいということをお願いしているんではなくて、

公共施設にいっぱい既存のものが遊んでいる状態がありますので、そういうものを

活用する方法も一つあろうかと思うんです。なぜこれ市長に聞くかというと、全国

市長会議に加盟されている福元市長として、この全国市長会議が次代を担う若い世

代の意識啓発を目指す平和教育の実施ということが行動計画に上がってましてね、
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そこだけ拾い抜いたんですが、ここを僕は、これ新規で上がっているんですけど、

これを今2017年から2020年の行動計画としてこれが上がってますから、これに基づ

いて今なくなろうとしている貴重な資料の是非収集に乗り出して、それを活用して

いくという道筋を立てていただきたいなということなんです。そういうことについ

て、もう一度お願いします。 

○議長（実友 勉君） 福元市長。 

○市長（福元晶三君） 大畑議員の質問の趣旨は十分理解できました。先ほどちょっ

と申し上げたとおり、新しいものを建てるということについては、なかなかこれは

ちょっと厳しい、今の段階では厳しいということなんですが、申し上げたとおり、

現有の施設の中で常設的にできるのか、できないのかを含めてこれを検討する必要

があるだろうと。 

  ただ、私は、いま一つこのことについて、決してその会議でも何回かお邪魔して

いろいろ議論しておるんですが、どこともいろんな形で平和資料館的なことを建て

られておったり、特に都市部のところはそういうふうにあるんですが、私は、学校

のいわゆる統廃合によって今旧野原小学校も教育研修所として活用しておりまして、

あそこも今文化財とかいろんな歴史も展示していこうという動きもありますので、

そういったところがうまく活用できないかを含めて、また教育委員会と調整をさせ

ていただきたいと、このように考えております。 

  ただ、私は、おっしゃったように、当然私の父親もそうだったんですが、なかな

か口を開いてくれなかったり、どこにどんなものがあるかということは子どもすら

わからない状況だったので、それはしっかり抑えて次代にそういったものをどうや

って平和へ向かって繋いでいく、平和を大切にする方向に向かって繋いでいくとい

うことが私は大事だと思いますので、また、このことについては教育委員会と十分

議論させていただきたいと、このように思います。 

○議長（実友 勉君） 12番、大畑利明議員。 

○１２番（大畑利明君） 今市長もわかっていただいたと思いますので、行政がそう

いう考えを持っているということを市民に向けて発信をしてくだされば、その思い

に応えられる方はたくさんがいらっしゃる、後世にしっかり戦争の悲惨さと平和の

尊さを伝えたいんだという思いがありますので、そのことをどうぞ受けとめていた

だきたいというふうに思っています。よろしくお願いしたいと思います。 

  それから、水道事業のほうにちょっと移るんですが、部長の話を聞いてますと、

いいとこ取りのような気がするんですね。プラスになるところは積極的に入ると。



－165－ 

そんな入り方できるんですか。都合悪いとこはちょっと協議できないけど、宍粟市

にとっていいとこだけ入らせてもらうというか、連携させてもらう、それができた

ら一番宍粟市はありがたいと思うんですが、そういう枠組みなんでしょうか、この

今度の法律の枠というのは。 

○議長（実友 勉君） 花井建設部長。 

○建設部長（花井一郎君） この西播磨ブロックでございますけれども、現在、検討

しておりますのは提言のほうでもありましたけれども、それぞれの町境、市境、近

隣の市町との連携いうのがまず上がっておりまして、その中で当然うちのほうで２

施設でしたかね、ブロック外の姫路市との連携も考えられますので、そういう内容

でございまして、細かな内容になっております。 

  市といたしましては、本来はそういう小さなことの検討じゃなしに、基本的には

もう経営統合的な意向をしていただきたいというようなことを申しておるんですけ

れども、なかなか温度差があって、そこまではまだまだ行かない状況の中で、まず

はできるとこからやろうというような今状況でございます。ですから、例えば宍粟

市と佐用町の水道を管路で接続できないかとか、そのことによって浄水場を１個廃

止できないかといったような内容の検討です。それ以外にもソフト面でいろいろと

資材の共同購入とか、そういういろいろございますが、なかなかそれをすることに

よって、本当にプラスになるかどうかはわからない内容が結構ありますので、そう

いうことを検討する中で、市にとってプラスになるものについては当然積極的に参

加したいと、そういうような内容でございます。 

○議長（実友 勉君） 12番、大畑利明議員。 

○１２番（大畑利明君） まだ不透明な部分も相当あるような感じがするんですが、

ここで確認をしておきたいことが１点あるんですけども、先ほど市民に情報公開と

市民の意見反映というふうに申しましたが、私は、具体的には、市民の皆さん方が

今の水道事業の現状を知っていただいて、事業の将来に対して、今後に対して、し

っかりと関与できる、そういう枠組みというものを公営企業としてつくっていこう

というお考えがあるかどうか、そこをちょっとお聞かせください。 

○議長（実友 勉君） 花井建設部長。 

○建設部長（花井一郎君） 水道事業の現況については、今、経営審議会のほうにも

諮っておりまして、そういう中で、そこに出ました情報等は公開していかなあかん

というふうに考えております。 

  そういう意味で、当然、市だけではどんどん進めることもできませんので、市民
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の方、また当然まずは委員会等にその状況、内容等を報告することよって、一緒に

なってやっていかないと、なかなか市だけで進める状況ではございませんので、そ

ういう意味での情報公開はどんどんしていきたいなというふうに考えております。 

○議長（実友 勉君） 12番、大畑利明議員。 

○１２番（大畑利明君） 情報公開ではなくて、私は市民が積極的に関与できる、今

後の方向性についてもそういう仕組み、枠組みというのをつくっていこうというお

考えがあるかどうかということ。 

○議長（実友 勉君） 花井建設部長。 

○建設部長（花井一郎君） まずは、そういう枠組みということで、今、経営審議会

のことを言いましたけども、そういう中でいろいろとそういう委員さんの御意見を

聞いて、それを当然市民にもおろしていく中で、そういう必要に応じて枠組みもつ

くっていく必要があるんじゃないかなというふうには考えますが、まずはちょっと

今の状況を審議会のほうででも判断していただく中で、また、皆さんに知らせられ

ることについては、どんどん知らせて、最終的にはそういう枠組みをつくってのと

いうのが必要かとは思いますので、そういう方向で検討したいなというふうに考え

ます。 

○議長（実友 勉君） 12番、大畑利明議員。 

○１２番（大畑利明君） わかりました。その経営審議会とまた違ったこれはニュア

ンスがあると、今後の方向性という意味でございますので、そこは是非検討いただ

きたいというふうに思います。 

  そういう県なり国の動きに対して、今、市の現状はどうかというとこが非常に重

要化かなというふうに私考えてまして、非常に水道料金値上げの圧力が高まってい

ることが推測できるというふうに申し上げましたが、今、宍粟市の水道事業の収支

バランスとか、いろいろ考えたときに、どのような現状なのか、もう少し詳しく教

えていただきたいのと、宍粟市としての事業の基盤強化をどのようにして図ってい

こうとされているのか、その辺少し教えてもらいたいというふうに思います。 

  私は、多分経営は厳しいと思うんですね、今度決算でも議論になると思いますけ

ども、増える要素がないんですね、事業収入として、人口が減っていっている、新

規に加入もそんなに新しいものが建っているわけではないですから、加入負担金も

入ってこないということでしょうし、実際水をつくってお金になる有収率、これも

85％程度ですよね。だから、水をつくっても15％ぐらいはもうお金に結びついてな

いわけですね。 
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  さらに、そのお金をつくるのに、１トン当たりの水を売る単価が184円、しかし、

１トン当たりの水をつくる、給水原価331円かかっているわけです。差し引き１ト

ン当たりでマイナス147円、最初から147円損をするという前提で水をつくり続けて

いるわけですね。最初から赤字なんですよ。こういう中でどういうふうに、それと

また施設もどんどん老朽化していってますから、そういうことを考えまして、固定

費もどんどん増えていくでしょう。ですから、事業収入としては本当に厳しいと私

は思うわけですね。そんな中で、またぞろ料金引き上げなんていうことになれば、

これは市民にとってたまったもんじゃないわけなんで、今でも高いということで水

道離れが進むような状況でございますから、それで悪循環を繰り返さないために、

どういうふうな基盤強化を図ろうとされているのか、その辺ちょっと教えていただ

きたいと思います。 

○議長（実友 勉君） 花井建設部長。 

○建設部長（花井一郎君） ただいま議員から御指摘のあったとおり、本当に非常に

厳しい状況、ただ、そういうつくったものを捨てているような状況というふうに言

われましたが、なかなか最低限の水をつくっていかないといけませんので、水をつ

くる量については変えるわけにいきません。ただ、今先ほどありましたように、利

用者数、どんどん人口減少で減っていくということで、料金収入が望めないという

状況はもうそのとおりでございます。 

  今後、今からどういうふうにしてやっていくか、非常に課題としては大きいんで

すけれども、先ほどありました当然やっぱり広域化とか、そういうようなことも含

めてやっていかないといけない。さらに、さらなる経営努力ということで、削減で

きるとこ、どこまであるかわかりませんけど、さらなるそういう経費の削減等をや

っていくしかないかなというふうに考えております。 

  いずれにしましても、非常に厳しい状況は御指摘のとおりでございまして、市と

いたしましても、安易に料金を上げるというようなことにならないように、さらな

る努力をしていきたいなというふうに考えております。 

○議長（実友 勉君） 12番、大畑利明議員。 

○１２番（大畑利明君） 少し訂正したいんですけど、捨てているというふうに私は

申し上げてない、水を捨てている状況とは言ってないと思うんですね。そういう非

効率とか不採算とか、そういう状況に置かれているということなんですよ、宍粟市

は。だから、誰がやってもこの厳しい状況というのは同じだと思うんですよ。あな

たならどうされますかと言われたときに、やはり苦慮しますよね、考えるときに。
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ですから、今部長が言われたように、できる限りの施設の統廃合とか、いろんなも

のを進めていくということしか答えようがないわけですけども、そういうところの

極力無駄のようなところはやっていただきたいというふうに思うのと、今の人口減

少とか、そういう状況を見て水をつくっておられるのか、これまでと同じようなや

り方でただつくっているということであれば、非常に１トン当たりの水をつくるマ

イナスの金額というのは上がっていくばっかりですからね、その辺の効率化もひと

つ考えていただきたいというふうに思います。もう一度お願いします。 

○議長（実友 勉君） 花井建設部長。 

○建設部長（花井一郎君） 議員からもありますように、確かに今つくっております

水、なかなか人口によって、その利用量によって調整するというものではございま

せん。一定的に定量をつくっているわけでございますが、当然施設の統廃合等、そ

のことによって供給単価を抑えることができるということで、そういう統廃合を進

めるというようなことも考えていきます。何とか先ほども言いましたような、そう

いう値上げや、またそういうことにならないような形でまず進めていきたいなとい

うふうに思います。 

○議長（実友 勉君） 12番、大畑利明議員。 

○１２番（大畑利明君） 今大事なことをおっしゃっていただきました。値上げにな

らないように頑張るというふうにおっしゃっていただきましたので、市長、ひとつ

よろしくお願いしたいというふうに思いますが、先ほど民間の事業者に運営が可能

になるような法律改正が見込まれているということに対して、民間運営についての

経費をいろいろ検討しながら考えるというふうにおっしゃいましたけど、私は、水

道はやはり公でしっかり守っていただきたいということだけお願いしておきたいと

思いますけども、やはり民間というのは経済的なことだけではかれない部分があり

ます、公がしっかり責任持って命の水というのを守っていただきたいと思います。

もう一度御答弁をお願いします。 

○議長（実友 勉君） 福元市長。 

○市長（福元晶三君） 私も全く玄人ではないんですが、水をつくって売って、ずっ

といくと非常に現実はおっしゃったように厳しい状況であります。しかし、やっぱ

り安心で安全な水をということについては、私はやっぱり行政が担うべき大きな役

割を持っておると、このように思っています。 

  しかし、いざ経営を考えたときに、このことは場合によって民間にお願いしたほ

うが、より効率が上がるんじゃないでしょうか。水をつくるということだけじゃな
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しに、いろんなこともあると思うんです。 

  ただ、そういうことも含めて今回のいろんなお話があったようなことも含めて、

やっぱりいろいろと経費節減や、そのことによって水道料を安定して値上げをしな

いと、可能な限り安く抑えていくという努力は我々していかないかんと。そういう

意味で申し上げたんで、基本的には私は行政が責任を持つと、このスタンスは持っ

ておるつもりであります。 

○議長（実友 勉君） 12番、大畑利明議員。 

○１２番（大畑利明君） はい、わかりました。それでは、そういう宍粟市の豊かな

水を支えております森林のほうに話を持っていきたいというふうに思うわけでござ

いますが、森林環境税の担当はどこがされるのか、ちょっとわからないんですけど

も、今度の森林環境税とか、あるいは譲与税、これの制度設計ですね、どういう制

度設計をイメージされているかということについて、御説明いただきたいと思いま

す。 

○議長（実友 勉君） 名畑産業部長。 

○産業部長（名畑浩一君） 森林環境税、また来年から入りますのは、森林環境譲与

税でございますけれど、これにつきましては、国のほうで新たに法律をつくりまし

て、そういった税を創設するといったところでございます。 

  国のほうの考えでございますと、一人当たり年間1,000円を徴収して、それを森

林の整備に充てていくといったところでございます。実際それをどうやって活用し

ていくか、整備していくかといったところについては、産業部のほうで所管して取

り組んでいく。また、税の譲与税とか税の受け入れの部分については当然企画であ

ったり、総務部が管理といいますか、所管していくことになるかと思います。 

  以上です。 

○議長（実友 勉君） 12番、大畑利明議員。 

○１２番（大畑利明君） 制度設計をお尋ねしております。どういう税の趣旨ですね。

それと、どういうものに使っていかなければいけないのか。税の使途、そういうも

のが、これはもう既に公表されていると思いますから、その辺の税の趣旨であった

り、使途であったり、そこの認識が非常に重要だというふうに私は思うので、それ

について説明をお願いします。 

○議長（実友 勉君） 名畑産業部長。 

○産業部長（名畑浩一君） 失礼いたしました。まず、森林経営管理法に関すること

からちょっと説明したいと思います。 
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  まず、この経営管理法につきましては、森林所有者の責務の明確化であったり、

森林の経営管理の仕組みの構築、所有者不明森林に係る措置、こういったことを管

理法の中で定めております。これを執行するためにそういった譲与税、もしくは税

のほうに移行して取り組んでいくといったところでございます。具体的には、適正

な間伐であったり、伐採、造林、保育を行う中で、そういった健康で強い山をつく

っていく、こういったところが防災とか減災、こういったところに繋がるといった

目的で執行するものでございます。 

  以上です。 

○議長（実友 勉君） 12番、大畑利明議員。 

○１２番（大畑利明君） ありがとうございます。環境税ですから、今日の話は林業

の成長産業化のほう、経営のほうはちょっと抜きにいたしまして、環境のほうです

ね、温暖化防止のための間伐整備であったり、あるいは災害防止であったり、水源

涵養といった、そういう公益的機能の発揮を促す税だというふうに捉えさせていた

だきたいというふうに思います。 

  当然使うのも公表しなければいけませんから、今度譲与税が入ったら、それを何

に使ったかというような公表義務がありますので、どういうものに使ったかという

ことを明確にしていかなければいけない。 

  そこで、冒頭市長から私が提案している人工林から天然林へということに対して、

いわゆるこの譲与税を一つの財源として、その辺の樹種転換、それも検討していき

たいというようなお話でございましたけども、今の段階で担当部として、その辺の

林業をこういうふうにこれから森林をマネジメントしていくんだというような考え

方というのはお持ちじゃないんでしょうか。 

○議長（実友 勉君） 名畑産業部長。 

○産業部長（名畑浩一君） まだ県のほうから具体的な方向であったり、指針のほう

が示されておりません。だから、具体的にこういうことに充てるということはでき

ないんですけれど、市長のほうから答弁あったように、現在、針広混交林事業であ

ったり、ふるさとの森づくり事業、これについては広葉樹化等を進めております。

これは当然これから市としても進めていく考えでございますけれど、例えばこうい

った森林環境税の具体的な使途等のほうが固まりましたら、そういったところに使

えないかとか、そういったことも当然国県に対しても要望していくべき事案と考え

ておりますので、現段階では具体的にこれに使うといったところは言えませんけれ

ど、そういった市としては使いたいとか、そういったところにも充当していきたい
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といった考えはございます。 

  以上です。 

○議長（実友 勉君） 12番、大畑利明議員。 

○１２番（大畑利明君） この公益的機能、いわゆる災害の防止でありますとか、水

源涵養の強化を図るためには、今放置されている人工林、ここをどう整備するかと

いうのは重要なポイントだろうと思います。森林経営管理法もいわゆる本来は所有

者自身に管理責任がありますけど、農地と同じで、もうできないと、高齢化であっ

たり、専門的なことはできない場合は、もう市町村に預けるということになるわけ

ですね。市町村も預かったら、一つは意欲ある経営者に林業経営として渡す部分と、

それからしっかり市として管理をしていく、自然環境を守るために管理をしていく

という二つに分けられるわけですね、大きく言うと。 

  私はこの放置人工林、ここをしっかりマネジメントしてもらう必要があると思っ

ているんですよ。従来のようなやり方の延長線上ではもうだめだと思ってますので、

そこをこれまでの災害がもう規模が変わってきているし、もう今の大規模災害を想

定しなければならないというときに来ているという、この時期を踏まえて非常にタ

イミングがよかったというふうに思っておるんです。新たな財源がおりてくるとい

うことは。これも森林面積であったり、林業の担い手であったり、経営者の数、そ

ういうものに応じて配分が決められるそうですから、宍粟市は非常に有利だと僕は

思っているんですね。ですから、その財源を本当にうまく活用していただきたいと

いう思いから申し上げております。 

  この放置人工林、昨日からずっとお話を聞いてますと、民有林は３万6,000ほど

あるわけですね。あと公有林を含めて宍粟市の山全体は大体５、６万あるんでしょ

うか。90％が山ですから、ほとんどこの山のことを考えなあかんわけですけども、

民有林の中での放置人工林がどのぐらいあるのか。その数をつかんでおられますか。  

○議長（実友 勉君） 名畑産業部長。 

○産業部長（名畑浩一君） 詳細につきましては、まだちょっと把握しておりません。 

○議長（実友 勉君） 12番、大畑利明議員。 

○１２番（大畑利明君） これは昨日同僚議員から森林経営計画の話があって、経営

計画が今全体の23.8％で、あと76％ぐらいが未計画ということは、この民有林の中

の人工林、およそ３万3,600ヘクタールの人工林に、この76％を掛けたものが放置

人工林というふうに考えてよろしいんでしょうか。 

○議長（実友 勉君） 名畑産業部長。 
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○産業部長（名畑浩一君） 人工林ですから、植林された山ですけれど、そうでない、

もともと手つかずのところもございますので、若干ちょっと今の数式は成り立たな

いんじゃないかなと思います。 

○議長（実友 勉君） 12番、大畑利明議員。 

○１２番（大畑利明君） 正確なものではないと思いますが、ただ、イメージとして

経営計画を立てるということは、林業をもとにした経営のほうに行くわけですよね、

林業で成り立っていこうとする。でも、経営計画に入らないところはなかなか手が

つかない。そういうことになると、広い意味では放置人工林というふうに私は解釈

してしまいました。ですから、そういうとこも今災害のときに、流木として土砂と

一緒に川に流れ出して大きな被害を拡大させているというか、そういう原因にある

んじゃないかなと思うので、その放置人工林をしっかり天然林などで広葉樹で植樹

することによって、多くの砂防堰堤とか治山工事とか、そういうものにかわる経済

価値というのを生み出すんじゃないかなという考えを持っています。 

  数日前の朝日新聞に、土砂災害警戒区域のことが載っておりまして、宍粟市は県

下で４番目に多い1,422カ所あるというふうに新聞に載っておりました。昨日、こ

のイエローゾーンが478カ所というふうに私聞いたので、ちょっと単位が違う感じ

がします。この土砂災害警戒区域というのは、イエローゾーンに匹敵するとこだと

思いますが、新聞では県下で４番目で1,422カ所となっておりました。 

  県下全体で２万カ所を上回る箇所があるそうでございまして、そのうち緊急度の

高い、いわゆる近くに人家がある、そういう緊急度の高いところについては、１万

カ所ほどあるそうです。この１万カ所のうち砂防ダムなどが整備されているのは約

2,000カ所、２割というふうに言われています。１基つくるのに１億8,000万から２

億ということですから、全部しようとなれば、相当な年数がかってしまうというこ

とになります。また、山の中にあります治山ダム、これについては9,000カ所ほど

の整備が必要だけども、まだ６割が未着手というような状況だそうです。 

  ですから、そういう土木工事でハードな工事を求めていってもなかなかすぐには

間に合わない。そういう意味で、この広域的機能を発揮します森林の整備でもって

僕は貨幣換算に置き換えたら相当なものがこの山にはあると思うので、そういう放

置人工林の手入れ、あるいは間伐などをしっかりやって、山に保水力を高めていく

必要があるんじゃないかと、あるいはまた斜面の地盤の強化していく必要があるん

じゃないかなというふうに考えているわけです。そういう考え方でよろしいでしょ

うか。 
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○議長（実友 勉君） 名畑産業部長。 

○産業部長（名畑浩一君） まさしく大畑議員がおっしゃるとおり、森林の持つ公益

的機能の中の大きなものに保水力といいますか、森林の持つダム機能といったもの

は非常に人工のダムに匹敵する、もしくはもっと人工ダムより強い機能があると私

は考えております。 

  そういったことが昨今やっぱり高齢化であったりとか、経営林業の衰退によって

間伐されなくなった、下草が生えない山になってしまった、言い換えれば弱い山に

なっていると思います。そういった意味で、こういった制度を活用して間伐を推進

して強い山にしていく、それがひいては防災力の高まりであったり、減災力の強化

に繋がっていく、こういったものになると考えております。 

  以上です。 

○議長（実友 勉君） 12番、大畑利明議員。 

○１２番（大畑利明君） 私、山もこれからは区分をしなければいけない、区分、整

備区分といいますかね、あるいは機能区分といいますかね、用途区分といいますか。

それで、林業の成長化に繋げていく部分と、それから天然林をはじめ災害防止のた

めにしっかり今もおっしゃった保水力を高めたり地盤を固めるための森林づくりみ

たいなものと、大きく２極に分けて、そして当然林業の振興を図っていかなければ

いけませんので、成長産業化する部分も必要ですよね。そういうところは、私は山

の中ではなくて耕作放棄地、ありますね、田んぼがいっぱい、そういうところで森

林経営は行っていく必要があるんじゃないかなというふうに提案をしたいわけです。  

  なぜ、それを言うかというと、当然その山の中の伐期を迎えたものは切り出さな

いけませんけど、もうそこで再造林していってもコストがかかる、それで作業道を

どんどんどんどんつけて、山肌を傷める、そういうことをするんじゃなくて、もう

本当に耕作放棄地だったら出しも非常にコストもかかりませんし、すぐ切って出せ

るという場所ですよね、大体が。そういうところで林業経営は行っていくと。山は

もう天然林を植樹をして災害に強い森林づくりをする。 

  これは今ずっと災害というネガティブな話をしてますけど、本当は宍粟市は水源

の里づくりという、非常に魅力的なまちなんだというところをＰＲしていく必要も

これからあると思っているんですよ。環境税をいただいた、そのかわりしっかりお

いしい水を飲んでいただいたり、安全な森林づくりをやっている、その森林から受

ける享受というのはたくさんあると。どんどん都会のほうからも来てくださいとい

うような、そういう水源の里づくりのイメージというのはいっぱい膨らむと思うん
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ですけども、そういう方向にこれからの森林整備、林業振興みたいなものを考えて

いただきたいなというふうに思うわけですけども、突然の提案で非常に答えに苦慮

されるかもわかりませんが、市長、いかがでしょうか。 

○議長（実友 勉君） 福元市長。 

○市長（福元晶三君） 放棄田を使って、そこをまた森に戻して、森というか、そこ

に植えてということでありますが、現にいろいろソーセージなんかもいろいろやら

れているところでありますが、その議論はちょっと今日突然でありますんで、少し

一気にしますと乱暴な感じがします。 

  ただ、冒頭の管理法の中で、先ほどおっしゃったように、いよいよこれから市町

村の役割は林業経営に適したいわゆる森林と、やっぱり自然というのか、適さない

その森林をやっぱり区分をしながら、そこにうまく予算を使っていくというのは、

私はある意味の市町村の役割が今度法律でしっかり出てきたと。そういう意味では、

先行する譲与税につきましては、宍粟市の場合、ざくっとですが、前年では5,500

万円程度になるんじゃないかなと。いよいよ本格的になると、それの２倍、３倍程

度になってくると、こういうことでありますが、私は今、県の中でその役割をもっ

ていろいろ議論する立場であります。林業会議にも出ておるんですが。特に、もう

少しこの譲与税を含めて市町の柔軟性を持った対応で、独自性を持ったものに使わ

せてほしいと、こういうことを言っております。 

  一つには、当然私有林のところの整備で、どうしてもどうもならんものについて

は、市が責任を持つから、その分について今予算の上乗せをしてくれよと、こうい

うことが一つと。 

  もう一つは、やっぱり将来のこれからの森林を守るというエキスパートではない

ですけども、職員を育てていく、こういう専門的な職員を育てる、そういったもの

にも使わせてほしいと。 

  それから、もう一つは、法律の中で基金を造成することがありますので、どうし

ても将来に向かって一定の基金をしながら山・森林をつくっていく、こういうこと

も大事だと思います。 

  ただ、まだ担当部長も申し上げたとおり、いろいろ議論をしておるんですが、こ

れやないとだめだということには至ってないので、これから柔軟な発想の中で森林

を、もちろん災害に強い森林、同時にいわゆる経営的な森林、こういったことをし

っかりつくっていくことがこれからの大きな課題やと思っておりますので、その第

一歩が来年度からいよいよ始まるということでありますので、その議論を今からさ
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らに加速して県下全体の中で、宍粟市はある意味のリーダー的な役割を持っており

ますので、発信をしていきたいと、このように考えております。 

○議長（実友 勉君） 12番、大畑利明議員。 

○１２番（大畑利明君） 本当にそうですね。福元市長が、僕は宍粟市が山のことを

語るのは本当にほかは何も物を言わないと思いますよ。是非福元市長がリーダーで

先導的な役割を果たしてもらいたいというふうに思いますし、それから先ほども言

いましたように、本当に人口減少、いろんなことを皆さんからやれやれやれやれと

言われる中で、市長も苦慮されていると思うんですけど、私が言いましたように、

この災害とか、こういうものを逆手にとってと言うたら言葉悪いかもわかりません

が、それを今度はプラスに変えていくといいますか、水源の里づくりということを

言いましたけども、そういう方向ででも本当に「森林から創まる」というキャッチ

フレーズがあるわけですけども、なかなか今、政策見ても森林から始まっているよ

うな政策は見当たらないんですよ。ですから、本当の意味で、これからこういう議

場で使ったりしながら、森林から創まる創生に着手していただきたいというふうに

考えます。 

  それで、最後になりましたが、これもひとつ組織のことについて市長にお願いし

たいんですが、市長がそういうふうに先導役を果たしていただく、そのバックにや

はり懇話会というか、検討委員会というか附属機関が私は要ると思います。 

  宍粟市には、森林管理署であったりとか、森林大学校もそうですけども、森林に

かかわる専門的な機関がたくさんあります。今の行政だけの職員では大変だと思う

んです、人が足らない。ですから、私はその職員体制のバックアップをすることも

含めて、優秀な方、たくさんいらっしゃるので、そういう人に集まってもらった森

林整備のあり方懇談会というんでしょうか、何かわかりませんが、名前はどうでも

いいんですけども、そういう人に集まってもらった今後の森林づくりのあり方みた

いなものを是非議論する場を設けていただきたいというふうに思いますが、特に森

林管理署のＯＢとか、たくさんいらっしゃるので、そういう人の知恵を借りたらど

うでしょうか。最後にお尋ねして私の質問を終わりたいと思います。 

○議長（実友 勉君） 福元市長。 

○市長（福元晶三君） ありがとうございます。それは、私も重要なことだと思いま

すので、そういう方向を向いて検討していきたいと思います。できるだけ来年から

執行されますので、早い段階で市としてのスタンスを明確にしていきたいと考えて

おります。 
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○議長（実友 勉君） これで、12番、大畑利明議員の一般質問を終わります。 

  午前11時40分まで休憩をいたします。 

     午前１１時３０分休憩 

                                       

     午前１１時４０分再開 

○議長（実友 勉君） 休憩を解き、会議を再開いたします。 

  宮元裕祐議員の一般質問を行います。 

  ２番、宮元裕祐議員。 

○２番（宮元裕祐君） ２番、宮元裕祐です。議長から発言の許可がありましたので、

通告書に基づき一般質問をします。 

  平成30年７月豪雨災害について質問いたします。７月４日深夜から７日にかけて

活発な梅雨前線による西日本を中心とした豪雨は、平成となってからの最大、最悪

の豪雨災害となりました。全国で死者、行方不明者230名を超え、私たちの宍粟市

にも甚大な被害をもたらしました。市内各地で家屋の倒壊、損壊や土砂災害、山か

らの流木など、また河川被害、道路の陥没、農地や農業用水路の被害などが発生し

ました。一宮町公文の小原集落では尊い命が失われ、心より御冥福をお祈りいたし

ます。 

  また、市内各地で家屋が倒壊・損壊するなどの被害が発生し、被災された方には

心よりお見舞い申し上げます。この豪雨災害から２カ月余りが経過し、復旧・復興

は国や県とも協議や連携をしながらスピード感を持って取り組んでおられると感じ

ています。宍粟市災害復興支援制度も幾度となく改定され、被災者や被災地に寄り

添った対応や対策、支援策が考えられております。 

  今回の豪雨災害を教訓に、今後の防災・減災対策に生かしていかなければいけま

せん。まず、情報提供、情報発信についてお伺いいたします。 

  気象庁から５０年に一度のレベルで雨が降る危険を知らせる特別警報が兵庫県で

初めて発令されました。宍粟市にはしーたん通信やしそうチャンネル、ＬＩＮＥ、

フェイスブック、ホームページなどの情報伝達ツールがあるわけですが、それぞれ

を十分に活用され、市民に危険が迫っていることが伝わる内容で、市民の適切な避

難行動につながったのかお伺いいたします。 

  また、その情報提供や情報発信は活字だけでなく、地図やイラスト、写真などを

使い、誰が見てもわかりやすいものであったのか、お伺いいたします。 

  私が被災状況を知ったのは、テレビや新聞で知り得たことが多かったのですが、
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市が持っている情報発信ツールを使い、交通規制や停電、断水などの被災状況を提

供すれば災害に対しての関心とボランティアへの参加の呼びかけになると考えてお

りますが、市の考えをお伺いいたします。 

  情報発信ツールであるＬＩＮＥは、７月５日以降の更新がストップしていました。

その理由をお伺いいたします。豪雨災害発生時の消防団員の災害救助活動について

お伺いいたします。活動状況、内容は随時把握できていたのでしょうか。また、安

全確保が十分にでき、装備も万全であったのか、今後は消防団にとって何が必要な

のかお伺いいたします。 

  消防団員は年々減少しています。ＬＩＮＥの負担軽減や地域の消防力、水防力の

維持は今後どのように考えておられるのかお伺いいたします。災害後には、心配事

相談や心のケアが必要な年齢や性別に関係なく必要な方がおられます。どのような

支援や対策をされているのかお伺いいたします。 

  今後、市民参加の防災・減災の取り組みについてですが、地域や自治会、グルー

プの防災ミーティングなどの取り組みやその内容は現状把握できていたのか、また

今後どのように考えておられるのか、お伺いいたします。 

  日本各地でさまざまな災害が発生し、激甚災害の指定も増加しています。職員の

派遣や情報収集などにより事前の防災・減災対策や事後の支援策などは十分にでき

ていたのかお伺いいたします。 

  続いて、プラスチックごみについてお伺いいたします。 

  現在、プラスチックは世界で最も広く使われている素材です。私たちは家の中、

車の中、職場でもプラスチック素材に囲まれて生活しています。プラスチックごみ

は海の生態系や環境などに影響があり、脱プラスチックが流れとなっています。問

題となっているのは、海のプラスチックごみは河川からの廃棄によるものが多いと

指摘されています。廃棄だけでなく、今回の大雨や災害時にも河川に流出している

のを見ます。 

  宍粟市は揖保川と千種川の源流でもあります。河川の投棄防止、清掃の取り組み

状況及び揖保川や千種川の漁協との連携をお伺いいたします。今後のプラスチック

ごみは脱プラスチックごみの流れに対する市長の考えをお伺いいたします。 

  人口減少や少子高齢化社会の対策の一つとして、出生数や出生率の向上のための

子育て支援が必要不可欠であります。共働き家庭や子育て支援策として宍粟市のフ

ァミリーサポートセンターについてお伺いいたします。 

  現在の対象見込み者数と登録状況や推移をお伺いいたします。学校の夏休みなど
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の長期休暇や天候による臨時休校などの利用状況をお伺いいたします。障がい児や

病児・病後児の受け入れ状況をお伺いいたします。 

  以上、大きく三つの質問について１回目の質問を終わります。 

○議長（実友 勉君） 宮元裕祐議員の一般質問に対し、順次答弁を求めます。 

  福元市長。 

○市長（福元晶三君） それでは、宮元議員の御質問にお答え申し上げたいと、この

ように思います。 

  私のほうからは、防災・減災対策の関係で特に消防団の関係等々、②以降につい

て考え方も含めて御答弁申し上げたいと思います。さらに、より具体的なこともあ

りますので、後ほど関係部長より答弁をさせたいと思いますので、よろしくお願い

申し上げたいと思います。 

  まず、大きな１点目のところの消防団員の災害救助活動についてでありますが、

活動内容についての把握ということでありますが、出動の人員も含めてそれぞれ各

部から分団へ、分団から支団へ、支団から本部へ状況の報告がその都度あるところ

であります。団長より災害対策本部へ報告していただいております。災害対策本部

には団長も加わっていただいて、その状況もつぶさにいろいろ逐一情報を共有しな

がら進めておるところであります。 

  今回の豪雨によりましては、市内の至るところで出水した影響で、それぞれ各地

域で消防団員により応急的な通行規制も行っていただいておりますが、細かい場所

であったり、逐一の数の状況の確認は非常に困難な状況、状態であります。そうい

ったことも含めて、先般、団本部会議の中でもいろいろ議論をしていただいて、細

かな情報の収集についても、あるいは伝達手段についても課題があるということで、

今後検討していきたいということも議論としていただいております。 

  次に、消防団員の安全確保と装備の関係でありますが、安全の確保につきまして

は、団本部から常々安全と体調管理に配慮した活動ということは啓発していただい

ておりますが、今回の災害に対しましても、招集前にこのようなこと、特に安全、

体調管理、その上で配備ということは事あるごとにそういったことを発信がなされ

ております。 

  特別警報の発令時には、当然でありますが、団員自身の身の安全も大事に考えた

行動ということもあわせ持って各分団を通じて、各団員に通知するなど、その都度、

安全対策、確保に連絡等々していただいている状況でありました。そのことも踏ま

えながら、団長も本部の中でそういった報告をいただいて、消防団の出動について
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も安全第一ということを主眼に置いているんだということも、常々おっしゃってい

ただいておりますので、今回の災害についても、あるいはそれ以外の招集について

もそういった方向で伝達がなされております。 

  消防の装備につきましては、今回の７月豪雨のような長期間、あるいは長時間の

活動となる場合の装備品を充実することも一つの課題として見えてきました。服で

あるとか、いろんな装備についても短期の場合は対応できるのですが、このような

長期間についてはいろいろ装備の充実ということにつきまして、課題として見えて

おりますので、今後、消防団と十分協議をさせていただいて、必要性の高いものか

ら順次装備・配備していくことも考えていかなくてはならないと考えておるところ

であります。 

  次に、団員数の減少の中での消防力・水防力の維持についてでありますが、消防

団員の減少につきましては、深刻な問題でありまして、消防団員のみでの風水害へ

の対応はどうしても限界があると考えております。自助、あるいは共助といった部

分で各個人、自主防災組織の取り組みも強化するという観点で消防力、あるいは水

防力を維持し、連携を図っていくことが大事だと考えております。 

  次に、被災された方に対する心のケアでありますが、災害による心のケアの必要

性につきましては、阪神・淡路大震災以降、その重要性が認識されたところであり

まして、市におきましても防災計画において十分県と連携をする中で、巡回相談や

あるいは訪問指導を行うこととしておるところであります。けさほど来でもいろい

ろ御質問があったとおりでありますが、今回の７月豪雨に際しましても、発災直後

から保健師による訪問、健康相談等々、たつの健康福祉事務所と十分連携して、そ

れぞれ実施してきたところであります。 

  また、被災された方は発災時だけでなく、継続した心のケアが必要となる場合が

あることから、県の精神保健福祉センターや心のケアセンターなどの専門機関の支

援を受けながら、保健師が中心となって実施する体制を整えておるところでありま

す。 

  次に、住民参加の防災・減災の取り組みについてでありますが、自主防災組織で

自治会内の危険箇所や避難経路をまとめる自主防災マップ作成講習会を開催し、こ

れまで125の自主防災会に参加をしていただきました。そのほか、ふれあいミーテ

ィングを実施するなどして、災害が発生したときの行動や事前の備えについて説明

等を行ったところであります。今後におきましても、市民の防災意識の向上を図る

ため継続して講習会等を実施していきたいと考えております。 
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  次に、日本各地の災害の教訓がどのように生かされてるのかということでありま

すが、各地の災害の教訓については、市民への明るいうちに、安全なうちに避難の

呼びかけであったり、垂直避難の呼びかけ等々に生かされております。これは県内、

あるいは全国的な状況の中でこういったことが大切だということで、この間、５回

の避難勧告等々を出させていただいておりますが、そういった意味で、可能な限り

明るいうちに安全が確保できるうち、こういったことについては、その教訓を生か

せた事例ではないかと考えております。 

  あわせて、職員の派遣につきましては、避難所の早期開設・運営、あるいは被災

家屋の早期判定などに十分生かされておると考えております。それから、プラスチ

ックの関係について、市長は脱プラスチックの流れをどう考えているのかというこ

とでありますが、レジ袋であったり、あるいはペットボトルなどの便利さを追求し

ていったことによって、世界中の海の汚染が深刻化しておるということは否めない

事実だろうと考えております。生態系だけでなく、私たちの口の中に入る魚介類へ

の蓄積も明らかになっている状況も報道等で十分承知をしております。そのことに

よって健康を脅かす存在になりつつあるという世界規模での大きな問題になってい

ると認識しているところでございます。 

  具体的な取り組み等については、後ほど担当部長から御答弁を申し上げたいと思

います。 

○議長（実友 勉君） 坂根企画総務部長。 

○企画総務部長（坂根雅彦君） 私からは７月豪雨の情報伝達に関しての御質問にお

答えさせていただきたいと思います。 

  ７月豪雨の際の情報提供方法につきましては、先ほど宮元議員から御紹介いただ

いたとおり、しーたん通信であったり、市のホームページ、しそうチャンネル、フ

ェイスブックだったりツイッター、さらには自治会長さんにはファクス、防災メー

ルに加入されている方については、その防災メールを活用して情報提供を行ってき

たところでございます。 

  特に、７月６日の夕方から深夜にかけての１時間50ミリを超える豪雨、あるいは

大雨特別警報というものが発令をされました。非常に山の多い宍粟市にとっては、

いつどこで土砂災害が起きても不思議ではない状況がその間続いてきたわけでござ

います。このような中、市としましては、移動が困難な方などに早目の避難を呼び

かけるということで、避難準備・高齢者等避難開始を、その後、雨量だったり、河

川の水位といったものを勘案しながら、避難勧告を発令したところでございます。 
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  しーたん通信などでは、この避難の誘導といったものを逐一情報として流してき

たところでありますが、今回については、夜間ということ、さらには長時間の豪雨

ということになったことから、河川の氾濫も非常に危惧される状況というところで、

避難所への避難ではなく、垂直避難、先ほど市長が答弁しましたように、自宅の２

階等への垂直避難を呼びかけてきたところであります。これは数回にわたって、し

ーたん通信でもお知らせをし、その周知に努めてきたところでありますが、ある自

治会長さんからは、幾度となくその周知をしていただいたことによって、避難がス

ムーズにいったというお言葉もいただいております。こういうことが我々のいち早

い対応としては努めたと感じているところでございます。 

  また、通行止め等、交通規制が頻繁に発生をいたしました。路線名や地区名の情

報提供を行ってきたところでありますが、地図やイラストなどの具体的な位置を表

示したものについては、残念ですが、今回はできていないというところでございま

す。非常に頻繁に情報を発信しなければいけないというところで、時間的な部分、

あるいはスタッフ的な体制的な部分、いろいろなところに課題が見えてきておりま

す。現実には今回はできていないというところであります。 

  ７月豪雨による発災当時は先ほど申し上げましたような情報ツールによって、更

新を頻繁に行ったということで、さらには報道機関からも非常に多数の問い合わせ

が、私どもの情報発信の部局に寄せられております。精いっぱい努力をさせていた

だいたつもりでありますが、そのようなことには至らなかったというところであり

ます。命にかかわる、命に直結する情報ということにもつながってきますので、今

後の体制については、我々として検証しながら改めるべきところは改めていくとい

うところについての取り組みを進めていきたいと思います。 

  さらには、停電や断水などの被災情報についてでございます。もし市が発信する

情報が、今もおっしゃっていただいたようなことにつながるのであれば、より正確

な情報を発信するということに、今後においても努めていかなければならないと思

っております。関西電力とか、いろいろな関係機関との情報共有といったものも含

めて、今後努力をしていきたいと考えております。 

  それから、最後に、今回ＬＩＮＥの更新ができなかったということについてでご

ざいます。フェイスブック、ツイッターについては、ホームページと連動しており

まして、ホームページを入力することによって、発信ができるわけですが、ＬＩＮ

Ｅについては新たに同じことを入力していかなければいけないという作業がござい

ます。今回、報道機関へのファクス送信であったり、あるいはホームページの通行
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どめ等の情報の更新といったものが頻繁に行う必要があったために、今回、ＬＩＮ

Ｅの情報には発信することができなかったというところでございます。 

  先ほども申しましたように、体制というところも含めて、今後の課題とさせてい

ただきたいと思っております。 

○議長（実友 勉君） 平瀬市民生活部長。 

○市民生活部長（平瀬忠信君） 私のほうからプラスチックごみの市内の取り組み状

況についての御質問につきまして、お答えさせていただきたいと思います。 

  まず、河川の投棄防止、清掃の取り組み状況についてでございますが、市内の各

自治会のクリーン作戦や各団体のボランティア活動におきまして、河川清掃の実施

や各自治会にこうして看板を提供し、河川などの環境保全活動を展開していただい

ておるところでございます。 

  次に、漁協との連携についてでございますが、揖保川漁協では、生態系調査や河

川清掃及び環境教育学習の開催など、河川環境の啓発並びに河川清掃活動にも取り

組まれておられ、市としましても、兵庫県と揖保川流域の関連市長と漁協、地域住

民等による協議会で環境の回復、保全や活動などに係る情報交換を図るとともに、

河川清掃活動ではごみ袋の提供や収集したごみ袋の処分について支援をさせていた

だいているところでございます。 

  また、平成21年４月より宍粟市消費者協会等、市内量販店及び行政が連携をいた

しまして、現在、11団体によるごみ減量化を目指したレジ袋削減の運動を展開させ

ていただいております。今後も自治会等、関係団体の活動を支援していくとともに、

ごみを捨てる人への周知も必要かと考えており、市広報などを活用して広く周知し

ていきたいと考えております。 

  次のプラスチックごみや脱プラスチックの流れにつきましては、先ほど市長から

の答弁のとおりでございます。 

  以上です。 

○議長（実友 勉君） 世良健康福祉部長。 

○健康福祉部長（世良 智君） 私のほうから、ファミリーサポートの利用状況につ

きましての御質問にお答えさせていただきます。 

  まず、利用見込み料につきましてですが、このファミリーサポートという事業の

性格上、事前に把握することはできておりませんが、対象となる子どもの数につき

ましては、平成30年度４月現在、市内の３カ月児から小学６年生までの合計3,382

人、この方々が利用の対象となります。 
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  平成30年度の会員数につきましては、234名で内訳は援助を依頼するお願い会員

は123人、援助を協力する、任せて会員は100人、依頼と協力の可能などちらも会員

は11人となっており、会員数は平成28年度からほぼ横ばいで推移をしております。 

  次に、夏休みなどの長期休暇中の利用状況につきましてですが、平成30年８月の

実績は７件でございました。学校開業月に比べまして、大幅に少なくなりますが、

例年同じような状況となっております。また、臨時休校等による緊急の対応につき

ましては、事前の調整を必要とする制度上、これはできないこととなっております。  

  次に、障がいのある児童や病児、病後児の受け入れ状況についてですが、宍粟市

では、病児・病後児対象の事業は実施をしておりません。障がいのある児童につき

ましては、把握しておりませんが、本事業が会員相互の理解の上で運用されており

ますことから、受け入れは可能となっております。 

  以上でございます。 

○議長（実友 勉君） ２番、宮元裕祐議員。 

○２番（宮元裕祐君） それでは、再質問させていただきます。 

  災害に対しての情報提供・情報発信についてですが、しーたん通信に関しては、

加入されている方が97％で、しそうチャンネルのほうは52％、ＬＩＮＥでは871名

となっております。こういった伝達ツールというのは、この一つがあればいいとい

うのはないと思うのです。例えば、しーたん通信であれば、そこの設置してある空

間でしか聞こえないというのもありますし、それから聞き逃すというところもある

かと思っております。 

  また、こういったいろんな情報発信、情報提供については避難に対する市からの

呼びかけもあるんですが、それを最終的に判断するのは市民であると思うのですが、

やはり市民には正確な情報、そして自分に危険が迫っているというのを、そういっ

たことを正確に伝えていかないと、なかなか避難行動には結びついていかないと考

えております。その中で、しーたん通信では聞き逃すとか、聞こえていない。聞こ

える場所にいなかったというのがあると考えています。そして、今度、しそうチャ

ンネルになるのですが、今回は大雨ということで、水害に対しての対応もしそうチ

ャンネルで放送されておりましたが、その中には河川のライブカメラというのがあ

ります。その河川のライブカメラについては、山崎では３カ所、一宮では三方で４

カ所、合計６カ所、波賀では１カ所、千種では２カ所、こちら側の河川のライブカ

メラになるのですが、やはりこういった宍粟チャンネルで、こういった警報が出た

ときに放送されるのであれば、果たしてこのライブカメラの台数でいいのかどうか
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お伺いいたします。 

○議長（実友 勉君） 坂根企画総務部長。 

○企画総務部長（坂根雅彦君） 市民の皆さんに情報を伝達する手段というものは非

常に幾つかのツールを活用してやっておりますが、それで十分だというところには

我々も今も考えていない。これからさらに情報が正確に多くの人に伝わるというと

ころについては、検討を加えていく必要があると思います。 

  今、フェニックスの防災システムの中で入力すると、避難勧告とかそういった情

報は即座にヤフーとかああいうところで検索できるようになっておるので、携帯を

お持ちの皆さんについては、そういうところでも情報は伝わるのかなと思っていま

す。 

  今、おっしゃっていただきました河川ライブカメラ、このことについては、そう

いう状況になったときには、しそうチャンネルを切りかえて、河川のライブカメラ

の移動するようにしておりますが、その数につきましては、従来これを導入すると

きに、それぞれの河川の重要なところが画面で確認できる。そのことによって、皆

さんがどういう状況なのかということを把握していただけるというところでの台数

でございますので、今のところその部分では確認ができるのかと思っておりますが、

事細かくきめ細かにすることにこしたことはないと思うのですが、そのことによて

どういう情報になっていくのかというところも含めて、検証する必要があると思っ

ておりますので、現状ここで台数が多いとか少ないとか、足りるとか足らないとか

というところについてのコメントは差し控えたいと思いますが、今後の検証の中で

議題に上げていきたいと思っております。 

○議長（実友 勉君） ２番、宮元裕祐議員。 

○２番（宮元裕祐君） 避難ということは一番最初、大雨特別警報ということで、市

内全域に避難というのが発令されたのですが、やはり市民の方にとっては私は大丈

夫であろうというのが一番生まれてくる気持ちで、私のところは大丈夫、今までだ

ったら災害、こういった雨でも大丈夫だといって、自分で判断されることが多いの

で、できるだけ多くの方に避難していただこうと思えば、そういった情報発信のや

り方というのもあると考えております。 

  それと、今度は誰が言ったというのも大切だと考えております。やはり災害後、

いろいろ話をお聞きすると、やはり自分のところの子どもたちが市外に出ていて、

宍粟市がそういった警報が出ているから、お父ちゃん、お母ちゃん、早く避難して

よ。おじいちゃん、おばあちゃん、早く避難してよと。声をかける人によって避難
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が誘導されることも聞いたんですが、やはり今後、そういった地域の方が声をかけ

たり、家族の方が声をかけたり、そういったことも今後、いろんな防災ミーティン

グであったり、そういった災害に対する市が行う広報活動においては、そういった

ことも必要であって、そういった方の協力も必要ではないかと思っておりますが、

いかがお考えですか。 

○議長（実友 勉君） 富田まちづくり推進部長。 

○まちづくり推進部長（富田健次君） 言われましたとおり、早期の避難というのは

非常に大切になってくると思っております。特に、新聞等でもございました。地域

の声かけがあって、避難率が高くなったということもございますので、今後、また

10月になりますと、タウンミーティング、特に避難についてをテーマにいたしまし

て、市内各所で意見交換をしていきたいと思うのですが、そういったことも利用し

まして、早期の避難につながるように、そうした自分の命は自分で守るというよう

な意識の高揚といったことに努めていきたいと思っております。 

○議長（実友 勉君） ２番、宮元裕祐議員。 

○２番（宮元裕祐君） 先日もそうだったんですが、自分の命は自分で守るというの

も、裏を返したら自己責任というのも聞こえますし、私は大丈夫といった裏を返せ

ば聞こえてしまいますので、できるだけこういった避難ということに対して、行政

からも必要、ただ単に発信しているのではなくて、本当に重要だということをこれ

からも年に一回とかいうのではなくて、機会があるたびに、情報提供、そして一緒

に市民と考えていく体制づくりをしようかなと思っておりますので、今後、そうい

った体制づくりをお願いいたしたいと思います。 

  それと、いろんなこういった情報提供、情報発信などでよく体制であったり、今、

お聞きしたら人の人員配置、これは職員の数が減り過ぎているのかなと思っており

ますが、その辺はいかがお考えですか。 

○議長（実友 勉君） 坂根企画総務部長。 

○企画総務部長（坂根雅彦君） 今回の場合は、２号配備をかけて相当の職員も配備

についておりました。人為的なところで多いか少ないかというのは、なかなかここ

では申し上げられないのですが、実は当日６日から７日にかけてのホームページの

更新は55回させてもらっています。そしてファクス送信、報道機関等へあるいは自

治会長さんへのファクス送信を30回行っております。非常に今回は小原地区でああ

いうことになりましたので、そのファクス送信と同時に、報道機関からの問い合わ

せが殺到して、なかなか全体として十分に機能することができなかった部分もある
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のかと思っています。しかしながら、最低限の今、知らせないといけない情報とい

うものには心がけて職員が努力してくれたと思っておりますので、このあたりの体

制を余裕を持ってとはなかなかいかないでしょうけれども、対応できるように今後

考えていきたいというところでございます。 

○議長（実友 勉君） ２番、宮元裕祐議員。 

○２番（宮元裕祐君） 今後といっても、あしたすぐ起きるかどうかわからないので

すが、人員ということになると、やはり今までの行政経験者だったり、消防経験者

といった方の手助けも今後、活用していくというのも私は考えられるかなと思って

おりますが、いかがお考えでしょうか。 

○議長（実友 勉君） 坂根企画総務部長。 

○企画総務部長（坂根雅彦君） 現状のところは職員の体制で、情報伝達という部分

については改善をすれば何とかやっていけるのではないかと思っております。当初

御指摘をいただいた地図による広報というところも出ている職員で手分けをしてど

ういう情報をどうとってくるのかということについての再度、確認をしながらやっ

ていくと一定対応も今後は可能になるのではないかと思っておりますので、そのあ

たりについては余り心配していないというところでございます。 

○議長（実友 勉君） ２番、宮元裕祐議員。 

○２番（宮元裕祐君） できるだけ現体制で、また今後、もしかしたら今の体制でい

けるのであれば、十分市民に情報が伝わったり、市民の安心・安全が守れる体制づ

くりで今後取り組んでいただきたいと思っております。 

  続いて、消防団員のことですが、年々減少しており、団員の負担軽減、消防団員

は確かに団員数は減っているのですが、自分たちの住んでいる地域を守るという責

任感とか使命感、これは全然維持されております。だからこそ余計、若い子たちが

集まっている集団でありますので、どうしても自分がやらないといけないという気

持ちになると、大雨特別警報が出ていても、やはり深夜であっても作業をしてしま

うのですが、またこれも使命感であったり、また自治会長に頼まれてというより、

自分がしないといけないと思うから行動するわけですが、そこではどこかで自制、

ストップをかける人がいないといけないわけですが、現場にいる人がそこの責任者

となってしまうのですが、そのあたりの伝達系統や命令系統などはどのようにお考

えでしょうか。 

○議長（実友 勉君） 富田まちづくり推進部長。 

○まちづくり推進部長（富田健次君） 確かに、先ほど言われましたように、消防団、
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個々には非常に地域を守るという防災意識の高い方ばかりで、その取り組みをして

いただいております。その行き過ぎ、危険に及ぶような行動につきましては、団長

からそれぞれの支団長へ、また支団長から分団長、部長へという流れをもちまして、

十分に注意の喚起をさせていただいたというところでございます。結果、今回の指

導につきまして、消防団員の方が負傷された、大きな被害を受けられたということ

は確認しておりませんので、そういった連携、連絡は十分にできたと思っておりま

す。 

  なお、先般も本部会議、支団長も集まっていただいての会議をさせていただいた

ところですが、情報共有のあり方について、今後、消防団としても検討していかな

いといけないということで上げておられますので、今後そういったことを協議して

いきたいと思っております。 

○議長（実友 勉君） ２番、宮元裕祐議員。 

○２番（宮元裕祐君） やはり地域を守る消防団ですので、その消防団の方が地域に

どのような方が住んでおられて、高齢者であったり、避難がしにくい方であったり、

そういったことも地域のことを一番熟知されているのが消防団であります。そうい

った方、消防団も一生懸命頑張っておりますが、こういった災害のとき、今回は本

当に深夜の雨に対応されて、けががなかったのは不幸中の幸いぐらいに思っていた

だいて、以前にも殉職された方がおられますので、消防団員も本職でやっているわ

けではないので、できるだけこういった消防団員の身の安全ということに関しては、

団長、行政であったり、消防団であったり、そういう方ができるだけ血気盛んな消

防団員の使命感、責任感というのを抑え込むような言葉も必要かなと思っておりま

すので、今後はそういった取り組みをしていただきたいと思っております。 

  続いて、日本各地でさまざまな災害の件ですが、いろんなところで災害が起きて

おります。宍粟市でも平成21年に９月の台風で大変な被害をこうむりました。その

ときの第一線で働いておられた方がここに多く座っておられるかと思っております。

その方々の経験値で今回の災害も最小限に食いとめられたかと考えておりますが、

これから100の災害があれば、100の対応があると災害でも聞いておりますので、今

後、ますますいろんなこういった災害は複雑・多様化しております、こういった情

報収集、職員の派遣といったことは今後も必要だと私は考えておりますが、今後も

どのような取り組みをされますか。 

○議長（実友 勉君） 富田まちづくり推進部長。 

○まちづくり推進部長（富田健次君） 今回の豪雨災害につきましても、先ほど市長
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からございましたように、避難所の早期開設・運営であったりとか、被害家屋の早

期判定といったところに研究、先進的な部分の取り組みを生かせていただいたとこ

ろでございます。 

  先ほど宮元議員から言われましたように、災害が100あれば、本当に100とおりの

パターンというのがあるかと思っております。絶えずそういった情報であったりと

か、国や県、他の市町の取り組みなど情報を収集しながら今後の対応に生かしてい

きたいと思います。 

○議長（実友 勉君） ２番、宮元裕祐議員。 

○２番（宮元裕祐君） 災害地域における災害時における心のケアなんですが、やは

り被災者や被災地には現在の場所に住み続けることに不安があったり、物やお金の

支援だけでは解決できない精神的な不安があります。先ほど言われました巡回訪問

であったり、保健師さんのことであったり、心のケアなどの専門機関といった方も

おられると対応されているらしいのですが、今後、こういった精神的な不安という

のは心のケアも長期化すると思いますし、また災害復旧に関しては場所によっては

本当に２年、３年、５年とかいう感じで災害復旧にも時間がかかるようなところが

あると、住み続けることに不安があって、心のケアというのが必要になってくるか

ということ、心配事相談が必要になると考えるのですが、心のケア、こちらの方は

今後も継続して、またそういった方が必要であるという情報も地域の方や民生委員

の方からも必要な情報提供も必要だと考えておりますが、この辺の取り組みは今後、

どのようにされますか。 

○議長（実友 勉君） 世良健康福祉部長。 

○健康福祉部長（世良 智君） まず、災害初期の心のケアにつきましては、先ほど

市長から御答弁させていただいたところでございますが、今、議員からございまし

たように、中長期的になってきたときに、また不安の要素も変わってくると思いま

す。精神的なケアにつきましては、保健師、また専門職のほうが対応させていただ

いているところでございますが、今回も実際、避難所のほうに行って相談を受け取

りますと、避難されておる方、いろんな不安や悩みをお持ちです。やがて長期化し

てきますと、家を再建するための金銭的なそういう御不安もお持ちになってきます。  

  今回も若干そういった不安も保健師のほうが把握をしておりまして、それは持ち

帰ってきまして、担当課におつなぎをした上で、すぐ担当から御相談に応じるとい

う、そういう連携も行っております。ですので、この精神的なケアにつきましては、

初期の段階、中長期のあたりも踏まえた上で、市役所横断的に対応していくという
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体制をとっていきたいと考えています。 

○議長（実友 勉君） ２番、宮元裕祐議員。 

○２番（宮元裕祐君） 各部署での連携というのも必要であれば、そういったところ

で今後、連携しながら心のケア、それこそ何年もかかることもあろうかと思います

ので、その辺は十分対応していただきたいと思います。 

  それでは、プラスチックごみですが、こちらは本当に年間の約４億トンのプラス

チックのうち約４割が使い捨てで、その多くは本当に購入後すぐに捨ててしまう包

装材、買い物袋などが多いとなっております。また、外食産業とか、いろんな企業

がこういった脱プラスチックに取り組んでいる、そういったところの製品の撤廃の

動きが加速しております。これからも一人一人が気をつけていかないといけない取

り組みでありますが、行政としてこういった川の汚染とか海の汚染、そしてまた環

境汚染や生態系の汚染といったところは市が責任を持って周知していくというのが

大事かなと考えております。今、マイバッグ運動とかあるんですけれども、少しず

つでもそういったところの利用する、取り組まれる店舗であったり、それからこれ

からのリサイクル活動はまた今までどおりやっていくのではなくて、これからもま

た一段とプラスチックごみに関しては取り組んでいる必要があると思っております

ので、環境部局としてはどのようにお考えでしょうか。 

○議長（実友 勉君） 平瀬市民生活部長。 

○市民生活部長（平瀬忠信君） プラスチックごみ、脱プラスチックについての御意

見でございます。先ほど議員が言われましたように、世界規模での取り組みが現在

されておりまして、外食チェーンでありますスタバでありますとか、ガストであり

ますとか、その辺につきましてはストローの廃止ということにも取り組まれており

ます。先ほど答弁させていただいたと思うのですが、このプラスチックの問題につ

いて、国レベルの問題でもございます。 

  あらゆる機会に国に働きかけていくとともに、本市におきましても先ほど報告を

させていただきました活動を今後も継続して実施していただくことや関係機関との

連携による取り組みを地道に取り組んでいきたいと考えております。 

○議長（実友 勉君） ２番、宮元裕祐議員。 

○２番（宮元裕祐君） この脱プラスチックに関しては、日本政府は今のところ真剣

に取り組んでいっていないような印象を受けております。拒否もしておるようなの

で、できるだけ揖保川、千種川がありますので、宍粟市としてはこういった取り組

みを一段としていただきたいと考えておりますので、よろしくお願いします。 
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  ファミリーサポートセンターについてですが、こちらに関しては利用されている

方が横ばいということも先ほど部長からあったのですが、これは制度自体が使いに

くい、もう少しこうあればいいのにという相談はありましたか。 

○議長（実友 勉君） 世良健康福祉部長。 

○健康福祉部長（世良 智君） 先ほど私が申し上げましたのは、会員数が横ばいで

あるというふうにお答えさせていただきました。実際、利用につきましては、今、

放課後児童クラブの送迎等、こういったニーズがここ２年ほど急増しているような

状況ではございます。 

  以上でございます。 

○議長（実友 勉君） ２番、宮元裕祐議員。 

○２番（宮元裕祐君） こちら送迎であったり、お家で預かる方の自宅で子どもたち

を預かるというのが基本原則ということで、ファミリーサポートセンターのほうも

国からの補助ということがあって、なかなか補助に補助金制度の中身で利用したい

方、例えば共働き、子育て世代の方が利用したくても利用しにくい制度だなという

ことも私は考えてあるのじゃないかと。公民館であったり、いろんなＮＰＯ法人で

あったり、いろんな地域の団体であったり、そういった１対１ではなくて、複数の

方がこういった取り組みをされるというのも地域で子育てをするという働きかけで

あったり、対策になるのかなと考えます。 

  今後、ファミリーサポートセンターで共働き家庭や子育て支援策が十分ではなく

て、団体の方とか、そういった公民館を使用するといった制度も必要じゃないかと

考えておりますが、いかがでしょうか。 

○議長（実友 勉君） 世良健康福祉部長。 

○健康福祉部長（世良 智君） 都市部においては、そういうＮＰＯなどが、今おっ

しゃられたような取り組みに類似したようなこともされておるような報道も目にし

たことがございます。ただ、今、宍粟市の中でそういう団体がなかなかございませ

んし、また山崎の中心部においては、そういう活動もある程度想定ができるのです

が、北部の地域においてそういう事業が果たして可能なのか、それは運営していた

だく方もですし、子どもが今、通学バスで学校に通っておるような状況でそういう

ことが運営できるのかというところも、今後検討していく必要があるかと思います。  

  それらも一度利用者の方々の御意向等も確認しながらそういうことができるのか、

研究してまいりたいと考えます。 

○議長（実友 勉君） ２番、宮元裕祐議員。 
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○２番（宮元裕祐君） また、今、宍粟市においては人口減少・少子高齢化の中で、

共働き、働かれる方も子育て世代では多いので、そういった方のサポート、最近で

は天候不順で臨時休校なども多いので、子どもたちを預かれる場所であったり、預

かる団体であったりもこれから必要だと考えておりますので、そういった方を見つ

けたり、育てたりというのも今後は必要だと考えておりますので、都市部、北部、

いろいろ制約も事業的にあるかと思うのですが、そこは市として子育て世代の応援

ということは金銭面でもし何かあるのであれば、応援できるような制度も必要だと

考えておりますが、いかがでしょうか。 

○議長（実友 勉君） 世良健康福祉部長。 

○健康福祉部長（世良 智君） 地域創生の中にも掲げております子育て支援という

中で、今、議員のおっしゃっていただいたようなこと、これは非常に重要なことだ

と認識しております。ただ、それをどういう手法で宍粟がやっていけるのかという

ことも含めまして、再度研究を進めていきたいと思いますので、御了解をお願いい

たします。 

○議長（実友 勉君） ２番、宮元裕祐議員。 

○２番（宮元裕祐君） 今回、大きく災害であったり、プラスチックごみ問題、そし

て子育て世代の支援策など質問させていただきました。いろいろとお聞かせいただ

いて、議員として今後も提案なり、一生懸命取り組んでいきたいと思っております

ので、今後ともよろしくお願いいたします。 

  以上で、質問を終わります。 

○議長（実友 勉君） これで、２番、宮元裕祐議員の一般質問を終わります。 

  午後１時35分まで休憩をいたします。 

     午後 ０時３５分休憩 

                                       

     午後 １時３５分再開 

○議長（実友 勉君） 休憩を解き、会議を再開いたします。 

  山下由美議員の一般質問を行います。 

  ３番、山下由美議員。 

○３番（山下由美君） ３番の山下です。通告に基づきまして、一般質問を行います。 

  安全で快適な指定避難所にということで質問をいたします。 

  このたびの豪雨により被害を受けられました皆様に心からお見舞い申し上げます。

私は平成30年７月豪雨のさなか、指定避難所を回りました。各避難所には担当職員
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の方が派遣・支援してくださり、安心感を得ることができておりました。しかしな

がら、環境整備の面で不十分でありました。今後、自然災害が多発すると言われて

おり、早急な改善が必要であると考えます。避難準備・高齢者等避難開始で、指定

避難所に行っても、簡易ベッド、畳、マット、カーペット、毛布等の準備がないの

で、途方に暮れてしまいます。また、避難勧告、避難指示により指定避難所に行っ

ても、テレビ、ラジオ、冷暖房機器もありません。最低でもこれらの備品は早急に

全ての指定避難所に常備しておくべきであると私は思います。 

  午前中の答弁で、前向きに考えると担当部長が言われておりましたので、整備計

画や予算等、どのようにされるのか、具体的な御回答を市長にお願いいたします。 

  平成３０年７月６日に内閣府より避難所の生活環境の整備等についての留意事項

が示されております。これに基づいてどれだけの配慮がなされたのか、またこれか

らの避難所は女性や高齢者、障がい者などプライバシーに対する人権的な意識を高

めたものにしなければならないと考えます。市長のお考えはいかがですか。 

  環境省が災害時におけるペットの救護対策ガイドラインを作成し、災害時の同行

避難を推進しております。ガイドラインには、自治体は災害時のペットとの同行避

難が受け入れられる人と動物の共生する社会づくりを推進するとともに、平常時か

ら行うべき対策や災害時の同行避難等について飼い主等への指導・普及啓発を行う

とあります。 

  平成30年、今年３月に改訂され、人とペットの災害ガイドラインとなり、自治体

が行うべき内容がより明確にわかりやすく示されております。指定避難所を回った

とき、ペット同行の方がおられました。家族の一員である動物たちと安心して避難

できるような取り組みを宍粟市においても進めるべきだと考えております。市長の

お考えはいかがですか。 

  続きまして、２番目の質問です。 

  公立宍粟総合病院精神科の充実について、市長にお伺いします。 

  近隣市町と比較しても自殺率の高い宍粟市において、身近で気軽に通院できる精

神科の充実、これは必要不可欠であると私は考えます。現在、精神科の待合室は外

の待合室、中の待合室とも眼科の待合室と共同で利用しています。施設の事情でこ

のような現状となっているそうでありますが、非常に狭いことも含め、居心地がよ

いとは言えず、精神科の待合室には適しているとは言えません。気軽に訪れるよう

なことができるような精神科の待合室に改善するべきではないですか。精神科医師

の診察と必要な人には臨床心理士によるカウンセリングや看護師、精神保健福祉士
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による社会生活上での支援も行うべきではないでしょうか。 

  さまざまな理由で精神科外来受診ができない人のために、宍粟市訪問看護ステー

ションとの連携等を行って、精神科アウトリーチ、出向いて支援する、これを実現

するべきではないでしょうか。 

  以上で、１回目の質問を終わります。 

○議長（実友 勉君） 山下由美議員の一般質問に対し、順次答弁を求めます。 

  福元市長。 

○市長（福元晶三君） それでは、山下議員の御質問にお答えしたいと思います。 

  私のほうからは、安全で快適な指定避難所について御答弁申し上げて、総合病院

の充実に関しては、より具体的なこともありますので、担当部長から御答弁させて

いただきたいと思います。 

  １点目の避難所の備蓄品のことについてですが、現在、指定しております避難所

のほとんどは学校施設でありまして、避難所として整備しているものではないわけ

であります。そのため、備蓄品の常時保管するためには施設管理面等々、あるいは

学校を含めた調整、あるいはスペースの確保等々が必要となることが想定できるわ

けであります。また、緊急物資の備蓄数の確保や管理、あるいは消費期限のある物

資の更新など、それぞれ施設ごとということになると、非常に負担が大きくなると

いうことから、分散の備蓄は現在行っておりません。 

  したがって、それぞれの施設で要請を受けたり、あるいは必要なもの、物資供給

をすることとして対応を考えておるところであります。 

  また、避難が長期に及ぶ場合においては、災害時の応援協定等を活用しながら、

状況に応じた設備の配備を図るように努めていきたいと考えております。災害時の

応援協定については簡易ベッドであるとか、マットであるとか、いろんな形の協定

も結んでおるところであります。そういったものを通じて配備をしていきたいと考

えておるというところであります。 

  しかしながら、今回の状況を見たときに、昨日来答弁も担当部長がしております

とおり、特に、情報をいち早く知るということ。一体何が起こっているのか。こう

いう状況は非常に重要だということは当然のことだと思います。全てをそろえると

いうわけにはいかないところでありますが、テレビについては今後、前向きの検討

をしていきたいと考えております。 

  したがって、先ほど整備計画、予算のめどとか、こういう御質問があったところ

でありますが、可能な限り、早い段階で補正対応できるように努めていきたいと考
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えております。 

  ２点目の避難所の生活環境整備についてでありますが、段ボールベッドなどの購

入であったり、災害救助法に基づく支援など、内閣府からの避難所運営等に関する

留意事項に基づき対応をしておるところでありますが、避難所運営なども含めて、

今後につきましては、可能な限り適切な対応に努めてまいりたいと考えております。  

  一部のところでは７月豪雨でも協定に基づいて段ボールベッド等、さらにまたマ

ット等々も配置をさせていただいた部分もありますし、特に、少し長期にわたる場

合については、避難所を変えて、元一宮北中の寮へ移っていただいて、できるだけ

環境を改善したとこんな例もあるところでありますが、一事が万事そうはいかない

ので、全ての避難所について可能な限り適切な対応に努める必要があると考えてお

りますが、なかなか現状では全ていかないので、順次対応していきたいと考えてい

ます。 

  ３点目のペットと安心して避難できる取り組みについてですが、お話があったと

おり、環境省のガイドラインのとおり、避難が必要なときに備えてペットのしつけ

であったり、あるいはペット用の避難用具、あるいは備蓄品の確保等、飼い主の備

えが重要になってくるところであります。そういったことも今、新聞報道やテレビ

などでも当然のこととして飼い主の皆さんにもこういったことも呼びかけられてお

ります。 

  いざというときに、ペットについてもそういった備蓄ができるようにということ

で、こんなこともしております。そのことも踏まえながら、今後、市としても飼い

主の皆さんへもこういった啓発を行っていくことが重要と思っておるところでござ

います。 

  また、７月豪雨の中で、ある避難所の中でもお話があったとおり、ペットととも

に避難をしたいという要望に応える意味において、ペット用のゲージを購入して対

応させていただいたところであります。その方ともいろいろお話しすると、ペット

が家族だということでありますので、なかなかこれまでの災害対応の中でそういう

理念はなかったところでありますが、私としては今回の７月豪雨のいろんな状況を

見て、まさにペットも家族の一員ということも捉えながら、全てがなかなかいけな

いところでありますが、関係機関等々と協力連携して対応していきたいと考えてお

りますので、よろしくお願い申し上げたいと思います。 

○議長（実友 勉君） 志水総合病院事務部長。 

○総合病院事務部長（志水史郎君） 私のほうからは、宍粟総合病院の精神科の充実
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についての御質問にお答えいたします。 

  日ごろ総合病院では患者サービス向上に向けていろいろと職員が考えておるとこ

ろでございますが、今回、一般質問を受けた中で、いろいろとまだまだ考え直さな

いといけないということを一つ反省にしたいと思っております。ありがとうござい

ます。 

  まず１点目の精神科外来の待合についてでございますが、現在、精神科外来とこ

れに隣接する眼科外来は待合スペースを共有する形になっており、議員御指摘のと

おり精神科の待合スペースとして、私も認知確認しましたが、最適の状況であると

は申し上げられないものでございます。しかしながら、施設の構造上、改修による

待合室の新設等は非常に厳しい状況でありますので、まずは現在の中待合室につい

て、精神科、眼科、それらのそれぞれの待合スペースを区分することや、それによ

る患者さんの動線の見直しと改善を図っていきたいと考えております。 

  次に、２点目の臨床心理士によるカウンセリングや看護師、精神保健福祉士によ

る社会生活上での支援についてでございますが、現在、当院の精神科につきまして

は、常勤医師の確保ができない中、近隣病院からの医師派遣等により週３回、午前

の外来診療をどうにか維持しているといった状況でございます。 

  このような精神科外来の現況に鑑み、さらなる体制整備によるカウンセリングや

社会生活上の支援といった新たな取り組み、業務の拡充は非常に困難なものである

と思っております。しかしながら、今後も引き続き、精神科を有する市内唯一の医

療機関として、現診療体制の維持確保に努め、市の精神障がい者、ひきこもり者な

どへの相談支援事業を初め、関係機関等の連携の中で、支援の受け皿として必要な

方に必要な医療サービスが提供できるよう努めてまいりたいと考えております。 

  次に、３点目の精神科アウトリーチについてですが、まず議員御提案の宍粟市訪

問看護ステーションとの連携についてでありますが、現に宍粟市訪問看護ステーシ

ョンでは、必要な体制を整え、精神疾患を有する患者さんへの訪問看護に対応され

ておられるところであり、当院の患者さんにつきましても、医師が必要と認めた場

合には服薬管理等を目的に訪問看護を依頼することは可能な状況となっております。

現に他院の精神患者さんにつきましては、サービスを提供しておられます。 

  一方で、精神科医師による往診や訪問診療につきましても、制度的には可能なも

のとなっておりますが、２点目の御質問でお答えさせていただきましたとおり、当

院精神科の診療体制の現状から積極的な取り組みは難しいと考えております。今後

の課題として捉えておりますので、御理解いただきますようよろしくお願いいたし
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ます。 

  以上でございます。 

○議長（実友 勉君） ３番、山下由美議員。 

○３番（山下由美君） それでは、安全で快適な指定避難所にということから、再質

問をさせていただきたいと思います。 

  市長のお話によりますと、情報が避難所で皆さんに行き渡るように、テレビを常

備しておくという方向で補正予算を組んで対応するというお考えの御説明でしたが、

それはそれでいいわけですか。そういうふうにきっちり捉えておいてよろしいです

か。 

○議長（実友 勉君） 福元市長。 

○市長（福元晶三君） そのように捉えていただいたら結構だと思います。 

○議長（実友 勉君） ３番、山下由美議員。 

○３番（山下由美君） 少し安心感もふえてくるのかなと思いました。それであとも

う一つどうしても、できれば補正的な予算を組んで対応してもらいたいと思うのが、

高齢者等避難準備で指定避難所に行っても、そこには特に体育館等ですが、畳がな

い。体育用のマットはあるんですが、やはりなかなか御高齢の方にはそこで安心で

きるというようなことにはならないなと思うのです。そこで、畳とか簡易ベッド、

毛布、カーペット等を学校のどこかに常備しておくというようなことを考えていた

だけたらと思うのですが、いかがでしょうか。 

○議長（実友 勉君） 富田まちづくり推進部長。 

○まちづくり推進部長（富田健次君） 御提案いただきましたところですが、最初に

市長からの答弁がございました。避難所として、特にそれ用に整備をしているとい

うことではございませんので、先ほど言われました備蓄品の常時保管するためには、

スペースのことであったり、日常的な管理のこと、そういったことが必要になって

ございますので、現時点においては、そこに常備しておくというような考えはござ

いません。 

  必要に応じて、要請を受けた物資の供給というのを速やかに対応できるように、

そういう体制もとってございますし、そういった対応に努めていきたいと思ってお

ります。 

○議長（実友 勉君） ３番、山下由美議員。 

○３番（山下由美君） そういった常備しておくということができないのならば、本

当に速やかな対応というのが必要であると思うわけですが、私も高齢者等避難開始
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が出たら、指定避難所に行ってみるのですが、やはり避難者が来られたときにはそ

ろっていないとか、あるいは体育館にまだバレーコートが張ってあるままとか、そ

ういった現状を見るに当たって、こういうようなことだったら、なかなか避難した

くても避難ができないのではないかと。やはり特に御高齢の方は情報を共有できて、

そこに行ったら安心して過ごせて、温かい毛布とか、人の心もですが、そういった

ものが全部そろっていてというところを望んでおられる。そういうところだと思っ

ておられるのに、そこに行ったら、いまだに何もなくて、体育館のバレーコートが

張ってあるという現状だったら、やはり避難の必要性を感じても、避難所に行くこ

とが本当にぎりぎりになって危険な状態になってしまうというような、そのような

現状ではないかと回らせていただいて思ったのですが、本当に速やかな対応という

のはされておられるわけでしょうか。 

○議長（実友 勉君） 富田まちづくり推進部長。 

○まちづくり推進部長（富田健次君） 避難所の物資とか物品の要請に伴います対応

につきましては、専任の部署をつくっておりまして、そこで速やかに対応できるよ

うな体制をとっております。なお、避難におきましては、これまでもお伝えしてき

ているところですが、避難に際してまず自助の部分ということで、日ごろから備え

をしておきましょうということでもお伝えしてございます。食料であったりとか、

暖をとるための用品とか、そういったことも伝えてきておるところですが、再度、

改めて、事前の個人としての準備というのも大切でございますので、啓発をしてい

きたい。伝えていきたいと思っております。 

○議長（実友 勉君） ３番、山下由美議員。 

○３番（山下由美君） そういった個人の準備、自助といいますか、そういったとこ

ろは本当にしっかりされて、それで高齢者等避難開始ということでの放送があった

ので、そちらに行かれたところが、指定避難所に何ら準備がされていなくて途方に

暮れるというお話を聞いているわけです。ですから、本当に速やかな指定避難所の

開設、そしてそこに分散が無理なので、物資をその後から供給すると言われるので

したら、本当にそこのところは速やかにお願いしたいと思います。もしそれができ

ないのならば、やはり学校等に頼んでどこかに備蓄しておいてもらうとかを考えて

いってもらいたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（実友 勉君） 福元市長。 

○市長（福元晶三君） 今回、５回のああいう形で出させていただきましたが、特に

７月豪雨でもそうでありますが、職員を配備して、それで避難所を開ける。全体で
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いきますと、大体全部一斉になるまで、おおむね１時間かかるところであります。

職員に命令して、はい、避難所の開設をしてくれと。その後に避難準備情報、開設

状況が終わって、避難準備情報を出して、あるいは避難勧告を出すということで進

めておるところでありますが、そのときに、例えばでありますが、そこで毛布を持

っていったり、あるいはカーペットを持っていったりということはなかなか現実、

そこにいない限り不可能だと思っております。 

  したがって、そこにあればいいのですが、先ほど申し上げたとおり、集中的に管

理して、違う班が必要な部数、必要なものをそれぞれ運ぶような段取りでしており

ますので、現段階では開設してすぐさまそこに全てがあるというわけにはいかない

ということであります。 

  しかしながら、可能な限り速やかに、例えば毛布が必要な、何々が必要な、これ

については配送という役割もありますので、そういったところで対応していきたい

と考えております。 

○議長（実友 勉君） ３番、山下由美議員。 

○３番（山下由美君） ほかの市町村に聞いてみましたら、学校等に頼んで置かせて

もらっているというところも聞いていますので、その辺もだめだというのではなく

て、研究してもらって、何せ避難された方が安心できるようにしてもらわないと困

るので、それはよろしくお願いします。 

  それとあと指定避難所によっては、２階にあって、スロープはついているけれど

も、かなり老朽化していて、滑りやすくて使えないとか、あるいは体育館が２階に

あって、校舎内にはエレベーターがついているのだけれども、校舎内に入れないと

か、体育館の階段を上がるのが非常に大変であったり、あるいは畳の部屋はあるん

だけれども、２階にしかないので利用しにくかったり、洋式トイレが少なくて利用

しにくいなど、整備が不十分なところが結構見受けられました。 

  そこで、全ての指定避難所の点検等を行い、利用しやすくする必要があるのでは

ないかと私も考えておりまして、午前中に同じような質問がありまして、それも点

検を行っていくという回答だったのですが、具体的にどのように点検を行ってもら

って、どのような箇所をどのように予算を立てて改善しようとしておられるのか、

お尋ねします。 

○議長（実友 勉君） 富田まちづくり推進部長。 

○まちづくり推進部長（富田健次君） 具体的な部分というのはこれから点検をして

いかないと具体的なことはわからないとは思うのですが、例えば、先ほど言われま
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した体育館であれば、２階に階段を使って上がるのだというところもございます。

そういったところにつきましては、例えば、隣接する別の指定避難所のほうで、階

段を上らなくても行けるといった場合には、そこを最初の開設する避難所に指定し

ていくとか、そういったこともあわせまして、調査をして対応していきたいと思っ

ております。 

○議長（実友 勉君） ３番、山下由美議員。 

○３番（山下由美君） 先ほど言われましたように、２階にあって上がれない場合は

別の避難所ということで、私もそれも可能かなと思って、ある地域を回ってみたの

ですが、別の避難所というところも２階にしか和室がなくて上がりにくいというよ

うな現状があって、なかなか御高齢の方とか、あるいは障がいを持っておられる方

等、厳しい現状にあるなと思ったので、その辺をきっちり点検していただきたいの

と、先ほど言いました点検計画、予算等についてお答えください。 

○議長（実友 勉君） 富田まちづくり推進部長。 

○まちづくり推進部長（富田健次君） 計画というところですが、この後、できるだ

け早期に点検をさせていただいて、しかるべき予算措置が必要であれば、その措置

をしていくということで対応していきたいと思っております。 

○議長（実友 勉君） ３番、山下由美議員。 

○３番（山下由美君） 指定避難所を回ってみて感じたことですが、宍粟防災センタ

ー、ここが安心できる避難所であると私も感じ、またそこを利用された多くの方が

再び訪れられるというようなことになっております。確かに、さまざまなものがそ

ろっていて、例えば、毛布、食料、エレベーター、畳、段ボールベッド、テレビ、

冷暖房機器、洋式トイレ、障がい者用トイレ等、必要なものがそろっているのです

が、しかしながら収容人員が100人なわけです。大きな災害が起こったときに、宍

粟防災センターを利用したくても利用できない人たちが出てくるという可能性を感

じて困ったなと思っております。 

  だからこそ、どの指定避難所も宍粟防災センターのような機能を備えるというこ

とを目指すべきではないかと感じているのですが、本当に必要だと思うのですが、

どうでしょうか。 

○議長（実友 勉君） 富田まちづくり推進部長。 

○まちづくり推進部長（富田健次君） 防災センターには、避難所という役割もある

のですが、もう一つは災害用の備蓄を保管しておくという、そういう施設の役割も

ございます。ということで、避難所としては、基本的な全ての用品がそろっている
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という状況でもございます。全ての避難所で防災センターと同様の設備を整えてい

くということにつきましては、先ほども答弁をさせていただいておりますが、なか

なか管理のことであったりとか、スペースのことであったりとか、そういったこと

で難しいのかと思ってございます。 

  要請を受けた場合に、物資供給をできる限り速やかに対応するということで、何

とか対応していきたいと思っております。 

○議長（実友 勉君） ３番、山下由美議員。 

○３番（山下由美君） できるだけ宍粟防災センターに近づけるということを考えて

いただきたいというのは、そこに避難してこられた方たちが非常に安心して、そこ

で生活しておられるからです。市民の立場に立って、できるだけ近づけていきたい

と考えていってもらいたいと思いますが、いかがですか。 

○議長（実友 勉君） 富田まちづくり推進部長。 

○まちづくり推進部長（富田健次君） 先ほど申しましたように、各避難所、それぞ

れ点検確認をさせていただいて、可能なところはそういった対応をしていきたいと

思っております。 

○議長（実友 勉君） ３番、山下由美議員。 

○３番（山下由美君） 学校の体育館が指定避難所になっている場合ですが、ここに

エアコンが設置されていないという問題が、今、さまざまな災害が起こって、避難

所におられる方たちの中ですごく問題になっていると思います。そこで、市長は教

室にエアコンがない市立の幼稚園と小中学校にエアコンを来年６月までに取りつけ

ると言われているわけですが、その中に体育館が含まれていないようなのですが、

それはどうなのでしょうか。 

○議長（実友 勉君） 富田まちづくり推進部長。 

○まちづくり推進部長（富田健次君） 体育館での冷暖房整備ということでしょうか。

なかなか体育館の冷暖房というのは機能的にも非常に大きな設備になったりすると

考えてございまして、なかなか整備というのは難しいかなと思っております。 

○議長（実友 勉君） ３番、山下由美議員。 

○３番（山下由美君） そのように言われるわけですが、しかしながら現実問題とし

て、全国的にエアコンが設置されていない、そのために避難所生活を送る中で、熱

中症になられる方が相次ぐというような問題も起こっておりまして、災害が起こっ

てからでは遅いという問題が、今、現在浮き彫りになっているわけです。そこで、

どのようにしていけば、体育館に冷暖房が取りつけられるかということを調査研究
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していく必要があると思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（実友 勉君） 福元市長。 

○市長（福元晶三君） 私は体育館に冷暖房をつけるというのは、一番簡単なのは、

財源さえきっちり確保できれば十分いけるだろうと考えております。ただ、この議

論とは別でありますが、小中学校・幼稚園を含めて、今回、提案させていただいて

おりますが、これから学校現場とも十分調整しながら、今は体育館も含めて、体育

館を指定避難所でありますが、いろいろなケースによって、場合によって教室へ移

動していただくということも含めて、私は検討していくべきかと考えております。 

  現実問題として、全てをそろえていくというのはまず理にかなった議論ではない

と思っております。したがって、できることとあるものをうまく有効に活用しなが

ら、それぞれ臨機応変に対応することも大事ではないかと考えております。したが

って、一応有事のときに、体育館へ避難していただいて、非常に暑い時期やいろい

ろな時期もあると思うのですが、暑いときに場合によっては来年６月からクーラー

を設置しますので、普通教室へ移動していただく。こんなことも含めて、私は今後

議論していく。学校と調整していく。このことが大事だと考えております。 

○議長（実友 勉君） ３番、山下由美議員。 

○３番（山下由美君） 今、市長が言われたように、市民の立場に立って、各教室に

クーラーが入りますので、体育館に避難されても暑い場合は、スムーズに教室の移

動というところ、そういったことはしっかりよろしくお願いいたします。 

  続きまして、ペットとの同行避難についてですが、現在の市の防災計画では、市

民生活対策部は災害で被災放置された動物の収容対策を県に要請するというような

表現しかなかったかなと思われるのですが、実際に、指定避難所を回ったときに、

ペットと同行避難をしておられる方がいらっしゃいました。それで、国が出してい

るガイドラインによりますと、この同行避難というのは必ずしもペットとの同居を

意味するものではない。このようにされておりまして、同行避難というのは、避難

所までペットと一緒に避難するということを指すわけです。そして、その後、ペッ

トと人が同じ部屋で過ごす場合は、同伴避難というそうです。 

  そこで、今、私が必要であると思うことは、各指定避難所ごとにペットとの同伴

避難、同室で過ごす。これが可能であるかどうかということを事前にわかりやすく

示しておく必要があるのではないかと思いました。なぜそう思ったかというと、一

緒に避難してきても、果たして受け入れてもらえるのだろうかと不安でもあります

し、受け入れてもらえなければ、困ってしまって、その場にいるのもつらいような
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状況が生まれます。万が一同室で過ごすということができないにしても、車をとめ

て車の中で過ごしてくださいとか、あるいはペットの居場所が確保できる避難所で

ありますとか、そういったことを避難所ごとに事前に示しておく必要を感じるわけ

ですが、いかがでしょうか。 

○議長（実友 勉君） 富田まちづくり推進部長。 

○まちづくり推進部長（富田健次君） 愛護動物への対応ということですが、これに

つきましては、避難所の中で、先ほど言われた同伴避難というところは正直言って

難しいのかなと思います。スペース的なこともございますし、そういった区切りの

あるスペースがあるのかないのか。今、思いますと、なかなか難しいかなと思うん

ですが、言われていますように、事前にそういったことができるかできないのかと

いうのを伝えておくべきだというのは今後、また現地等確認させていただいて、そ

れであれば、そういった表示をしたり、事前にお知らせをしたりということで対応

していきたいと思っております。 

○議長（実友 勉君） ３番、山下由美議員。 

○３番（山下由美君） ペットと一緒に避難してきても、おる場所がないとか、そう

いったことにはならないように、今も気をつけてくださっていることは本当によく

承知しておるんですが、もっとペットを保護しておられる方たちが安心できるよう

にというふうに今後考えていってもらえたらなと思います。 

  それと、やはりペットと一緒に同行避難できるように、日ごろからキャリーバッ

グやゲージに入ることをペットになれさせておいたら、ペットもその中に入って、

非常に落ちついて避難ができるということがあります。民間のペット教室等に行き

ましたら、災害が多い日本において、このことは基本中の基本みたいな形で教わる

ことになっています。 

  そこで、環境省のガイドラインにもあるわけですが、防災講座として、ペット同

行避難ということで、内容は座学と実践編といったことを行ったり、あるいはあな

たとペットの災害対策ハンドブックみたいなハンドブックの作成、あるいはペット

との同行避難を含めた避難訓練、これらを行って家族の一員である動物たちと安心

して避難できるような取り組みを宍粟市でも進めていくべきではないかと思うので

すが、いかがでしょうか。 

○議長（実友 勉君） 富田まちづくり推進部長。 

○まちづくり推進部長（富田健次君） 兵庫県につきましては、動物愛護推進員とか、

そういったところがございます。そういったところと県におきましては、愛護セン
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ターといったところと調整協議をさせていただいて、可能であれば、そういった講

座の開設、取り組みもしていきたいと思っております。 

○議長（実友 勉君） ３番、山下由美議員。 

○３番（山下由美君） そのペットと同行避難してきたときに、同伴避難ができる。

あるいはゲージを買ってもらって、そのそばに別の場所でも置いておくことができ

るとか、車の中で避難するスペースがあるとか、そういったことを示して、事前に

避難所ごとに示しておいていただくのと、それともう一つ2002年に施行されており

ます身体障害者補助法があるわけなんですけれども、身体障がい者の生活を支える

盲導犬、介助犬、聴導犬、これらは同行避難をしてこられたときには、同伴避難、

同室で過ごすということは法律で義務であるわけです。このような場合は、ペット

という考え方ではなくて、パートナーとしての考え方が法律で保障されているわけ

であります。 

  そこで、宍粟市において、避難所運営マニュアルとか、そういったものの中に、

補助犬の同伴避難というのは、明記されているのでしょうか、どうなのか教えてく

ださい。 

○議長（実友 勉君） 富田まちづくり推進部長。 

○まちづくり推進部長（富田健次君） マニュアルといいますか、実際に居住をして

いただくスペースというのが今後、施設をそれぞれ点検をさせていただいて、検討

していく、考えていくという必要があろうかと思っております。マニュアルにつき

ましては、また内容を確認していきたいと思います。 

○議長（実友 勉君） ３番、山下由美議員。 

○３番（山下由美君） 補助犬の同伴避難というところは明記されているようなので、

また内容を教えていただきたいと思うのですが、やはり避難所でともに避難生活を

送ることが拒否されてしまうようなことがないように、しっかりとお願いしたいと

思います。 

  避難所運営マニュアルなどで、補助犬の同伴を明記している自治体の中には、ア

レルギー等を起こす可能性のあるほかの避難者に対する配慮、別室の用意とかいう

ようなことも、アレルギーを起こす可能性のあるほかの避難者に対しては、別室の

用意などが必要であるという記載もあるわけなので、宍粟市の補助犬の同伴避難が

明記されていると言われております避難所運営マニュアルの中にもそのようなこと

も入れておいたほうが、より安心して過ごしやすいのではないかと思うのですが、

いかがでしょうか。 
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○議長（実友 勉君） 富田まちづくり推進部長。 

○まちづくり推進部長（富田健次君） 避難所マニュアルのほうにはペットに関する

ことということで、その記載をさせていただいております。動物アレルギーの方が

おられる可能性を考慮して、基本的には教室へのペットの持ち込みを禁止するとい

うようなことにもなってございます。ただし、敷地内の専用スペースを設けて、そ

の飼育をしていく。基本的には、飼い主が責任を持って管理をしていただくという

ようなことも記載させていただいているところで、これは避難所運営する職員に当

たっては、毎年、このマニュアルを用いてそういったことも伝えさせていただいて

おるところでございます。 

○議長（実友 勉君） ３番、山下由美議員。 

○３番（山下由美君） 先ほど言われたのは、もしかしたらペットに関する部分かな

と思うのですが、補助犬の同伴避難の明記というところで、お尋ねしているのです

が、もう一度お答えください。 

○議長（実友 勉君） 富田まちづくり推進部長。 

○まちづくり推進部長（富田健次君） 申しわけございませんでした。今、ちょっと

マニュアルを確認しているのですが、その部分については今後、マニュアルの中に

しっかりと加えていく必要があるのかなと思っておりますので、そういった対応を

していきたいと思います。 

○議長（実友 勉君） ３番、山下由美議員。 

○３番（山下由美君） それは本当にしっかりとお願いします。 

  続きましては、ちょっと悪いですけど時間がまだあるので戻らせてもらうのです

が、平成30年７月６日に内閣府より避難所の生活環境の整備等についての留意事項、

これが示されております中に、避難所における女性や高齢者、障がい者などのプラ

イバシーに対する人権的な意識を高めるためのものとして、間仕切りパーテーショ

ン、あるいは仮設スロープを整備するようにとあったわけですが、これは整備でき

ているのか、できたのかお尋ねいたします。 

○議長（実友 勉君） 富田まちづくり推進部長。 

○まちづくり推進部長（富田健次君） 間仕切り用のパーテーションにつきましては、

例えば、簡易ベッドを何台か整備してございますが、その中の部分が代用できるか

なと思ってございます。 

  それから、仮設スロープにつきましては、仮設スロープ自体を今のところは整備

はしてございませんが、これにつきましてもさまざまな協定とか、そういったもの
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に基づきまして、状況に応じてそれを整備していく。避難所に設置していくという

取り組みを進めていきたいと思っております。 

○議長（実友 勉君） ３番、山下由美議員。 

○３番（山下由美君） その辺は、本当に女性とか、高齢者とか、障がい者などプラ

イバシーに対する人権的な意識を高めたものというところで、しっかりと整備をお

願いしたいと思います。 

  同じく、内閣府の留意事項の中に、仮設洗濯場、洗濯機、乾燥機等の借り上げ料

等を含むとあるわけですが、避難所生活をしておられた方々はコインランドリーま

で行って洗濯・乾燥されていたと理解しているのですが、現状はどうだったのか。

それに対する支援策というのがあったのかどうかというのが知りたいので教えてく

ださい。 

○議長（実友 勉君） 富田まちづくり推進部長。 

○まちづくり推進部長（富田健次君） 避難者の方がコインランドリーを使われてい

たというところまでは状況については把握はしてございません。ただ、避難所の生

活環境の整備等についての留意事項なんですが、一定には、ある程度の長期避難を

前提にした通知かなと、留意事項かなというふうに思ってございます。そういった

ことで、仮設洗濯場とか、簡易シャワーとかそういったものもあるわけなんです。

そういったものは長期期間が見込まれる場合には、例えば、いろんなところの支援

を受けながら、そういった整備に努めていきたいと思っております。 

○議長（実友 勉君） ３番、山下由美議員。 

○３番（山下由美君） この留意事項によりますと、そういった洗濯機・乾燥機の借

り上げ料を含むとあるので、コインランドリーまで行って洗濯・乾燥されていた方

たちのかかったお金というのは個人負担というような形でなくてもいいのじゃない

かと考えたので、お尋ねしたのですが、そこのところはどうでしょうか。先ほどの

回答によるとここまで聞いてもわからないのかなと思いましたので、また調べてい

ただけたらと思います。いかがですか。 

○議長（実友 勉君） 富田まちづくり推進部長。 

○まちづくり推進部長（富田健次君） 今の段階では、その状況をつぶさに確認して

ございませんので、それぞれの避難所の担当とか、そういったものに職員と情報を

共有していく中で、そういったことが実際あったのか、その場合、どういった対応

をしていくかということをこれからまた、研究していきたいと思っております。 

○議長（実友 勉君） ３番、山下由美議員。 
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○３番（山下由美君） それは今後のこともあるので、お願いいたします。 

  続いて、公立宍粟総合病院精神科の充実をということで再質問させていただきた

いと思うのですが、精神科の待合室の中待合を区分するということで、ぜひしてい

ただきたいと思います。宍粟総合病院以外の精神科に行く機会が比較的あるわけな

んですけれども、やはり現在、そういう待合室は心に傷や生きづらさを持っておら

れる方たちが待つことができるような場所であるべきなので、外の景色が見えると

か、あるいは椅子の位置や色、壁の色等にも非常に心を配ってあるものであります。  

  私は宍粟総合病院の現状のところが、このような事例があるのかなと、それぐら

い早く改善してもらいたいと思っておりましたので、今言われたように、早急な対

応をお願いしたいと思います。どうでしょう。 

○議長（実友 勉君） 志水総合病院事務部長。 

○総合病院事務部長（志水史郎君） おっしゃるように、私も現場の中待合へ行って、

担当の職員、看護師長とも現場でいろいろお話をしました。中待合に椅子がたくさ

んございまして、椅子がたくさんあれば、どうしても早目早目に患者さんを案内し

てしまうような傾向がございます。ですから、椅子の数をある程度一定減らして、

次の方、また次の方程度までで中待合で待っていただくようなことを工夫すれば、

かなり顔が見えないということも対応できるのかなと。また、パーテーション等で

眼科の患者さんと精神の患者さんとの間を区切り、外待合から中待合に入っていた

だく、ドアをあけたところで既に右と左に分かれて、眼科、あるいは精神に分かれ

ていただきやすいような動線もできるじゃないかということで、早速これはそんな

にお金をかけなくても対応できる手段ということで、早急に対応させていただきた

いと思います。 

  それから、外の大待合、広いロビーでの待合もありますが、そこも看板を上げて

おるのですが、科目名と待合という形で上げておりますので、そこでお待ちになら

れている患者さんの立場になれば、座っておれば当然、その科目の患者さんかなと

いうふうにほかの方からも日常的に思われるということもありますので、そこら辺、

工夫しまして、一般的な待合というだけの表示にするとか、受付表示という形にす

るとかして、特にどんな病気でもそうですが、精神の皆さんは非常にナイーブな部

分もございますので、そこらを酌み取りながら、大変大きな施設改修ということは

重々承知して、置いていただいておると思うんですが、できる範囲で患者さんのサ

ービス向上のために、今後、早急に対応させていただくように内部で決定しました

ので、よろしくお願いしたいと思います。 
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○議長（実友 勉君） ３番、山下由美議員。 

○３番（山下由美君） 私が求めておりますのは、やはり精神科を利用しようとして

おられる人たちは、心に大きな負担を持っておられたり、生きづらさを持っておら

れるので、安心して待っておられることができるような外の景色が見えたり、椅子

の位置や壁の色、これも本当に安心できるようなそんな待合室を望んでいるわけで

あって、眼科の待合室と同じであるということが大きな問題ということを言ってい

るわけではないわけです。むしろ今、鬱病等、非常にたくさんの方がかかられる病

気になっておりますので、いろいろと言ってくださったのですが、安心してほっと

できるというか、そんなふうに待っておられるところを望むと考えておりますので、

そこのところをしっかりと持っておいてください。 

  今回の改造でそこのところをどこまで改善されるのかというところは、広さが変

わるわけでもありませんし、外の景色が見えるわけでもありませんし、椅子の色、

壁の色等変わるわけではありませんし、どんなふうになっていくのかなとは思うの

ですが、できるだけよい方向で、特に自殺率が高い宍粟市というふうに言われてい

るわけですから、しっかりと考えていってもらいたいと、そんなふうに思います。 

  それと、精神科医師の診療と必要な人には臨床心理士によるカウンセリングとい

うことですが、大方、精神科に通いましたら、もちろん医師による診察、お薬の処

方、これは基本的なことなんですけれども、あと臨床心理士さんによる心理療法、

カウンセリングを医師による診察とお薬の処方にカウンセリングを加えることによ

って、病状はより改善させることができるわけです。 

  そこで、姫路北病院と先生方、連携してくださっているわけですが、臨床心理士

さんにも来てもらって、希望者にはカウンセリングもできるようにしていくべきで

はないかと考えますが、いかがでしょうか。 

○議長（実友 勉君） 志水総合病院事務部長。 

○総合病院事務部長（志水史郎君） 私どもも臨時職員で臨床心理士も雇用させてい

ただいております。臨床心理士の主な業務と申しますと、種々の心理テストを用い

まして、心理査定技法、面接査定を行う。目的としましては、療育手帳とか、精神

障害福祉手帳の取得のための心理テストというのが一つの目的で、そういうテスト

をしていただいた上で、そういう機関への手帳交付に向けた働きをしていただいて

おるのが現状でございます。 

  病院の施設基準としましても、今のところこれが業務的に最低ラインでしていた

だける業務ということで、採用、臨時で必要時に来ていただいている状況ですので、
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常勤で常におっていただくのが非常に効果があるということは認識しているのです

が、先ほど申しましたとおり、医師が常勤でない週３日という状況での中で、診療

を行っているということでございますので、その点、心理士の増強につきましても、

なかなか難しいということで御理解をいただきたいと思います。 

  以上です。 

○議長（実友 勉君） ３番、山下由美議員。 

○３番（山下由美君） 宍粟総合病院の非常勤の臨床心理士さんのお仕事の内容はわ

かったのですが、私の言っておりますのは、姫路北病院から来てくださる医師と同

じく北病院から臨床心理士さんに来てもらうということが大事なわけなんです。医

師と臨床心理士さんは連携して、その患者さんの状態とかをお互いに話し合いなが

ら、協力して改善するということになっておりますので、姫路北病院のお医者さん

とともに、姫路北病院の臨床心理士さんにも来ていただいて、カウンセリングをす

るということができたら、生きづらさを抱えておられる方たちの病状が改善される

ということが期待できるのではないかと考えますので、そのように質問しておりま

すが、いかがでしょうか。 

○議長（実友 勉君） 志水総合病院事務部長。 

○総合病院事務部長（志水史郎君） 先ほど申しました、私どもの施設基準の中での

業務のやっていただきたい業務につきましては、先ほど申し上げましたとおりでご

ざいます。姫路北病院から先生とセットで臨床心理士にも来ていただくということ

になりますと、また一つ業務の幅が広がる、これは当然、いいことだと思いますが、

その点につきましては、内部で十分再度協議しまして、可否決定して対応していき

たいと思いますので、今現在、正確な御回答はちょっとできませんが、今後の課題

として捉えております。 

  以上です。 

○議長（実友 勉君） ３番、山下由美議員。 

○３番（山下由美君） 近隣市町と比較しても自殺率が高いと言われております宍粟

市においては、本当に身近で気軽に通院できる、この公立宍粟総合病院の精神科の

充実というのは必要不可欠でありますので、その辺よろしくお願いいたします。 

  終わります。 

○議長（実友 勉君） これで、３番、山下由美議員の一般質問を終わります。 

  続いて、浅田雅昭議員の一般質問を行います。 

  ８番、浅田雅昭議員。 
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○８番（浅田雅昭君） ８番、浅田でございます。発言許可を得ましたので、今回は

二つの項目につきまして質問をいたします。 

  まず今回、質問の趣旨でございますけれども、少子高齢社会、また人口減少社会

に応じた、いろんな方策の検討が必要ではないかというのが質問の趣旨でございま

す。少子高齢化、人口減少に伴いまして、これまでそれぞれ自助・共助で対応でき

ていたことがだんだんできなくなってきている。いわゆる所有者や管理者が第一義

的責任を有しているということは、これは言うまでもないことですが、その責任を

果たそうとしても、なかなか困難な状況になってきている。このような状況は、今

後ふえてくるということが想定されます。 

  安全・安心な暮らしを守るために、このような状況にどう対応していくのか。こ

れまでの考え方、取り組みを踏襲するのではなく、社会の変化に応じた方策の検証

が必要であるというのが今回、質問の趣旨でございますので、その点でよろしくお

願いしたいと思います。 

  前段が長くなりましたけれども、１項目め、ため池の保全対策の推進でございま

す。いわゆる農家の減少、ため池管理者の高齢化に伴いまして、ため池の管理が困

難な地域も出てこようかと思います。また今後もさらにふえてくるということが懸

念されます。 

  ため池は農業用水だけでなく、治水機能を有していると、このことについては、

既に御承知のとおりでございます。頻発する豪雨災害や、特に宍粟市においては山

崎断層帯を抱えておりますので、地震災害等、これら自然災害から地域を守るため

にも、ため池管理者だけでなく、広域的機能を地域でどのように維持するかと。広

域的機能を地域で維持するという新たな仕組みづくり。あるいはそのための行政の

支援の構築、こういうことが今後、必要になってこようかと思います。お考えをお

伺いいたします。 

  ２点目、ひとり暮らし高齢者等への生活支援の実施についてです。今回は上水道

の環境を取り上げさせていただいておりますが、上水道につきましては、地震災害

等々、災害対応も含めまして、管路の整備・更新等、安全で安定した水道供給に努

力していただいております。ありがとうございます。 

  特に、個人宅内におきましては、冒頭申し上げたとおり、個人が責任を持って水

道施設の維持管理に努める。これは当然ではありますが、高齢者だけの世帯の中に

は、ややもすれば対応が困難な世帯もございます。今、水道メーターの検針時にお

きまして、漏水が疑われるときにはその旨御連絡をいただいておりますけれども、
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個人で対応が困難な世帯においては、その後の対応は非常に難しい。その後の対応

としては、できれば市の職員が漏水箇所を特定するなどの生活支援を実施していた

だけないだろうか。できるだけ配慮した対応をしてただければ、ひとり暮らし高齢

者等にとっては、どれほどありがたいことかわかりません。こういったことについ

ても、お考えをお伺いいたします。 

  以上、２点でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（実友 勉君） 浅田雅昭議員の一般質問に対し、順次答弁を求めます。 

  福元市長。 

○市長（福元晶三君） それでは、浅田議員の御質問を２点いただいておりますが、

私のほうからは、１点目のため池保全について御答弁させていただきたいと思いま

す。ひとり暮らしについては、担当部長から御答弁いたします。 

  先ほどあったとおりでありますが、いわゆる今日的な状況の中で、社会の変化に

的確に対応するのはあらゆる分野に必要になってきているところでございます。そ

こで、特にため池保全についても、今日的な課題の中で、先ほどおっしゃったとお

り、高齢化の中で、なかなかため池を健全に守っていくことが非常に厳しいという

状況もつぶさに認識しておるところでございます。 

  そういう中で、まず現状でありますが、宍粟市内には53カ所の農業用ため池があ

るところであります。定期点検や耐震診断結果をもとに、順次、整備計画及び工事

の実施を進めているところであります。 

  ため池の管理は、主に地元の水利関係者が行っていただいておりますが、御指摘

のあったとおり、農業従事者の高齢化や、あるいは後継者不足によって、ため池を

適正に管理することが非常に困難な状況となっているところであります。 

  また、ため池を取り巻く周辺環境の変化によりまして、場合によって、事故等、

特に水難事故の発生をこれまでしておりました。そういう観点でもっても、水難事

故の防止対策、さらにまたごみの不法投棄等の環境衛生対策、それから有害な外来

種の対策、利用されなくなったため池の廃止手続等々、解決すべき課題もたくさん

あるところでありまして、より一層ため池の保全ということについては、厳しい状

況にあると、こういうことであります。お話のあったとおり、ため池には農地を潤

す用水機能だけでなく、集中豪雨の洪水発生を抑制する機能をあわせ持つ重要な施

設であります。特に宍粟市内のため池は、山間部の谷合いにありまして、下流に位

置する住宅等への被害防止を備えた防災減災対策上、重要な施設となっております。  

  また豊かな自然や景観の提供にも大きな役割を果たすため、ため池は、心の豊か
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さが求められるこれからの時代においても、貴重な地域財産とも言えるのではと、

このように思っているところであります。 

  農業用水の確保を目的として、古くより先人がつくられた人工の池であるため池

を良好な状態で次世代に引き継ぐために、その価値を再認識し、地域の貴重な財産

として保全管理をしていくためには、ため池管理者、地域住民及び行政の役割分担

をそれぞれ明らかにする中で、またそれぞれの立場で取り組みをしていく必要があ

ると、このように考えております。現在、宍粟市におきましても、国や県の補助事

業、あるいは多面的機能支払交付金事業、さらにまた市単独土地改良補助事業等々

を活用して、地域全体で守り、育てていく、こういう観点の中で保全対策の推進に

も努めているところであります。そういう中で、今日的な現状を鑑みたとき、新た

な仕組み、それに対する行政の支援ということでありますが、なかなか新たな仕組

みということも非常に厳しい状況でありますが、守っていただいている皆さんや今

後の将来についても十分これから議論を積み重ねて、どうやってそのため池を保全

していくかということについては、本格的な議論を将来に向かってする必要がある

と、このようなことを考えております。そういう中で市としての役割を明確にして、

場合によって、しん酌も必要ではないかなと、こんなふうに考えておりますが、現

状では、先ほど申し上げたような補助事業等々を活用して、ぜひ保全に努めていき

たいと、このように考えております。 

  以上であります。 

○議長（実友 勉君） 花井建設部長。 

○建設部長（花井一郎君） 私のほうからは、ひとり暮らしの高齢者の漏水箇所特定

における生活支援についての御質問にお答えさせていただきます。 

  漏水箇所を発見するためには、壁や土間コンクリートなどの個人資産に、穴を開

けたり、取り壊しを行いながら、特殊な機材により漏水箇所を絞り込むということ

になります。ですから、専門知識が必要となりますので、このような特殊業務を職

員が実施することは極めて困難と考えております。 

  また、箇所特定後の復旧工事のことも考え合わせましたら、当然専門業者のほう

に宍粟市の指定給水装置事業者に直接依頼していただくことが最も効率的でよいで

はないかということなので御理解をお願いしたいと思います。 

○議長（実友 勉君） ８番、浅田雅昭議員。 

○８番（浅田雅昭君） わかりました。いろいろちょっと難しいというか、対応が困

難なことをきょうは質問させていただいておりますので、きょうで解決するという
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ふうには思っておりません。 

  その中でため池について、再質問ということでさせていただきます。 

  防災計画上は、54カ所あったんですけれども、数は別といたしまして、それぞれ

市内にあるため池の全て利用状況とか、保全状況というのは、既に把握されておる

と思うんですけれども、その辺の状況はいかがでしょうか。 

○議長（実友 勉君） 名畑産業部長。 

○産業部長（名畑浩一君） これ、計画につきましては、計画といいますか、状況の

確認につきましては、平成26年からため池等の現地を確認いたしまして、耐震性に

不備があるとか、十分耐震性があるとか、こういったことをそれぞれの池、53池に

ついて調査して、計画等に反映させております。 

  以上です。 

○議長（実友 勉君） ８番、浅田雅昭議員。 

○８番（浅田雅昭君） 今年、県のほうも西日本豪雨の中で、広くため池の決壊とい

う、宍粟市はないんですけれども、ほかのところでもあったようですので、ため池

の一斉調査というのもされておるかなというふうに思います。聞くところによりま

すと、今回の調査対象がかんがい受益面積の0.5ヘクタール未満ということではあ

ったんですけれども、今お話を聞いて、それぞれ平成26年度以降、それぞれ全てを

把握しているということでございますので、この状況については、しっかりと把握

をしていただきたいということと、それから御答弁いただきました計画的に整備を

進めているということでございます。これまでもこういうふうに計画的にため池の

整備が進められてきております。県のため池整備５カ年計画におきましても、宍粟

市の８つの池で、今そういったことで対策工事、緑化対策工事がされておるんです

けれども、今ありましたように、全ての状況の調査の中で、今整備工事が進められ

ておるもの以外で、今後やはり老朽化対策が必要なため池というのはどのくらいあ

るのでしょうか。 

○議長（実友 勉君） 名畑産業部長。 

○産業部長（名畑浩一君） 先ほど申しましたとおり、調査期間で調査しまして、今

回の耐震性不備と判断された池が８池ございまして、この８池について順次平成33

年までかけて、順次整備計画を立てているところでございます。 

  以上です。 

○議長（実友 勉君） ８番、浅田雅昭議員。 

○８番（浅田雅昭君） そうすると、この８池の整備で全ての池は完了するというこ
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とで理解してよろしいでしょうか。 

○議長（実友 勉君） 名畑産業部長。 

○産業部長（名畑浩一君） はい、現在のところ、そういう計画でございます。ただ、

今後これで全部全て終わりということではございません。今後経年によって施設等

も古くなってまいりますので、そういったことにつきましては、順次点検等を実施

して、必要であれば改修といった形になるのではないかなと考えております。 

○議長（実友 勉君） ８番、浅田雅昭議員。 

○８番（浅田雅昭君） ため池、それぞれ古い歴史の中でつくられてきて、それぞれ

の時期に適切に保全されてきたという経緯がございます。今市長のほうからもあり

ましたように、次代への継承ということも言われました。兵庫県が平成27年にため

池の保全等に関する条例を大幅に見直しがされております。その条例に基づきまし

て、県は今、ため池の保全等に関する推進方針というのが策定されておりまして、

それぞれ県下で進められておるところでございますけれども、その基本方針として

は三つが掲げられてありました。一つが守る、それから生かす、つなぐということ

で、守るというのがそのとおり適正な管理ということですね。それから生かすとい

うのが多面的機能の発揮の促進ということ、それからつなぐというのが次世代への

継承、やはり今後ため池というのは必要な部分もございますので、次世代への継承

というのは、非常に重要な部分になってきます。それぞれのその適宜の常に保全と

いうこと、管理が非常に大事だと思うんですけれども、やはり県の条例に基づきま

した市の推進方針といいますか、そういうふうなものの策定というのは、どのよう

になっておるのでしょうか。特に東播磨では、平地でため池があるんですけれども、

宍粟の場合は、山間の谷間にございますので、なかなか生かすというのが非常に難

しいかなと思うんですけれども、いわゆる県条例の趣旨に基づいた宍粟市としての

推進方針の策定のお考えと、今進んでおればその状況などもお聞かせください。 

○議長（実友 勉君） 名畑産業部長。 

○産業部長（名畑浩一君） 議員がおっしゃるように、53池についてですけれども、

当然山間部にございまして、今考えているのは、県の方針等に基づきまして、整備

というところに重きを置いております。ただ、議員がおっしゃるように多面的機能

であったり、その池を活用した地域の潤いといいますか、ゆとりといいますか、そ

ういった空間でもございますので、そういったところは今後検討していかなければ

ならないものと考えております。 

  ただ、それを進めるに当たっての具体的な計画とか、ビジョンといったものは、



－214－ 

まだちょっと整備しておりませんので、そういったものについても今後研究してい

かなければならないと考えております。 

○議長（実友 勉君） ８番、浅田雅昭議員。 

○８番（浅田雅昭君） 冒頭述べましたように、管理責任は当然第一義的には、それ

ぞれの所有者、管理者にございます。それは重々承知の上でございますけれども、

やはり特に山崎断層帯を抱えております宍粟市にとっては、地震災害というのが非

常に大きく懸念もされます。それから集中豪雨、ゲリラ豪雨でございますので、そ

ういった部分もございますので、特に堤のほうをしっかりしておかなければ、その

下流域といいますか、そういうところに被害が及ぶということでございますので、

今後ともそれぞれため池、管理者と十分連携をとっていただいて、やはり毎年梅雨

時期になりますといろんなところでため池の防災点検というのがございます。また、

そういう地域にありますので、今市長も言われましたように、水難事故であるとか、

逆に言えば、またいろんな勉強の場にもなろうかと思いますので、そんなことも含

めてお願いをしたいなと思います。やはり宍粟の場合は、地形的にもやはり治水対

策、治山対策の箇所が非常に多うございますので、それぞれ防災対策ということで

年次的に、計画的に整備を進めていただいておりますけれども、ため池におきまし

ても、そういう観点から今も現状計画的に毎年3,000万円、4,000万円等々、事業費

を継いで計画的に実施をしていただいておりますので、引き続き保全対策について

も十分お願いしたいということと、それから今言いました今後の推進方針、どうい

うふうにして守っていくのか、管理体制も含めて、計画といいますか、どうするの

かというのも議論を進めていっていただければなというふうに思います。 

  今回、ため池の保全ということと、それから水道の漏水対策等々で上げさせてい

ただいたんですけれども、このことに限らず、やはりいろんな社会の変化、いわゆ

る少子高齢、人口減少でございますので、これまでの行政の考え方であるとか、取

り組み方というのをそのまま踏襲するというのは、なかなかこれは難しい時代にな

ってきているのかというふうに思います。これは私があえて言うまでもなく、行政、

市長以下、それぞれ皆さんもお考えのことでありますので、その点も含めまして、

今後、市民の安全、安心な暮らしを守るための方策の検討、そういう観点の中で職

員全体で進めていただきたい。また、私もこういうことはどうですかということで

いろいろ提案もさせていただきます。今回は、漏水対策、非常に工事面で費用が発

生したりとか、個人の権利の部分もありますので。ただ、どういうふうにしたらい

いのかなという、そういうアドバイスといいますか、この８月の広報しそうの中に
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も漏水の対策についての情報が広報されておりましたけれども、それを読んででき

る人はそれでいいんですけれども、なかなかそうしたらどうするんだというところ

もございますので、もし検針のときに、メーターで見て、ちょっと漏水しているん

じゃないかなというときは、いろんなアドバイスをするとか、そういう対策がやは

りひとり暮らしであったりとか、それぞれ住むに当たっての安全安心というのが、

その辺にも出てくるのかなというふうに思いますので、いろいろ言いましたけれど

も、今回この２点に限らず、再度になりますけれども、社会の変化に対応したそう

いうふうな考え方というのも重々念頭に置いていろいろ議論をしていただきたいと

いうことで、私の質問は、以上で終わります。 

○議長（実友 勉君） これで、８番、浅田雅昭議員の一般質問を終わります。 

  午後３時10分まで休憩をいたします。 

     午後 ２時５５分休憩 

                                       

     午後 ３時１０分再開 

○議長（実友 勉君） 休憩を解き、会議を再開いたします。 

  続いて、榧橋美恵子議員の一般質問を行います。 

  14番、榧橋美恵子議員。 

○１４番（榧橋美恵子君） 14番、榧橋でございます。初めに７月豪雨では、ここ宍

粟市におきましても、甚大な被害がございました。お亡くなりになられた方に哀悼

の意をささげ、また被害に遭われた方々に心からお見舞いを申し上げるものでござ

います。一日も早くもとの穏やかな生活が送れますよう、願っております。 

  それでは、議長の許可をいただきましたので、質問をさせていただきます。 

  １点目でございますが、介護支援ボランティア制度の導入をということでござい

ます。 

  介護予防のためにも「地域でボランティア活動したいが、きっかけがない」とい

う声を聞くことがあります。人は誰かの役に立てたとその自覚した時、大きく希望

が持てるといいます。自分だけでなく、他者の健康や希望の増大に貢献することで、

人の幸福度は増していくことが研究からもわかっています。それが脳にもよく、ま

た健康寿命にもつながってまいります。現在、年金生活の高齢者だけの家族もふえ

ている状況でございます。 

  そこで、デイサービスを利用されている方によりますと介護保険料が高く、その

上利用すると利用料も必要で年金生活者にとっては、厳しいとおっしゃいます。週
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１回程度の利用しかできないということです。こうなりますと誰ともしゃべらない

という日が出てまいります。そうなりますと健康にも悪影響が生じてまいります。

元気な間にボランティアを行い、その活動に対し将来、自分が介護サービスを受け

る際に使えるポイントを与える介護支援ボランティア制度の導入を提案したいと思

います。 

  ２点目でございます。市の消防団に女性部の設置をということです。 

  消防団員の担い手不足が課題となる中、女性消防団員が全国的に増加しつつあり

ます。宍粟市に合併する以前、山崎町消防団に女性消防団員が９名いらっしゃって、

とても活躍されていたと伺っています。そこで、きめ細かな気配りができる女性の

視点を生かし、地域の防災力に力を注いでもらいたいとの思いから、市の消防団に

女性部設置を提案したいと思っております。安全、安心のまちづくりのため、ぜひ

御検討をお願いいたします。 

  最後になります。誕生のお祝いに椅子の贈呈をということです。 

  「子は宝です。生まれてくれてありがとう。君の居場所はここにあるよ」という

記事が新聞で掲載されました。これは、新しい市民となった子どもたちに「生まれ

てくれてありがとう」との思いを込め、居場所の象徴としての椅子を贈る取り組み

でございます。市民の方からもぜひ宍粟市もこの取り組みをしたらどうかという声

をいただきました。私もその記事を読んでおりましたので、とても共感をいたした

わけでございます。当市では本年よりウッドスタート事業が始まったばかりでござ

いますが、君の椅子プロジェクトの思いに熱いものを感じましたので、ぜひ調査研

究する価値はあると思い、提案をさせていただきました。 

  以上で終わります。 

○議長（実友 勉君） 榧橋美恵子議員の一般質問に対し、順次答弁を求めます。 

  福元市長。 

○市長（福元晶三君） それでは、榧橋議員の御質問、大きく３点ありますが、私の

ほうからは１点目の介護支援ボランティア制度導入、このことについてお答えをさ

せていただきたいと思います。あとの２点につきましては、より具体的なこと等々

もありますし、現状のこともありますので、詳しく担当部長から答弁をさせたいと

思いますので、よろしくお願い申し上げたいと思います。 

  特にお話等々ありましたとおり、人の一生涯というのは、それぞれのライフサイ

クルに応じて、成就感、達成感とかいろんなことがあるわけでありますが、生涯を

通じて、やっぱり私たちは、それぞれ学び続けるという姿勢が大事だと、このよう
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に考えております。それぞれの生き方、そのものにつながってくるのではないかな

と、このように考えております。そういう中で介護支援ボランティア制度と、こう

いうことでありますが、介護を支援するボランティアの導入につきまして、お話の

ありましたとおり、元気な高齢者による介護支援活動が単に介護現場の人手不足を

補うということだけではなく、社会の中での生きがいや役割を得られ、高齢者みず

からが介護予防につながっていくことも期待されますと同時に、先ほど冒頭申し上

げたとおり、生きる喜びにつながってくると、このように考えております。 

  過去に宍粟市におきましても、ポイント制による介護ボランティア制度の導入に

ついて検討を行ったことがありますが、本来ボランティアとして行う行為に対する

有償のあり方やポイントの管理が非常に難しいことなどから、慎重に取り扱うべき

との考えに至っております。また現行の介護保険制度におきまして、個人のポイン

トによる将来負担の軽減という手法がなじまないことから国の制度との整合が必要

と思われる部分があります。しかしながら、御提案の内容は、介護予防と費用負担

の軽減という両面において効果的であると、このように思われますので、今後この

ことについて研究を進めていきたいと、このように考えておりますのでよろしくお

願い申し上げたいと思います。 

○議長（実友 勉君） 坂根企画総務部長。 

○企画総務部長（坂根雅彦君） 私のほうからは、子どもの誕生祝いとしての世界に

一つの椅子を贈呈する事業、このことについての御質問にお答えをさせていただき

ます。 

  御存じのとおり、宍粟市では本年度よりウッドスタート事業として、生まれてき

てくれた子どもへの感謝の気持ち、さらには木に触れ合い、木が好きな人に育って

ほしいという願いを込めて、専門のデザイナーが監修し、宍粟産の木材を活用した

木の玩具を誕生祝いとして贈呈する事業を開始をしたところでございます。木の玩

具を誕生祝いとして贈呈することにつきましては、生まれてきてくれたことへの感

謝、さらには人間の五感に与える影響が非常に大きい玩具を通して、木のよさ、ぬ

くもりをより強く感じてもらおうとするものでございます。 

  ウッドスタート事業の考えは、御提案いただいております「君の椅子プロジェク

ト」の思いに通じるものというふうに私もそのように感じております。市としまし

ては、現在進めておりますウッドスタート事業が、贈られた側も喜んでいただける

ものに、そういうような思いをしっかりと持ちながら進めていきたいというふうに

考えております。 
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  いずれにしましても、今御紹介をいただいた事業、私どもが始めようとしている

ウッドスタート事業、いずれも子どもに感謝をし、ともに生きていきましょうとい

う思いを込めたものでございますので、しばらくウッドスタート事業を、この精神

をもとに進めていきたいというふうに考えております。 

○議長（実友 勉君） 富田まちづくり推進部長。 

○まちづくり推進部長（富田健次君） 私のほうからは、消防団への女性部の設置に

ついての御質問にお答えしたいと思います。 

  現在消防団におきましては、消防団員の担い手不足という課題に対しまして、機

能別消防団や消防団の負担軽減のあり方等を含めましてさまざまな御検討をいただ

いているところでございます。 

  御提案、御質問いただきました消防団に女性部の設置をするということにつきま

しては、女性消防団員を設置しております他市町の活動を見ますと、火災予防や啓

発、そういったことが主な活動となっているのかなというふうに思っております。 

  今後、こうしました他市町の事例、それから先ほど御質問の中にもありました以

前、旧山崎町にも女性部があったんだよという、そういった事例などを研究する中

で、女性部の設置につきましても、消防団による検討事項の中で検討していただき

たいと、そういうふうに進めていきたいと思っております。 

  以上です。 

○議長（実友 勉君） 14番、榧橋美恵子議員。 

○１４番（榧橋美恵子君） それでは、再質問をさせていただきます。 

  最初の質問からさせていただきますが、確かにこのポイントを管理するというの

は、とても難しいとは思いますけれども、本当にこれから高齢者もだんだんとふえ

てまいります。ですから、本当に自分がそうなったときに何かあれば安心するかな

と思ったりはしますので、検討の余地はあるかなと思いましたので御提案をさせて

いただきました。 

  アンケートに生活には満足していると答えた人がとても多い中、老後が心配だと

いう人がたくさんいらっしゃっているのは事実でございます。ですから私の老後は、

こういうふうなのでちょっとは安心だよというのも与えていけることも大事かなと

思います。 

  また、地域包括支援センターのスローガンに、「高齢者が地域で生きがいを持ち、

安心して暮らせるまちづくりを目指して」とございます。この高齢者がどんな生き

がいを持って今生きていらっしゃるとお思いですか、お答えください。 
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○議長（実友 勉君） 世良健康福祉部長。 

○健康福祉部長（世良 智君） やはり高齢者の生きがい、私たちもやがてその域に

入っていくわけなんですが、社会の中で自分が生きている中でのそういうステージ

があるということが大事じゃないかなというふうに思います。それが先ほど議員の

ほうがおっしゃっていただいた将来のためのポイントを含めての何かお役に立てる、

そういうことを先にしていくということ、人のお役に立てるということが一つの生

きがいにつながっていくんじゃないかと、私はそういうふうに理解しております。 

○議長（実友 勉君） 14番、榧橋美恵子議員。 

○１４番（榧橋美恵子君） 確かにそうです。人のために私は生きているんだ。人が

喜んでくれることに生きがいを感じる、多分そう思う人がたくさんいらっしゃると

思うんですね。ですからそういうことも踏まえまして、ひとり暮らしの方ってお話

しする機会が余りないじゃないですか。ですからその人のところに行って、話がと

てもお上手の方、楽しい話ができる方っていらっしゃるわけですよ。そういう方に

訪問していただいて、お話をしてあげると、お話の相手をしていただく、そういう

ことも一つ大きな、その方が本当に楽しく過ごす、またお話しされる方も生きがい

を感じるでしょうし、だから両方ともとてもすごいことです。また小物づくりが好

きだったり、上手だったり、そういう人もたくさんいらっしゃるわけですよ。そう

いう方がまたおひとり暮らし、二人暮らしの方のところに行って、一緒につくろう

とか言って、そういう時間も私は両方ともとても必要なことかなと。これからの高

齢社会を迎えるに当たって、大事なことかなと思うんですね。日々のそうした積み

重ねが私は本当に生きててうれしいなと。それぞれが生きがいを感じる地域になっ

ていけるんじゃないかなと。そのポイント一つ一つに、一つの手帳をつくりまして、

ずっとポイントをつけてそれを管理していただいて、後ほど使うときが来たら、そ

れを使う。使わないで一生を送る方もたくさんいらっしゃってはいるんですけれど

も、どうしても介護保険が必要になってくる人もたくさんいらっしゃるわけでして、

そういうまちを本当にみんなで見守っていく。それが地域包括支援センターの一つ

の大きな役目ではないかなと思っておりますので、そういう点ではいかがでしょう

か。 

○議長（実友 勉君） 世良健康福祉部長。 

○健康福祉部長（世良 智君） ただいまのお話にありましたように、誰かのお役に

立てることができて、生きる希望につながる、そういうことが健康寿命の延伸につ

ながる、これは私も同感でございます。その中で、そのポイントをためて、それが
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将来に役に立つということは本人にとっては、安心感につながるということでござ

いますが、市長のほうの御答弁にもありましたように、今の介護保険制度の中で、

そういったポイントを将来何年も先に使うというのは、制度上ちょっとできないと

私は思います。 

  それからこのポイントそのものについても、人のお役に立てるという、そういう

仕組みをつくっていくことが私は大事だと思うんです。ただ、それにポイントをつ

けて、金額でお返しするということが、それが本人の意識の中で、果たしていいの

かなという、実際に近隣市町の例などをお伺いしましたが、やはりボランティアさ

れている方はそのポイントであったり、金額については、余り関心は示しておられ

ないというような実態もお伺いをしております。ですので、そういう活動は進めて

いくべきだと、このようには考えております。 

○議長（実友 勉君） 14番、榧橋美恵子議員。 

○１４番（榧橋美恵子君） そういう意見もございます。上郡町におきましては、50

のマスがありまして、いろんな健康的なことをする、またいろんな人にお役に立て

ること、そんなことに全部ポイントがつきまして、それがいっぱいになりましたら

1,000円を差し上げますよという仕組みもあるわけですので、それをそのときに

1,000円いただくのか、また後ほど、そういうのが利用できるときに使うのかとい

うのがあると思うんですね。そういう方法もありまして、本当に高齢者が、本当に

たくさんいらっしゃる高齢者が地域で生きがいを持ち、安心して暮らせるまちづく

りが、本当に言葉だけでひとり歩きをしていくような、そんなまちになってはいけ

ないと思うので、本当に横のつながり、いろんなつながりをいっぱい持ちながら、

本当に寂しいなと思う高齢者が１人もあってはいけないと私は思うんです。本当に

置き去りにしない社会というのを政府も言っているんですけれども、一人一人が全

部、誰かが見回って、本当に役に立って、どこかでつながっていく、そういう社会、

まちでありたいと思いますので、御提案をさせていただきました。もし、今後そう

いうことをまた研究調査されることがありましたら、また頭に入れておいていただ

きたいと思います。 

  ２番目ですけれども、消防団に女性部をつくるのはどうかといいましたのは、私

は、3,000人もいない町に住んでいるんですけれども、その町にこの女性部がいる

んですね。去年、操法の全国大会に行きまして、47都道府県の全部の代表が出てく

るんですけれども、６位に入ったと、とても喜んでおりまして、そういう点からも

やっぱりまちに、そういう男性の消防団というのは、本当にこの間の災害なんかも
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すぐ出動するわけですよ。本当に足元のことってなかなかできないことも多いです

ね。私が災害のときに回らせていただいたときに、土のうが必要だというおうちが

たくさんありました。消防団員の方に聞きましたら、ストックが全然ないんだとお

っしゃるんですね。私は、そういうときに、女性の消防団員がいたら、早速土のう

をつくって、配付していくという、本当に身近なことができるんじゃないかなと思

いました。もちろん消防団もしてくださるんですけれども、さあといったときに、

手が足りません。ですから、そういうときにあったならいいかなと思いました。そ

ういうのもありますので、ぜひ検討いただきたいなと思っております。 

  最近、香川県のさぬき市も女性消防団を結成されたとお聞きいたしました。ここ

では、救命措置の知識をまず身につける。そして防火・防災の啓発運動していく。

また住宅用火災警報器の設置がなかなか宍粟市もまだ啓発ができていないと思うん

ですけれども、その設置率の向上などにも取り組んでいくというふうなこともして

いるんですね。ですから本当に市民の安心・安全のために、本当に女性の力で手助

けをしたい。そういう思いから女性部が結成されたとお聞きをいたしました。その

点いかがでしょうか。 

○議長（実友 勉君） 富田まちづくり推進部長。 

○まちづくり推進部長（富田健次君） まさに女性の視点というんですか、女性がお

持ちのソフトな視点というんですか、そういったものが今後の安全・安心のまちづ

くりに生かされるということも考えられます。そういったこともございまして、先

ほど答弁させていただいたんですが、検討事項の中に入れていただいて、また先ほ

どのさぬき市の取り組みなんかもちょっと研究をさせていただいて、検討事項とし

て検討していただくように、提案というんですか、情報提供もさせていただきたい

と思っております。 

○議長（実友 勉君） 14番、榧橋美恵子議員。 

○１４番（榧橋美恵子君） よろしくお願いいたします。 

  そしてもう１点、地震がありましたときに、大阪でありましたときに、家具の下

敷きになって亡くなられた方がたくさんいらっしゃったとお聞きをいたしました。

高齢者のひとり暮らしの方がふえていくわけですよね。そうしますと、なかなか家

具を固定したりというのが難しくなってまいります。そういうおうちに訪問させて

いただいて、ちゃんと固定をしてあげるという、そういうお手伝いも女性ならでは

できるじゃないかなと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

  それでは最後の「君の椅子プロジェクト」でございますけれども、先ほど部長が
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おっしゃったように、宍粟市におきましては、本年からウッドスタート事業が開始

をいたしました。昨日、私あそこに赤ちゃんが誕生しているなと思いまして、伺っ

たら、その子は３月に生まれていたんですね。ですから、このウッドスタート事業

には入っておりませんで、しーたんが描かれたバスタオルをもらったんだと、それ

もとてもよかったんですけれども、木はいいねとおっしゃっておりましたので、本

当にすごい取り組みをしてくださるなと、喜んでおります。 

  最後になりますけれども、この君の椅子プロジェクトが誕生したきっかけをちょ

っとここで言わせていただきます。 

  子どもの命がないがしろにされている事実、家庭での虐待や学校でのいじめなど、

子どもの人格、人権が損なわれる事件が後を絶ちません。子どもは地域の宝、世界

の宝、新しい宝を大切に育み、次の世代へつないでいくことで、人間社会は循環し

ていきます。子どもは宝の存在、この当たり前の理念を実践する地域社会の力は残

念なことですが、過去のものとなりつつありますというふうにおっしゃっていたん

ですね。なぜ椅子なのか、椅子でなければならなかったのかということで、数年し

か座れない小さな椅子ですけれども、子どもたちはやがて椅子の存在さえ忘れてし

まうかもしれません。私たちはそれでもいいと思っています。人生にはさまざまな

壁が立ちはだかります。何のための人生なのかと寂寥感にさいなまれたとき、自分

の傍らにある小さな椅子を見詰め、ふと気づくかもしれません。この椅子は私がこ

の世に誕生したことを肯定してくれた証だと。私は多くの人に支えられていきてき

たという思いがあれば残りの人生を生き抜く力になるかもしれない。そういう思い

で、この椅子が誕生したとお聞きいたしました。宍粟市におきましても、この小さ

な小さな木のおもちゃが子どもたちにとって、永遠に忘れることのないおもちゃに

なっていきますよう願っています。 

  以上で終わります。 

○議長（実友 勉君） これで、14番、榧橋美恵子議員の一般質問を終わります。 

  続いて、今井和夫議員の一般質問を行います。 

  ５番、今井和夫議員。 

○５番（今井和夫君） ５番、今井和夫です。皆さん、お疲れのことと思いますけれ

ども、いよいよ最後でありますので、あとしばらくおつき合いのほどよろしくお願

いいたします。 

  まず初めに、本当に７月の豪雨の災害のときには、お亡くなりになられた方、被

災された方に心よりお悔やみとお見舞いを申し上げます。 
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  また、行政の皆さん、あるいは消防団の皆さん、社協の皆さん、本当にすばらし

い働きというか、動きをしていただきましたことを本当に先ほども議員の方が言わ

れていましたけれども、まだまだ宍粟市はすごい力があるなというのを本当に実感

させていただきました。今からもどんどん災害があると思うんですけれども、まだ

まだ御苦労が多いと思いますけれども、何とぞよろしくお願いいたします。 

  それで、また農業のことばかり質問させていただくことになります。何で農業の

ことばっかりなんやということをちょっと後で向こうでもしゃべらせてもらいたい

なというふうに思っております。とりあえずここでまず二つ質問だけ読ませていた

だきます。 

  まず一つ目です。災害時の農業施設補修の地元個人負担のさらなる低減をという

ことで、災害時の農業設備の復旧に関して、受益者負担という考え方で地元や個人

負担も求めています。しかし、現在の農業において受益している者はほとんどなく、

皆、何とか農地を守らなくてはという思いだけで動いているのが現状だと思います。

そこに、地元や個人負担を求めるとなれば、さらに耕作放棄を加速する可能性が大

きいと思われます。そこで特に多額の個人負担が必要となるような場合などへ、さ

らなる支援策を考えていただきたいということが一つ目です。 

  そして二つ目、これはここでよく話題にさせてもらっていることですけれども、

宍粟北みどり農林公社へ助成を出し、農地を守ろうとする施策についてです。 

  米・麦・大豆等の土地利用型の農地を守る農業は公的助成がなければ経営できな

いのが現状です。そういう状況の中で、市長におかれては、宍粟北みどり農林公社

に助成を出し、担い手を新たに雇用し、これからの宍粟の農地を守っていこうとす

る施策をとろうとされています。これは全国的にもまれな非常に画期的な施策だと

思います。そこで伺います。 

  これは、農地を守るための担い手をつくるためのそのための雇用するための助成

です。「技術が習得できれば、ひとり立ちしろ」とはならないものです。今後、農

地を守るためにはずっと雇用し続けなければならない、ずっと助成し続けなければ

ならない制度となるものです。そのあたりの市長の思いや決意をお聞かせいただき

たい。 

  二つ目、また、現状では一宮町下野田の公社周辺の農地に限られてしまいます。

今後、宍粟各地の農地を守るために、各地に支所をつくり、地元で若者を雇用する

ことにより担い手をふやしていく必要があるかと考えますが、その考えはおありで

しょうか。 



－224－ 

  最後に三つ目、地元で若者を雇用する場合、地元を支えるという視点も求めれば

よいのではないかと考えます。つまり例えば、地元の消防団に入団して活動する。

あるいは地域のさまざまな行事・イベントへの積極的な参加、あるいは高齢者宅の

除雪やケアなども積極的に行う等を採用条件にすればと考えますが、いかがでしょ

うか。もちろん、あくまでも農作業に支障のない範囲でということになると思いま

す。 

  以上、とりあえず大きく三つ質問させていただきます。どうぞよろしくお願いい

たします。 

○議長（実友 勉君） 今井和夫議員の一般質問に対し、順次答弁を求めます。 

  福元市長。 

○市長（福元晶三君） それでは、今井議員の御質問、大きく２点でありますが、私

のほうからは、宍粟北みどり農林公社の関係のことについて、御答弁申し上げたい

と、このように思います。 

  １点目のさらなる個人負担の軽減については、担当部長からまたお答えすると思

いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

  宍粟北みどり農林公社の関係でありますが、私、農業政策を推進する市の立場と

して、市長という立場と、一方宍粟北みどり農林公社の理事長という立場がありま

す。決して使い分けをするということではないのでありますが、私はかねてからお

話をしていますとおり、宍粟市に幸いなことにああいった公社を先人がつくってい

ただいて、何とか農地を守ろう、農業を通じていろいろなことをやっていこうとい

うことについては、大変感謝をしておるところであります。 

  県下でもこういった事例は、単独ではないところでありまして、非常にありがた

いことでありますし、同時に公社自体も守っていかなくては、引き継いでいかなく

てはならない、そんな思いであります。市長の立場と公社の理事長の立場、ひょっ

としたら入りまじるかもわかりませんが、できるだけさびわけながらと、こういう

ことで思っております。 

  そういう観点でありますが、かねてよりいろいろ御質問いただいて、特に農業の

所得補償、個人補償のことについて、昨年来より私も市長会があったり、あるいは

農業関係の研究会等々にも参加する機会がありますので、その都度お話をするんで

すが、大変申しわけないところでありますが、なかなか前へ行っていない状況であ

ります。私も宍粟北みどり農林公社の現状も県や、あるいは、同じ市の立場の方に

お話をする中で、なかなかこういう公社を持っている市町が余りありませんので、



－225－ 

ちょっと深く議論はできないところでありますが、これまでも答弁申し上げておる

とおり、その要請、特に国への役割、あるいは国の果たすべき役割については、さ

らに強固に声を上げていく必要があるだろうと、このように考えております。ただ

大変申しわけないんですが、今現段階では、まだまだ小さな声だと、私自身も感じ

ておりますので、ぜひまたお力添えをいただきたいと、このように思っております。  

  そこで宍粟北みどり農林公社につきましては、昨年から御答弁申し上げていると

おり、一つには農業の後継者を育成するという観点と同時に、あわせて冒頭申し上

げたとおり、宍粟北みどり農林公社そのものも将来につないでいかなくてはならな

い、こういう観点から人材育成という視点で、市として宍粟北みどり農林公社へ支

援をしていきたいと。公社として人材育成の役割を担っていくと、こういうスタン

スが現段階ではいいのではないかなと、このように考えておりまして、今、公社の

事務局長とも、あるいは担当部局も一体になりながら、募集のあり方等々について、

いろいろ検討を加えておりまして、間もなく募集に入っていくだろうと、このよう

に考えております。ただ、当面来年の４月からの予定でありますが、当面今、１名

がいいのか、２名がいいのか、３名がいいのか、こういったことについて今議論を

しているところであります。私は、当初でありますが、複数人が妥当ではないかな

ということで、今提案は申し上げているところであります。 

  一方、公社の理事会にもこのことは諮っておりまして、理事会としてもぜひそう

いった方向で検討を加えてほしいということは、理事会では協議をしております。

そういう中で市としてその支援をどうするかということについて、今後さらに具体

的に詰めていきたいと、このように考えております。 

  そういう中で１点目の助成し続けなければならない制度となるがということで、

それについてどう思っているかということで、その決意なんですが、私はこの立場

でいる以上、この制度については、続けていきたいと、このように考えております。

ただ、農業の政策というのは、非常に動きがありまして、国もそうでありますが、

いろんなところで制限がかかったり動いたり、あるいは人が変われば動いたりして

おりますが、そんなことにならないような、盤石なところにより強固な基盤を私は

つくり上げていく必要があるだろうと考えておりまして、そういう意味では１年次

が非常に重要だと、このように考えております。私は今のところ、そんな決意であ

ります。 

  それから２点目の一宮南部の公社周辺に限られてしまうということでありますが、

これはまた理事会の中でもいろいろ議論しているところでありますが、例えばであ
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りますが、千種、あるいは波賀の北部の人たちがいろんなことを頼みたいと言って

も、現実公社も一定の収益を上げるという観点からしますと、なかなか千種、ある

いは波賀の北部へ、その役割を持っていくのは、現状では非常に厳しい状況があり

ます。幸いにして、宍粟北みどり農林公社については、今のところ順調な経営で進

めていただいておるところでありますが、これまた将来なかなか不安要素もありま

す。そういう中で私は今のこの立場において、いろいろ考えておりますのは、どう

しても宍粟市は広い、時間的なこともありますので、一定今後、例えば千種、ある

いは波賀を含めてでありますが、場合によって一宮の北部地域もなる可能性もあり

ますが、私はある程度の支所的なものをつくっていく中で、農家の皆さんの農地を

守っていく、こういう役割もいずれこの公社が担ってくるだろうと、こう思ってお

ります。ただ、今の段階ではなかなかそうもいかないこともありますので、いずれ

理事会の中で、こういった議論をまた醸し出して、今後の方向を探っていく必要が

あるだろうと、このように考えております。ただ、市としては、いずれにしても、

農家を守ったり、あるいは市内での安定的な供給を含めて、非常に重要な役割を公

社は担っておりますので、ぜひそういう観点は必要だと考えております。今後理事

会の中で、こういった議論ができるように、できるだけ早く議論が進むように進め

ていく必要があると、このように考えております。 

  そういう中で、３点目の雇用する場合に、消防団とか、あるいはイベントへの参

加とか、こういうことが現状の募集要項の中で、そういったことがうたい込めるか

というと、現状はなかなか厳しいのではないかなと、このように考えております。

例えばの例でありますが、地域おこし協力隊を募集をさせていただいて、ある青年

は、地域になじむために、あえて消防団に入団をしてくれましたし、いろんなさま

ざまな地域の行事にも参加をしてくれました。私はそういういろんな意味では、そ

の地域とのつながりとか、地域の状況をつぶさにする中で、こういうことも大事だ

と思いますので、募集の要件に入れるというのは、非常に難しいですが、もしそう

いう若い人たちが応募をしていただいて、そこで働いていただくとなった場合に、

そういったことについては、いろいろ啓発なり、いろいろな形で努力をしていく必

要があるだろうと、このように考えております。 

  したがいまして、募集要項の段階ではこういうことが現在のいろんなことでは難

しいのではないかなと、このように考えております。 

  以上であります。 

○議長（実友 勉君） 名畑産業部長。 
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○産業部長（名畑浩一君） 私のほうからは、災害復旧事業に伴う受益者負担金の低

減についての御質問にお答えしたいと思います。 

  まず、災害復旧事業に伴う受益者負担金の低減についてですが、市が施工する災

害復旧事業も含め農業関係事業においては、当該事業によって利益を受ける者、い

わゆる受益者から、その施工に要する費用に充てるため分担金を徴収することを宍

粟市分担金等徴収条例に規定しております。議員が言われるように、現状の農業農

村環境は、農業従事者の高齢化と後継者不足により、適正な管理がなされていない

ままの農地が増加していると思います。さらに事業実施に伴う受益者負担金がさら

に耕作放棄地を加速させる可能性も否めません。しかし、一定の利便性を確保して

いくためには、やはり受益者に対して、適切に負担を求めていくことは避けられな

い状況になっていると考えております。ただ、しかしながら、遊休農地の増加や離

農の問題は、宍粟市の直面する非常に大きな課題でございます。多角的な対応が必

要であり、今後も隣接市町、類似団体等との比較検討を行いながら、社会の経済情

勢の変化、先ほども質問にもありました社会行動の変化に対応した受益者負担のあ

り方や農業・農村が有する公共性機能に関して、一定期間での検証とあわせて負担

軽減について検討を行い、市民に理解されるよう十分に説明していきたいと考えて

おります。 

  以上です。 

○議長（実友 勉君） ５番、今井和夫議員。 

○５番（今井和夫君） ありがとうございました。 

  それでは、まず先ほどもちょっと言いかけておりました、なぜ農業ばっかりとい

うところなんですけれども、それは一つは、私いつも言っておりますように、本当、

農地が荒れてしまったら特に農村地帯というのは、本当に人が住めないところにな

ってしまうと思います。それがまず一つ、それは今までずっと言わせてもらってい

たところなんですけれども、それと同時に、最近本当に思うんですけれども、例え

ば、私の住んでいるところでも、今年の４月から田んぼ、稲をつくらなくなった農

地もやっぱり何枚もあります。毎年のようにふえていっています。これって本当に

ひょっとしたら日本民族の自殺行為じゃないかなというふうに、最近つくづく思う

んです。恐らく多くの方、お孫さんがおっての方がいっぱいおられると思うんです

けれども、私もおるんですけれども、孫が生きている間に、このままの日本の状況

でいけば、僕は必ず飢えるときが来るんちゃうかなというふうに思うんです。１億

2,000万人、これだけだんだん人間も減っていく。でも１億人以上がおる、この国、
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大きな国の食料を簡単に外国に任せたらいいわと、外国から買えばいいわなんて、

そんなことを簡単に思うような民族は、これ日本人だけじゃないかなというふうに

思うんですね。これだけ異常気象がどんどん続いていく中で、外国に今委ねている

ところが確実にずっとつくれるなんていう保証は全くないわけです。世界の人口、

日本の人口が減っていっても、世界の人口はどんどんふえています。今73億人ぐら

いですか、2050年には大方100億人ぐらいまでいくんじゃないかというふうにも言

われています。人口はふえる。気象は荒れる。そして今、頼んでいるようなところ

というのは、どんなつくり方かといったら、農薬と化学肥料をばりばりぶち込んで

つくっているんです。そんなつくり方が、しっかりした安定的なつくり方が続くは

ずがないんです。それでいったら、本当に私たちの孫は、これは本当に冗談じゃな

しに、きっと食料が入ってこない。お金を何ぼ出しても食料が入ってこない時代と

いうのがきっと来るんじゃないかなと思うんです。だけど、今、どんどん耕作放棄

地がふえていっています。そのときに、例えば10年、20年すれば、本当にやぶにな

り、森になってしまいます。もう田んぼには戻せない、そんな状況になります。そ

うなったときに、うちの孫が本当に食料が入ってこなくなったら、本当に悲惨な国

になると思うんです。飢え、病気、餓死、奪い合い、殺し合い、そして食料輸出国

の言いなりです。そういうふうになったときに、元田んぼであったところを見て、

誰がこんなことしたんや、何で僕らはこんだけ飢えなあかんねん。誰がこんなこと

にしたんやと、きっと怒ると思うんです。まさに我々が今、今日本に住んでいる大

人たち、まさに今の我々がそれをしようとしていっているわけです。先祖が一生懸

命開拓してつくってきて、我が民族の食料として、自分たちの食料がもちろんです

けれども、それがひいて、我が民族の食料として、しっかりつくってきた農地、そ

れをこの今から20年、30年の間で、どれだけ失ってしまうのか、その責任は本当に

はかり知れないんじゃないかなというふうに思うんです。だから、これは農家だけ

の問題じゃ決してない、全然違うんです。非農家の方、都市の方、日本人全ての本

当は問題なんです。そういう意味で、先ほど言いました私が住む周りの田んぼが今

年も荒れている、荒れてきた、そのことによって、やっぱりまた将来の我々の孫の

暮らしなり、命がやっぱり削られていくんだろうと。その方を責めているんじゃな

いですよ。そういう方は本当に一生懸命やってこられたんです。何とか田んぼを守

らなあかんと思って、今まで必死にやってこられたんです。でも、80歳近くになり、

80歳を超え、もう無理やということで、いよいよ諦められるんです。そこを何とか

していけない、日本というのは何なんだろうなというところを思うので、田んぼの
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ことばっかりいつも言うんですけれども、そういうことで本当にこれは将来のもち

ろん私たちの子どもも、孫もそうですけれども、そのときに、田んぼを持って、う

ちは田んぼがあるからいいよとか、そんなことは絶対通らないんです。国民全部が

飢え出したら、憲法とか法律なんてすぐに変えたらしまいです。農地は公共のもの

だ。供出せえと法律をつくったらしまいです。何ぼ今田んぼを持っておったって、

状況が変わったら、大多数の国民は非農家なんですから、そこがやっぱり法律をつ

くっていくんです。 

○議長（実友 勉君） 今井議員、一問一答ですから、もう少し端的にお願いします。 

○５番（今井和夫君） 失礼しました。そういうことで、農業を僕はいつもどうこう

しているわけです。前段が長くなって申しわけございません。 

  それで、一つ目の質問なんですけれども、農業施設の地元更新負担のさらなる低

減をという部分なんですけれども、今部長のほうから回答があったと思うんですけ

れども、その受益者負担は避けられないんじゃないかという部分と、だけどやっぱ

り時代も変わってくる中で、何とか考えていきたいみたいな部分だったと思うんで

すけれども、本当に先ほども言いましたけれども、今、一生懸命つくられている方

というのは、本当に受益がほとんどないんです。逆に持ち出しだと思うんですね。

そういう中で分担金なり、補助金の場合だったら半分負担ですよね。分担金の場合

は、今は17％ですか。特に今回みたいな激甚災害の場合だったら95％というふうに

なると思うんですけれども、それにしても、やっぱり例えば1,000万円の事業だっ

たら、17％だったら170万円、それが昔のように例えば20人とか、30人とか多くの

人間で割れることができたら農道とか、水路とか公共の部分ですけれども、多くの

人間で割れていけたら、まだましなんですけれども、それこそ国も大規模化という

ことをやっぱり言っているわけだし、割る人間がどんどん減っていくんです、今か

ら。受益がない上に割る人間が減っていったら、負担する者の負担金というのは、

どんどんふえていくんです。だからこれもこの間、さまざまにあれがあったと思う

んですけれども、やっぱり時代が、状況が変わっていく中で、まず平時において、

17％の分担金というのは、やっぱり非常に負担が大きいんじゃないかなという部分、

例えば今回の激甚災害の95％になっても、５％であっても、工事自身が多ければ、

割る人が少なかったら、やっぱり30万円、40万円、50万円の個人負担にすぐになっ

てしまうです。そこまでなったら、もうええわというふうになってしまうのがやっ

ぱり現状だと思うので、今までのルールをやっぱり現状に合わせた形で、少しでも

少額になるような方法を何とかつくっていただきたいなというふうに思うんです。
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特に、個人負担が多額になる場合に限って、具体的にこうしようという案が今、私

自身もはっきりないですけれども、やっぱりこれから農業を続けていく中で、そう

いう今のルールを変えていかなあかん部分というのがあるんじゃないかなというふ

うに思うんですけれども、ちょっとそのあたりもう一度お願いいたします。 

○議長（実友 勉君） 名畑産業部長。 

○産業部長（名畑浩一君） これまでの農業政策にかかわらず、いろんな補助制度、

助成制度については、やはり社会が成長していく、右肩上がりのことを前提とした

制度が構築されてきたと思うんです。ただ、昨今の状況を見てみますと、特に田舎

といいますか、地方においては、高齢化であったりとか、担い手不足といったとこ

ろで、大きく社会構造が変化しております。先ほどのため池の話とも同じになるん

ですけれども、やはりそういった社会構造の変化に対応した制度をつくっていくこ

とが、今からといいますか、もう入っていないとあかんのですけれども、非常に重

要なことだと思います。そういった意味で、議員がおっしゃるように、なかなか制

度としては、そこまで追いついておりませんけれども、方向としては、そういう社

会構造の変化に対応したシステム、制度を構築すべきだと私は考えております。こ

の段階で、そうしたら17％を上げていって何％にしますということは、ルールです

から言えませんけれども、方向としては、そんなことが考えられるのではないかな

と思います。それには、一定先ほどの答弁でも申しましたとおり、一定の期間が必

要であり、その検証をする中で負担軽減についても検討していきたいと考えており

ます。 

  以上です。 

○議長（実友 勉君） ５番、今井和夫議員。 

○５番（今井和夫君） そういうことで、例えばその中ですごく問題になってくるの

が、その場所を離れて住んでいる人ですね。都会のほうに出てしまっている。地権

だけを持っているという場合なんか、やっぱり今まで普通の場合は、例えば一つの

水路だったら、それに関連する、それこそ利害のある方が大体面積割で割っていこ

うかというようなことが普通やったと思うんですけれども、現状、そのときに持ち

主が住んでいないとかいう場合もよくあるような状況にもなってきているわけです

ね。だから、そういうふうな恐らくそういう人は負担はなかなかしないと思うんで

すね、現状では。そこで話がストップしてしまうみたいな、そういうふうな問題も

やっぱりありますので、そのあたりをまたいろいろと考えて、難しい問題やと思う

んですけれども、また考えていってもらいたいなと思うんですけれども、どうでし
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ょう。 

○議長（実友 勉君） 名畑産業部長。 

○産業部長（名畑浩一君） やはり受益者が少なくなる、そういった負担をする方が

少なくなるということは、非常に残っている方への負担というのは非常に大きくな

るものと思います。ただ、やはりそういった中で、地元の農会であったり、自治会

であったり、地域の塊だったりとか、そういったところの団結といいますか、そん

なところがなくてはならないんじゃないかなと。今、逆にそのことが一番求められ

ているんじゃないかなと思います。そこもなくなってしまうと、何もなくなってし

まうので、そういったところで、行政の役割とか、地域の役割といったところがそ

こにあるのではないかなと、私は思います。 

○議長（実友 勉君） ５番、今井和夫議員。 

○５番（今井和夫君） そういうことで、さまざま難しいと思うんですけれども、よ

ろしくお願いしたいと思いますが、制度はなかなかすぐにできないと思うんですけ

れども、例えば今回の７月豪雨なんかでも、ひょっとしたら多額になるかもしれな

いけれども、でもやっぱり何とか直していこうよと、農地を維持していくために直

していこうみたいな、そういうところもやっぱりあるんです。そういう場合、特に

高額に個人負担とかいうような場合なんかの特例措置みたいな、そういうふうなこ

とも今回からスタートみたいな感じになりますけれども、考えることは難しいでし

ょうか。これはちょっと市長さんのほうにお聞きしたいんですけれども、どうでし

ょう。 

○議長（実友 勉君） 福元市長。 

○市長（福元晶三君） 特例措置的なものは、いろんなケースによっていろいろ過去

にもある場合があります。ただ、担当部長が申し上げたとおり、非常に社会情勢が

変化してきて、それに対応できる制度になっているかといったら、そうでない部分

もありますので、そういう制度の不合理な部分は当然是正していかなくてはならな

いだろうと、こう考えております。そういう意味で、きょう特例制度を持ちますよ

というわけにはなかなかいかないので、これから特に被災された農地を含めて、早

く復旧やできれば農地に戻していただきたいと、こういうことは当然でありますの

で、内部で十分議論をしていきたいと、このように思っております。 

○議長（実友 勉君） ５番、今井和夫議員。 

○５番（今井和夫君） ぜひともよろしくお願いいたします。 

  それでは二つ目の質問に移らせていただきます。 
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  宍粟北みどり農林公社に助成を出して、人を雇っていって、農地を維持していく

という方法なんですけれども、本当にこれは、すごい画期的な方法だと思うんです。

私、以前ここで言ったことがあると思うんですけれども、ある市長、元市長さんが

「今井さん、農業、何したらいいかわからんのや」ということをぽろっと言われる

市長がおったんですみたいな話を前言ったと思うんですけれども、そうなんです、

まさにこれがそうなんです。これがやっぱり農業の根本的な施策なんです。本当は、

僕はいつも言うように、これは国がせなあかんことです。だけど、国が今しない状

況の中で、やっぱり何とか一番身近な基礎自治体として、市町村単位としてできる

ことは何かといったら、やっぱりこのことからスタートしていくということだと思

うんです。本当に僕はいつも個別所得補償みたいなことを今まで言ってきましたけ

れども、先ほど市長が言われましたように、それは市としては、やっぱり個人の所

得に出すのはなかなか難しい、直接出すのは難しいというところで、福元市長みず

からが、これは考え出していただいた施策です。私例えばこの夏、議員研修でちょ

っと東北のほうに行ってきたんですけれども、その中で農業を中心とした地域づく

りみたいな、そういう分科会がありまして、その中でもうちの市長さんも含めて、

今こういうことを考えようとしているんやみたいな話をちらっとさせてもらったら、

やっぱりほかの議員さんは本当にこのことにはすごく関心を持たれて、すごく質問

というか、財源は何なんや、一般会計なのか、何なんだとか、本当にすごい関心を

持たれていました。そこの報告集の中にも書かれています。少しちょっと読ませて

もらったら「第三セクターをつくって、そこに市のお金を入れ、若い人を雇用して、

農業をやってもらう。私はすごいと思います。単に若い人の生活を保障するだけで

なく、水田を維持し、国土保全等の多目的のために公金を出すからです。それは、

まさに国土を守る仕事、自衛隊と同じようなものです。それが全国に連判していく。

兵庫県の宍粟市はすごいことをやると感銘いたしました」というような、本当にす

ごく反響はありました。本当僕が知っている限り、多分こういう方式はないと思い

ます。だから、これを皮切りに、先ほども市長が言っていただきましたけれども、

各地にできれば支所をつくって、人数をふやしていく。そういうふうな形をしてい

って、実績をつくっていって、最後には国を動かしたいなというような、それしか

本当に方法はないんじゃないかなというふうに思うんです。本当そういう意味では、

すごく画期的な方法ではないかなというふうに思うんですけれども、市長、もう一

度そのあたりの思いをお聞かせいただきたいと思います。 

○議長（実友 勉君） 福元市長。 
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○市長（福元晶三君） 繰り返しになりますが、冒頭申し上げたとおり、宍粟市は、

幸いこの宍粟北みどり農林公社を先人がつくっていただいて、当然農業事業体であ

りますけれども、何とかそこで農地を守っていこう、あるいは農家の皆さんと一緒

にやっていこうという動きが幸いそういう動きはつくっていただいておりましたの

で、私は、今後この公社の役割を考えたときに、これからの宍粟市の農業に対する

中心的な、あるいは先導的な役割を担っていただくことは非常に大事だと、このよ

うに考えています。そういう意味において、人材を次につないでいくということに

ついては、私は市の役割として、非常に今やるべきことだろうと考えておりまして、

市長としては、そこにこれからまた議会との議論させていただく中で予算計上をさ

せていただきたいと、その前段で理事長としては、何とか理事の皆さんに十分議論

をしておりますが、多くの皆さんと一緒になって、公社をさらに発展していきたい

と、このように考えています。 

○議長（実友 勉君） ５番、今井和夫議員。 

○５番（今井和夫君） 本当に、恐らくこれがある程度実績が出て、軌道に乗ってい

けば、宍粟方式みたいな、そういうふうな形で言われて、全国に広がっていくんじ

ゃないかなというふうに私は思うんです。養父市の特区もありますけれども、あれ

も一つの方法ではあるでしょうが、やはりあれはやっぱり競争なんです。あくまで

も競争で、一生懸命特産品をつくったりとか、いろんなことをして、競争に勝った

ところだけが生き残る、そういうふうなやり方なんです。だけど、この方式は違う

んです。どこもがみんなが共通して農地を維持していける方法なんです、これは。

僕はこれしか方法はやっぱりないと思うんです。もちろんそうやって頑張ってやる

ところ、それはそれですごく大事で、産業としてやるところというのは、当然育成

していくべきだと思うんですけれども、それだけではやっぱり農地は守っていけな

いと思うんです。だからそういう意味で、宍粟方式というふうになっていくことを

やっぱり夢見て、それでこの形を私たちもにできる立場で、一生懸命応援させても

らいたいなというふうに思いますので、何とかこの方式が根づいていくように頑張

っていただきたいなというふうに思います。 

  ということで、私の一般質問を終わらせていただきたいと思います。どうぞよろ

しくお願いします。 

○議長（実友 勉君） これで、５番、今井和夫議員の一般質問を終わります。 

  これをもって、本日の日程は終了いたしました。 

  次の本会議は、９月13日午前９時30分から開会いたします。 
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  本日はこれで散会いたします。 

  御苦労さまでした。 

     （午後 ４時１３分 散会） 

 


